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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　　第一話　強い吸血鬼の育て方










　平和な特とつ区くに現あらわれた謎なぞの奇き術じゆつ師しミスターＢ。しかし彼の正体は、悪の天才魔ま導どう師しフライキングその人だった！


　かつてない強きよう敵てきを前に、敗はい戦せんを重かさねるクラッシュレンジャー。しかし、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチへと追い込まれたクラッシュ・ブルーは、ついにある決けつ意いを抱いだく。それは、禁きんじられた必ひつ殺さつ技わざを復ふつ活かつさせることだった！


　はたしてクラッシュレンジャーは特区の平和を守ることができるのか!?　そして、ブルーが封ふう印いんしていた伝説の必殺技、ジェットコースター・アタックとは!?


　次回、薬やく物ぶつ戦せん隊たいクラッシュレンジャー、


『戦せん慄りつ！　お喋しやべり奇術師ミスターＢの恐怖（後こう編へん）』。


　来週も、マジカル・ドーピングで、派手に行こうぜレツツ・クラツク！





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「必殺技が欲ほしいっ！」


「……また。お前はそういうことを……」


　夕食の済すんだ午後八時。望もち月づきコタロウの訴うつたえを耳にし、兄ジローは眉み間けんに皺しわを寄よせた。


　ふわふわした金きん髪ぱつの下で碧へき色しよくの瞳ひとみを輝かがやかせるコタロウは十歳前後、黒くろ髪かみ黒くろ目めのジローは二十代前半の兄弟である。


　とはいえどちらも吸血鬼ブラツク・ブラツドだ。ジローの実じつ際さいの年ねん齢れいはといえば、百を超こえていたりする。ただし、コタロウの方は見かけと同じで、「必殺技」という言葉にも年とし相そう応おうの男の子的ロマンを抱いていた。


「どうしたんです、急に？　そもそも、お前が必殺技を身に付けて、いったい何をどうしようというのですか？」


「もちろん、悪を討うつんだよ！」


「通つう俗ぞく的てきに言って、吸血鬼わたしたちの方が悪あく玉だまだと思いますが？」


「そんなことないよっ。吸血鬼にだってヒーローはいっぱいいるもん」


　やる気のない兄に、コタロウは拳こぶしを握にぎって力りき説せつした。特区に来て以い来らい、その手のメディアは幅はば広ひろくチェックしているのだ。小さな身体からだから熱い情じよう熱ねつが迸ほとばしっていた。


「それに、兄あに者じやはいっぱい技を持ってるじゃない！　兄者だけずるい。ぼくも欲しい！」


「ずるいと言われましても……コタロウだって、身体が丈じよう夫ぶという能のう力りよくがあるでしょう？　並なみの十歳児では、私の折せつ檻かんには耐たえられません。もっと誇ほこっていいですよ」


「でも、ちゃんと痛いたいじゃん！」


「健けん全ぜんじゃないですか」


「そうじゃなくってえ！」


　むぎー、とコタロウは地じ団だん駄だを踏ふむ。


「もっとこう、敵てきを攻こう撃げきできる、格かつ好こいい必殺技が欲しいの！　漢字のやつでも、カタカナのやつでもいいからさあ！」


「……いずれにせよ、名前が付いてないと嫌いやなんですね」


「あ、それでね。できたら、兄者は使えないやつがいい」


「自分が使えない技をどうして他た人にんに伝でん授じゆできるんです。それに、なんで私が使えない方がいいんですか？」


「えー。だって、ぼくだけのオリジナルの方がいいじゃん。他ほかの誰だれにも真ま似ねできない、自分だけの必殺技だからいいんだもんっ」


　天使の美び貌ぼうに夢みる瞳で、コタロウは主しゆ張ちようした。


　ジローは渋しぶい顔で、食しよく後ごの緑りよく茶ちやを啜すすった。さてどう言い聞かせたものかと、早くもうんざりしている。


　そこへ、


「はーい。羊よう羹かん切れたわよー」


　と葛かつら城ぎミミコがお茶ちや請うけを運んできた。


　彼女は吸血鬼ではなく人間だ。平へい均きん的てき容よう貌ぼう、平均的スタイル、平均的能力と、哀かなしいほどに平均的な十七歳だが、これでも歴れつきとした『オーダー・コフィン・カンパニー』の調停員コンプロマイザーである。


「一日十個限げん定ていの、『レイク＆バンブー』特とく製せい栗くり羊羹だからね。ひとり、二切れ。良く嚙かんで味わって食べるように」


　と、なぜか偉えらそうに皿をテーブルへ載のせた。


「ミミちゃんっ。ミミちゃんからも兄者を説せつ得とくしてよ。いまぼく兄者に――」


「聞こえてたわよ、必殺技。どうせ、あれでしょ？　夕方見てた特とく撮さつの――」


「あー！　わー！」


　コタロウが慌あわてて大声を出す。怪け訝げんな顔をするジローに、ミミコはクスクス笑いながら爪つま楊よう枝じを渡した。


「で、でもでも。ミミちゃんだって、ぼくが強くなるのは賛さん成せいだよね？　ぼくだって兄者と同じ、ミミちゃんの護衛クローザーなんだから」


「ううん。いらない」


「なんでさー！」


「だって、絶ぜつ対たい逆ぎやく効こう果かになるもん」


「断だん言げんされた!?」


「むしろ、ひたすら頑がん丈じようさを鍛きたえる方ほう向こうでいこうよ。秘技『身代わりブロック』なんかどう？　実用的でしょ？」


「ノーサンキューだよっ。ミミちゃんのバカー」


　うえーん、とコタロウはテーブルに突つっ伏ぷした。


　まったく、と言いたげな様子で、ジローが羊羹をもしゃもしゃ咀そ嚼しやくする。ミミコは困こまった顔で苦にが笑わらいを浮かべた。


「……ねえ、コタロウ君。気持ちは嬉うれしいけど、コタロウ君は護衛クローザーなのよ？　敵を倒たおすより、私や他の人を守る方を頑がん張ばってよ」


「でもでもミミちゃんを守るには戦うことも必要じゃない。敵に勝てなきゃ駄だ目めじゃない。つまり必殺技がいるじゃないのさっ」


「いや、最後のは別に……そ、それにね。正しよう直じき、コタロウ君には『誰かをやっつける』とか、あんまりして欲しくないのよ。ほんとはジローさんも一緒よ？　だって、あたしの仕事は『調ちよう停てい』なんだもん」


　それはミミコの本ほん音ねである。


　調停員コンプロマイザーとはその名の通り、人と吸血鬼、また吸血鬼同士の関係を調停する職業だ。特区は吸血鬼の大たい都とであるため、その重じゆう要よう性せいは計はかり知しれない。


　吸血鬼を相手取る以上、危き険けんは付きものだし、舐なめられない意味でも腕うでの立つ護衛クローザーは必要だ。その点ジローは『銀ぎん刀とう』と異い名みようを取るほど恐れられている古血オールド・ブラツドであり、抑よく止し力りよくとしても十じゆう分ぶん役やく立だってくれていた。


　しかし、ジローの存そん在ざいはあくまで最さい終しゆう的てきな調ちよう整せいを図はかるための手しゆ段だんである。いわば「必要悪」のようなものなのだ。少なくともミミコはそう思っていた。


「だから、元気出して護衛クローザー頑張ってよ。この一番おっきいの、コタロウ君にあげるから」


　とミミコは切った羊羹に楊枝を刺さした。


　しかしコタロウはうなだれたまま皿を見ない。食べ物で釣つられないとは希け有うなことだ。


「……違ちがうんだ」


「へ？　違うって、何が？」


「ぼく……役に立ってないから。特区に来てから、まだ全然役に立ってないから」


　コタロウの態たい度どは、予よ期きせぬほど真しん剣けんだった。ミミコは少しびっくりした。


「な、何言ってるのよっ。そんなことないわ。そりゃ失しつ敗ぱいは多いけど、役にだって立ってるじゃない。に、荷に物もつ持もちとか、お留る守す番ばんとか、お掃そう除じ――は駄だ目めだけど、お買い物とか」


　ミミコは指ゆび折おり数えたが、お気きに召めさなかったのか、コタロウの顔が一いつ瞬しゆんムッとする。


　しかし、すぐにまた沈しずんだ表ひよう情じように戻もどり、


「……ぼくだって兄者と同じ吸血鬼なんだよ？」


「それは、そうだけど……」


「ぼくだって強くなりたい……兄者を助けられるぐらい強く……そしてみんなの役に立ちたいんだ。ぼくがここにいる意味を、ぼく自身が確かく信しんしたいんだ。たとえ……それが、厳きびしく険けわしい修しゆ羅らの道だったとしても」


　うつむき、肩かたを震ふるわせながら、コタロウは切せつ々せつと言った。


　会話が途と切ぎれる。


　コタロウはぎゅっと唇くちびるを嚙んでいる。ミミコはしばらくそんなコタロウを眺ながめていたが、やがて、ふっ、と口元を綻ほころばせた。


「……コタロウ君」


「ミミちゃんっ」


「それ、先せん週しゆうのイエローの台詞せりふね」


「げ」


　冷めた口く調ちように、コタロウが動どう揺ようを示しめした。


「な、なぜそれを……」


「コタロウ君、この前テレビ見ながら叫さけんでたじゃない。気分出しちゃってまあ……やっぱりこれは、あたしが食べる」


「ああっ。一番大きいの」


　慌てて手を伸のばした前で、ミミコはコタロウの羊羹を自分の物と交こう換かんした。


「まったく。すーぐアニメとか特撮の影えい響きよう受けちゃうんだから。ほんとに強くなりたいなら、ああいうの見てる時間でマラソンとか腕うで立たて伏ふせとかしなさいよね」


「そんな地じ味みなっ。必殺技は!?　封ふう印いんされた伝説の――！」


「テレビの見み過すぎ」


　ミミコは呆あきれ顔で羊羹を口に入れた。コタロウはしょんぼり肩を落とした。


　と――


　そのコタロウの前に、新たな羊羹が寄せられた。


　ジローだ。


「……食べなさい、コタロウ」


「え？　兄者？」


「ジローさん？」


　きょとんとする二人の前で、ジローは目め頭がしらを熱あつくしていた。


「そうですか……強くなりたい――役に立ちたいですか。まさか、お前の口からそんな言葉を聞ける日が来ようとは……」


「ジ、ジローさん？」


「特区に来てからというもの、軟なん弱じやくになる一方だと嘆なげいていたのに。いつの間にそんな……いや。それぐらい当とう然ぜんですよね。お前は私の弟なのですから。我わが血けつ統とうを背負しよって立つ、次じ世せ代だいの若わか武む者しやなのですから……」


　ジローは声を詰つまらせた。ミミコは啞あ然ぜんとした。


「ジローさん、あなた……泣いて？」


「あ、あはは。止よして下さいよ、ミミコさん。男子たるものが軽かる々がるしく涙など……」


　と、ジローは溢あふれる涙を拭ふきながら言った。


「今日という日をどれだけ待ったか……我われらが祖そよ、ご覧らん下さい。あなたの誇ほこりと気け高だかさは、いまも確たしかに息づいている――」


「…………」


　絶ぜつ句くするミミコの前で、ジローは陶とう然ぜんと頰ほおを紅こう潮ちようさせた。


　一方、コタロウは兄の態たい度どに首を傾かしげつつ、


「えーと……取りあえず兄者の羊羹もらっちゃっていいの？」


「無む論ろんです。食べなさい、コタロウ」


「わーい」


　コタロウは羊羹をぱくりとくわえた。無む邪じや気きに喜よろこぶ弟の姿に、兄はそっと目を細ほそめた。


「……よく食べ、英えい気きを養やしないなさい。やがてつかむ栄えい光こうのため。挑いどむべき試練に備そなえ」


　ジローは誇らしそうに言った。コタロウは羊羹に夢む中ちゆうで聞いていない。


　ミミコはしばらく言うべき台詞に困っていたが、結局何も言わずジローにお茶のお代わりを注そそいだ。


　それが、悪夢の始まりだった。
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「えーと、ですね……」


　ミミコは血の気の失うせた顔で、必死にビジネス・スマイルを浮かべた。


「あ、あたしは『カンパニー』の葛城ミミコという者ですが、あの、最近ですね、その、皆みなさんの行ぎよう状じように対し、色々苦く情じようが寄せられておりまして、えと、なんといいますか、少しお話をと、まあ――」


「ッけてんのカ、おオッ!?」


「ッてんじゃネエよっ。ゴラぁ！」


「うひい――」


　何を言っているかはまるでわからないのに、何が言いたいのかは不ふ思し議ぎとよくわかる口くち振ぶりで、男たちは下あごを突き出した。


　とある空あきビルのロビー。そこで、ミミコは三人の男と対たい峙じしていた。


　男たちが身につけているのは、派は手でなアロハにネックレスだ。血ち走ばしった目は爛らん々らんと輝き、つばを飛ばす唇には白く鋭するどい牙きばが見える。


　特区の夜に生きる吸血鬼たちだった。その中でも、人と吸血鬼の共きよう存ぞんを標ひよう榜ぼうする『カンパニー』にとっては、「困った」部ぶ類るいに入る者たちである。このビルは、彼らのねぐらなのだ。


「とと、とにかくですねっ。これ以上はワレワレとしましても職しよく務む上じよう看かん過かしがたいと申しますかあ――」


「っせェえ！」


　怒ど鳴なられ、ミミコは首を竦すくめた。


　彼らは最近、「俺たち吸血鬼です！」と全身でアピールした服ふく装そうや態たい度どのまま、夜の繁はん華か街がいに繰くり出だしている集団だった。人間の血を吸うのはもちろん、他ほかの血けつ族ぞくとのトラブルも絶たえない「困った」連中だ。


　ただ、それでも彼らは、『カンパニー』が定さだめた協きよう定ていを、真まっ向こうから破やぶっているわけではなかった。現にいまも、どれほど凄すごもうとも、調停員コンプロマイザーであるミミコに直ちよく接せつ手出ししようとはしない。協定に背そむけばどうなるか。それをよく弁わきまえているのだ。


　つまり、将来的にはともかく、現時点でミミコが出向かねばならない相手ではない。


　なのにどうして、ミミコがわざわざ「指し導どう」に出向いたかといえば……


「そ、そこまでだ、悪わる者もの！」


　叫さけび声ごえがロビーに木こ霊だますると、三人の吸血鬼たちは、一瞬にして戦せん闘とう態たい勢せいに入った。一いつ端ぱしの悪あく党とうらしく、油ゆ断だんのない反はん応のうだ。


　しかし、声の主ぬしを視界に収おさめると、男たちの強こわ面もては困こん惑わくをその目に映うつした。


「……なんだ、このガキ？」


　現れたコタロウの姿すがたに、三人はぽかんとする。それ自体はよくある反応なのだが、今回はいつも以上に戸と惑まどいが大きいようだった。


「ぼ、ぼくは……ミミちゃんの護衛クローザーだっ。彼女に指一本……触ふれてみろっ。このぼくが……許さないぞ。ボロぞーきんのように……してやるっ」


「……いや、なんかお前こそ、すでにボロぞーきんに見えるが？」


　思わず普ふ通つうの喋しやべり方かたに戻って、吸血鬼の一人が、コタロウに言った。


　彼の指し摘てきした通り、現れたコタロウは酷ひどい有あり様さまだった。髪かみはぐちゃぐちゃ服はボロボロで顔がん色めんは蒼そう白はくだ。生なま々なましい傷きず跡あとが残のこり、ゼエハアと息も荒あらい。


　まるで、紛ふん争そう地ち域いきのど真まん中なかを、組くみ手てと筋きんトレをこなしながらフルマラソンで走そう破はした直後の戦せん災さい孤こ児じ、といった様よう相そうである。しかも恐るべきことに、それは現実に極きわめて近かった。彼はいま、地じ獄ごくの一丁目にいるのだ。


「さあかかってこい。悪者どもめ……ぼくが……相手だ……」


「いや、まだ指一本触ふれてないが？」


　すっかり気をそがれた三人は、対たい応おうに困って顔を見合わせた。


「……なあ。これって、俺おれらが喧けん嘩か売られてるんじゃ？」


「……そんな気がするな」


　尋たずねた吸血鬼も尋ねられた吸血鬼も自信がなさそうだった「あ、あのっ」と堪たまらずにミミコが声をかけた。


「どうか皆さん。これからは改かい心しんして真まっ当とうな吸血鬼生活を送ると誓ちかって下さいっ。そうすればすべて丸く収まりますからっ」


「ああ!?」


　たちまち三人の態度が逆ぎやく戻もどりした。


　すると、


「ミミちゃんに、逆らうなーっ」


　とコタロウがぽかぽか殴なぐりかかってきた。


　面めん倒どうくさくなったのだろう。彼らは舌した打うちし、


「護衛クローザーの方なら構わねえっ。やっちまえ」


　と三人がかりでコタロウを殴り飛ばした。コタロウはすぐに目を回し、大の字になった。


「きゃー！　コタロウ君、しっかり！」


　駆かけ寄よるミミコを尻しり目めに、三人は、


「けっ」


　と吐はき捨すててその場を後にしようとした。


　が――


　カツッ、


　と彼らの前方で、壁かべが蹴けられる音がした。


　再ふたたび三人に緊きん張ちようが走る。そして、目の前の人物を見て、今度は全身に鳥とり肌はだを立てた。


　ビルから出るドアを、背の高い青年が塞ふさいでいたのだ。


　ジローだった。


　彼はドアの入り口に腕組みしたままもたれかかり、片かた足あしをつっかい棒ぼうのように伸のばしてドアを塞いでいた。


　瞳を閉とざした静しずかな横顔は、隙すきだらけのように見える。しかし、三人は凍こおり付ついたように動けなかった。


「ぎ、『銀刀』！」


「なっ。こいつが!?」


　三人の間に衝しよう撃げきが走った。


　と、目ま蓋ぶたを閉ざしたまま、ジローが口を開あけた。


「――コタロウ？」


　それは、世にこれほどまで「絶ぜつ対たい零れい度ど」を具ぐ現げん化かした声が他ほかにあろうかと、耳にした者を戦せん慄りつさせる声だった。ミミコの介かい抱ほうを受けていたコタロウが、高こう圧あつ電でん流りゆうを流されたかのように痙けい攣れんした。


「あ、あ、兄者」


「兄がこの場で見み届とどけます。『特とつ訓くん』の成せい果か、しかと見せなさい」


「でも……でも、ぼくもう……」


「コタロウ？」


　ジローが薄うすく目を開け、弟を横目に見る。彼の口元には、微び笑しようさえ浮かんでいた。


　コタロウの幼おさない顔が、紛まぎれもない恐きよう怖ふで塗ぬり潰つぶされた。彼は尾お羽ばねに火を点つけられた鶏にわとりのように跳はね起きると、


「ヴわあァァ――！」


　と三人に特とつ攻こうしていった。崖がけっぷちからのダイブを連れん想そうさせる、鬼き気き迫せまる特攻である。


　三人は石の塊かたまりをのみ込んだような顔になった。できれば関かかわりたくない。しかし、ロビーを塞ぐジローは涼すずしい顔で微び動どうだにしない。


「な、なんなんだよ、お前ら!?」


「問もん答どう無む用よう」


「いやっ。話そうよ!?」
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「不ふ言げん実じつ行こう」


　平へい和わ的てき解かい決けつを望のぞむ三人に、ジローはぴしゃりと言った。とりつく島もなかった。


「おいっ！　どーなってんだ、調停員コンプロマイザーっ？」


「その……色々事情がありまして」


「なんだよ事情って！　てか、こんなの『カンパニー』的に許ゆるされるのかッ？」


「……微び妙みよう？」


「ふざけんな！」


　調停員コンプロマイザーには手出しできない。『銀刀』に敵かなうはずもない。勝てそうなのはコタロウだけだが、彼は『銀刀』の血けつ族ぞくらしい。三人は為なす術すべもなく、コタロウにぽかぽか殴られるしかなかった。


「こいつめ……こいつめ……！」


「ファイトよ、コタロウ君っ。またコンクリート詰づめで遠えん泳えいとかしたくないでしょっ？」


「やだー！　必殺技養よう成せいギプスは、絶対やだー！」


「だったら頑張って！　あたしも君の目の前でセメントかき混まぜたりとか、もうしたくないんだからっ」


「ひいいっ！」


　昨日の光景トラウマを思い出したのか、コタロウの攻撃が激しさを増した。三人は言葉もない。


　そのうちジローが「ええい、じれったいっ」と、携たずさえていたひと振ふりの日本刀を抜いた。銀のコーティングが施ほどこされたその刀こそ、ジローの異い名みようの元もととなった対吸血鬼用の刀、銀刀である。


　ジローはごく無む造ぞう作さに銀刀を振った。


　ぴしっ、と鋭するどい音がして、ビルの壁に綺き麗れいな亀き裂れつが走った。


「一分ですっ。一分後、『勝しよう者しや』以外は、敵てき味み方かたなく私が斬きり捨てる！」


『でえええ!?』


　コタロウと三人の叫びが、綺麗にハモった。


「待って兄者！」


「五十九！」


「待て『銀刀』！」


「五十八！」


「無む理りだよそんなのっ」


「五十七！」


「う、噓うそだろ、おい」


「五十六！」


「鬼おにーっ、兄者の鬼ぃーっ！」


「五十五！」


「ま、マジか、こいつら……」


「五十四！」


　コタロウは泣き喚わめきながら、三人の髪を引ひっ張ぱり、爪つめで引っ搔かいた。三人は反はん撃げきもできず立ち尽つくしていた。その間も、ジローのカウントダウンだけが、着ちやく々ちやくと進んでいく。


「えー……コホン」


　とミミコが咳せき払ばらいをした。


「どうか皆さん。これからは改かい心しんして真まっ当とうな吸血鬼生活を送ると誓ちかって下さい。そうすれば、丸く収おさまりますから。でないと……」


　ミミコはさっきと同じ勧かん告こくを、さっきより悲ひ痛つうな口く調ちようで訴うつたえた。三人はミミコを見み据すえて生なま唾つばを飲んだ。


　コタロウは、「レ、派手にいこうぜぇレツツ・クラツク！」と絶ぜつ叫きようしながら体当たりを繰くり返している。すでに正しよう気きを失っているらしい、銀刀を構え「四十一！」と叫ぶジローにも、正気らしきものは見当たらない。


　結局三人は、カウント十七で『カンパニー』の軍ぐん門もんに下くだった。
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「さて……次は確か第二地区セカンド・ヤードの『素そ行こう不ふ良りよう者しや』たちでしたね。それとも第七地区セブン・ヤードにいるという『反はん抗こう的てき態たい度ど』の連れん中ちゆうにしますか？」


　やる気満々でジローが尋ねた。肩には、あまりの疲ひ労ろうと緊きん張ちようと恐怖で、気を失ったコタロウが担かつがれている。


「と、取りあえず今日はこの辺へんで止やめない？　コタロウ君も限げん界かいだし……今日は特売のババロア買ってあるから、帰ってお茶に……」


「何を仰おつしやいます、ミミコさん。まだまだ宵よいの口くちではありませんか。ミミコさんに持ってきて頂いただいたブラック・リスト。今夜中に半分は潰つぶしてしまいましょう。明日になれば、少しは特区も住みよい街となっていますよ」


　事態悪あつ化かに歯止めをかけたいミミコだったが、ジローは陽よう気きに笑って首を振った。


「『鉄てつは熱あついうちに打て』と言います。せっかくコタロウもやる気を見せてくれたのですし、できる限りのことはしてやらないと」


「……コタロウ君のやる気は、すでに氷ひよう点てん下かだと思うけど」


　それ以前に、最初のひと打ちで真っ二つに折れている。やむなくミミコは、


「ジローさん、やり過ぎなんじゃない？」


　と直ちよつ球きゆうをぶつけた。


　ジローは、ハッと振り返ると、食い入るようにミミコを見つめた。それから哀かなしげに首を振って、激しい苦く悩のうを露あらわにした。


「……私も辛つらいのです。身を切られるようだ。なろうことなら代わってやりたいと、心から、そう思っています」


「ほんとに？」


「ですが、私は信じているのです。コタロウは必ずや私の期き待たいに応こたえてくれると。弟にも、私たち『賢けん者じやイヴ』の血統に相応ふさわしい、清く、力強い血が流れているのだ――と」


　ジローは夜空を仰あおぐと、電でん波ぱ的てき悟さとりを開いた目で熱っぽく語った。拝はい聴ちようするミミコの頰は、ヒクヒクと嫌な痙けい攣れんを繰り返している。


「実じつ戦せんに勝まさる特とつ訓くんはありません。辛く悲しいこの戦いこそが、弟を強い牙きばへと育てるのです。さあ参まいりましょう、ミミコさん。コタロウの明日のためにっ」


　そして、ジローは悲ひ愴そう感かんを漂ただよわせつつも、強い足取りで歩き始めた。


　と、途と中ちゆうでミミコに振り返り、


「ところで、こいつが希き望ぼうした必殺技ですが、最初は何がよいでしょうか？　やはり防ぼう御ぎよ無む用ようの示じ現げん流りゆう？　それとも鞍くら馬ま流りゆうの口く伝でんを伝でん授じゆしてやるとしましょうか？」


「……駄目だ。この男楽しんでる……」


　ある意味、さっきの連中より質たちが悪い。本人の自じ覚かくがない分、余よ計けいに始し末まつに負おえない。


　人ひと攫さらいさながらに、弟を肩に担ぎ、上じよう機き嫌げんで口笛を吹ふくジロー。


　彼のあとに続きながら、ミミコは少年のために、そっと涙を流すのだった。
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　そして一週間が過ぎた。


　コタロウは、まだ生きていた。
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　少年のあどけない笑い声が、部屋を行いき交かっていた。


　だが、室内の明かりは点ついていない。また、聞こえてくるのは少年の声だけだった。


「……それでねバウワウ。兄者ったらシントウをメッキャクすると火が涼すずしくなるなんて言うんだよ？　うふふ。おかしいよね？　そんなことができるんだったら、扇せん風ぷう機き屋やさんやクーラー屋さんが困ってしまってバウワウ、ワワウだよ。でも、兄者ったら真ま面じ目めな顔で、『明日のメニューは火の輪わくぐりです』なんて言うんだよ？　ほんと、兄者って愉ゆ快かいだよね？　バウワウもそう思うでしょ？　ん？　あはは。こいつぅ～」


「……コ、コタロウ君……」


　仕事から帰って部屋の明かりを点けたミミコは、壁かべ際ぎわで両足を抱かかえるようにうずくまり、立てかけた巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアを相手に、焦しよう点てんの合わない目つきで朗ほがらかに話しかけるコタロウの姿すがたを見て、スーパーの買い物袋ぶくろを床ゆかに落とした。


「し、しっかりしてコタロウ君！」


「えー？　やだなあバウワウったら。ぼくはいつだってドント・ウォーリーさ」


「お願いだから、こっちを見てー！　壁に向かって話しかけないでー！」


　コタロウの両りよう肩かたをつかんで、ミミコはぶんぶん揺ゆさぶった。この一週間で驚くほど艶つやをなくした金髪が、枯かれ草くさのようにバサバサと乱みだれた。


　しかし、コタロウの虚うつろな笑え顔がおは紙かみ粘ねん土どの如ごとく張はり付ついたままで、視し線せんは彼にしか見えない花畑へと向けられていた。すでに半分以上彼ひ岸がんの人と化かしている。


　そこへ、
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「希望と栄光の我が血脈よBlood of Hope and Glory、


　闇夜の母よMother of the Night、


　いかにして讃えんかHow shall we extol thee、


　我らを生みし汝のことをwho are born of thee?。


　神よ、あなたは我が血を強大にされたがGod who made thee mighty、


　さらになお強大になされますよう♪make thee mightier yet!」





　と、機嫌良く口ずさまれる勇ゆう壮そうな行進曲が聞こえてきた。エルガーの『威い風ふう堂どう々どう』だ。しかも一部歌か詞しが替かわっている。


「グッド・イブニンっ、コタロウ！　今こ宵よいも実に素す晴ばらしい特とつ訓くん日び和より――おや、ミミコさん。お帰りでしたか。今日も一日ご苦く労ろう様さまでした」


　突き抜けた笑顔と共に、ジローは、ビッと親指を立てた。いつものワイシャツと赤いスーツを着こなし、これから社しや交こうパーティーに出席するかのような晴れやかさだった。


　ただし、手に持っているのは花束とステッキではなく、鉄アレイと鉄てつ鎖さと鉄てつ芯しん入いりの竹刀しないだ。どれも血の跡あとで黒ずんでいるあたりが、リアルな狂きよう気きを演えん出しゆつしている。


「課か題だいは済すませましたか、コタロウ？　百キロのバーベルで素す振ぶり一万回は――なに、済んでない？　まったく、しょうがないですねえ。では夕ご飯は抜ぬきということで、さっそく遅おくれを取り戻しましょう」


　まだ鼻歌を歌いながら、ジローは弟の襟えり首くびをつかんで、軽かる々がると持ち上げた。


「さあ、楽しい特訓の再開です。今日のメニューは……そうそう火の輪くぐりでしたね。ガソリンはどこでしたっけ？」


「ジローさんっ。ちょっと待った！」


「はい？」


　ジローが不思議そうに首を傾かしげる。ミミコは本気で怒ど鳴なった。


「ドクターストップよ！　いくらなんでも無む茶ちやだわ。これ以上やったら、コタロウ君死んじゃうわよっ」


「ええ？　何を言ってるんですか、ミミコさん。私たちは吸血鬼なんですよ？」


　ジローは最高におかしいジョークを聞いたという様子で朗らかに笑った。本気で笑っているところが、いまさらながらに恐ろしい。


「コタロウ君が言い出したことだから大おお目めに見てたけど……ジローさんエスカレートするばかりじゃないっ。これ以上は見過ごせないわ。馬ば鹿かげた特訓は中止してちょうだいっ」


「ば、馬鹿げたとは心しん外がいな……夜も寝ないで考えた、スペシャルな特訓メニューなのに」


「夜寝んでも昼間寝とるでしょうが！」


「武ぶの道は険けわしいのです。こういうことは言いたくありませんが、女性の方には引っ込んでいて頂いただきたい」


「男だろうと女だろうと関係ありませんっ。これは二人の雇やとい主ぬしとしての要よう請せいです。いえ、命めい令れいですっ。虐ぎゃく待たいする師し匠しようとその弟で子しになんて、とても護衛クローザーは任まかせられないわ！」


　ミミコが吐き捨てると、さすがにジローは気分を害がいして口を閉とざした。


　二人の間に嫌な空気が流れた。


　ところが、


「……い、いいんだ、ミミちゃん」


「コタロウ君!?　君まで何言って――」


　仰ぎよう天てんするミミコに、コタロウは疲つかれ切きった――しかし真剣な顔を向けて空元気をのぞかせた。


「ぼく……やっぱり必ひつ殺さつ技わざ欲ほしいもん。これまでよりずっと、兄者やミミちゃんの力になれるように頑張るから……」


「コタロウ君……」


　コタロウの台詞せりふに、ミミコは思わず言葉をなくした。


　一方ジローはそれどころではない。


「コ、コ、コタロウ！　お前という奴は～」


　日ひ頃ごろはどこか皮ひ肉にくっぽい顔かおを感かん激げきで真まっ赤かに染そめ、ジローは力の限り弟を抱だきしめた。


「兄は……兄は感動しました！　よくぞ言った！　それでこそ私の弟です！」


　と、感かん涙るいで顔をぐしゃぐしゃにしながらコタロウに頰ずりをする。抱きしめられたコタロウの身体からだから、メキメキ音がした。


「お前の決意、兄はしかと受け止めましたっ。もはや何を躊躇ためらうことがありましょう。たとえこの身を悪あつ鬼き羅ら刹せつに堕おとそうと、必ずや私は、お前を一人前の吸血鬼に育ててみせるっ。先せん人じん方がたもご照しよう覧らんアレ！　我われら兄弟、これより修しゆ羅らに赴おもむかん！」


　ジローの全身から洒落しやれにならぬ力が放ほう出しゆつした。「待って！」とミミコが叫んだが、使命感に燃える彼が、待つはずもない。


　次の瞬間、ジローは一いち陣じんの赤い風と化して、弟と共に部屋を飛び出した。爆ばく風ふうが巻き起こり、ミミコは吹き飛ばされて尻しり餅もちを突ついた。


「ど、どうしよう……」


　最悪の展開を予想し、ミミコは青ざめてつぶやいた。





　しかし、ミミコの予想は外れることになった。


　二人を捜さがして当てもなく特区を彷徨さまようこと三時間。疲れ果はてて部屋に戻ったミミコを、蒼そう白はくになったジローが待っていたのである。
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「……私の責任です」


　翌よく日じつの夕方。


　仕事から戻ったミミコに、見る影かげもなくやつれたジローは、痛つう切せつに告こく白はくした。


「十七回目のチャレンジのときでした。火の輪をくぐったコタロウの服に火が点ついて……あいつはすぐに運うん河がに飛び込んだのです。私は早く上がって、もう一度チャレンジするよう命めいじました。しかしあいつはいつまで経たっても河の中から顔を出さず……」


　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたコタロウは、そのまま溺おぼれて流されてしまったのだ。ジローは慌あわてて運河に飛び込んだが、コタロウを見つけることはできなかった。結局ミミコの手を借りて、河か口こう付ふ近きんまで流されていたコタロウを救きゆう出しゆつしたのである。


「特訓が聞いて呆あきれます。私は……最さい悪あくの兄だ」


「…………」


　コーヒーを淹いれたミミコは、やれやれと首を振りながらジローの隣となりに腰こし掛かけた。


　さすが吸血鬼だけあって、コタロウはすぐに回かい復ふくした。いまは地下にある自分の棺かん桶おけで熟じゆく睡すいしている。寝ね言ごとで「必殺――！」と叫んでいたぐらいだから、心配はないだろう。


「……思い詰めたらとことんまで。どっちもどっちよね」


　ミミコがコーヒーを差し出すと、ジローは黙だまってそれを受け取った。


　ちなみに、ジローは流れる水を弱点としている。昨日きのうミミコが部屋に戻ったとき、運河に飛び込んだ彼は全身ずぶ濡ぬれで、流りゆう水すいに焼やけ爛ただれていた。それでも自分のことは一いつ切さい顧かえりみず、ただただコタロウのことを案あんじていた。


　確たしかに最悪の兄かもしれない。けど、最さい低ていの兄ではない。口には出さないが、ミミコはそう思っている。


「無事でよかったね」


「……はい」


「特訓、しばらく中止にしましょ。コタロウ君、そんなことしなくたって、毎日立派に育ってるよ」


　ミミコがジローの肩を叩たたく。ジローは頷うなずき、ようやく少し笑顔を見せた。


「――あ。そろそろコタロウ君起こしてあげなきゃ。毎週楽しみにしてるヒーロー物が始まっちゃう」


「テレビですか？」


「そうよ。もともとあの子が必殺技なんて言い出したのも、その番組のせいなんだから」


「ええ？」


　ジローがぽかんとする。ミミコが笑いながら先週の経けい緯いを説明すると、だんだん憮ぶ然ぜんとした顔になった。


「なんとまあ……ではその番組の影響で？」


「まあ、たまにはつき合ってあげなさいよ。今日はロールケーキ買ってきたから、みんなで食べましょう。でも、ジローさんまでハマらないでね。テレビのヒーローに夢む中ちゆうになるなんて、ほんと、子供なんだから」


　とミミコはジローに向かって楽しげにウィンクし、キッチンに向かったのだった。
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　え!?


　たった一週間で三キロも？


　そうなんですっ。いま若わかいＯＬの間で大だい流りゆう行こうのヒジキダイエット。朝あさ昼ひる晩ばんと、とにかくヒジキを、少しでもヒジキを、むしろヒジキを、いいからヒジキをガンガン食べる。それだけで、三キロも瘦やせてしまうんですね。


　いやー。にわかには信じられないですねえ。しかもお肌はだまでツルツルになるなんて！


　はい。そこで今週の『ありカモ!?　大だい図ず鑑かん』は、この驚きよう異いのダイエット法ヒジキダイエットを、科か学がく的てきに徹てつ底てい解かい明めいしてみました。


　最近甘あまい物ばかり食べてた、そこのあなた。


　いますぐメモのご用意を！
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　夕食が始まる午後七時。椅い子すに着ついたジローとコタロウの兄弟は、テーブルを占せん拠きよする――それもここ三日間占拠し続けている――大おお皿ざらを、無む言ごんのままじっと見つめた。


　大皿に載のっているのは、黒いゴワゴワした物体である。


　ヒジキだった。


　それも、極きわめて大たい量りようのヒジキだった。


　そして、テーブルにあるのは、それだけだった。


「ヒジキはね。とっても身体にいいのよ？　しかも鉄てつ分ぶんたっぷりで血にもなるんだから」


　ミミコは取り皿のヒジキに醬しよう油ゆをかけながら、この三日間食事のたびに繰くり返かえしている台詞せりふを口にした。


「はい、コタロウ君。君の大好きなケチャップをかけてみたわ。ジローさんは塩しお味あじね。あ、味み噌そもあるから、そっちも試ためしてみて」


　ミミコは満面に笑えみを浮かべて兄弟の取り皿にヒジキを分けた。


　二人は大人おとなしくそれを受け取った。ミミコは満面に笑みを浮かべているが、その薄うす皮かわ一いち枚まい下したにどんな顔が隠かくれているか、この三日間で嫌になるほど目もく撃げきしている。朝昼晩とヒジキをほおばり、就しゆう寝しん前に体重計に足を乗せるミミコたるや、まさに悪あく魔まに魂たましいを売り払って契けい約やく書しよに判はんを押そうとしている魔ま女じよそのものだった。


　一度遠えん慮りよがちに「飽あきた」と訴うつたえたコタロウは、その場で風ふ呂ろ場ばへ連れん行こうされ、水で戻していた干ほしヒジキの中につけ込まれて一日を過ごした。以来、彼は吐はきそうになっても笑顔を浮かべてヒジキを食べるようになった。


「じゃあ、二人とも。いただきます！」


「……い、いただきます！」


　辛かろうじて返事をする。直ちよく後ごに、ミミコの顔から笑みが搔かき消きえ、般はん若にやの如ごとき形ぎよう相そうになってガツガツとヒジキをかき込み始めた。
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　それを見ていただけなのに、コタロウが、「うぷ」と口を押さえる。ジローも顔を苦く渋じゆうの色に染そめ、のろのろと箸はしを進めた。


「……コタロウ」


「……なに？」


「今後テレビは一日一時間にしましょう。よいですね？」


「……わかったよ、兄者」


　二人は遅おそ過ぎる約束を交かわしながら、辛つらく険しい夕食を取った。


　ミミコのヒジキダイエットは、それから一週間、一回も欠かさず継けい続ぞくされた。




インターミッション１







　かくして、悪の天てん才さい魔ま導どう師しフライキングの野や望ぼうは砕くだかれた！


　しかし、戦士たちに安息は訪おとずれない。最強最大のライバル『スリーピング・クイーン』が、千年の眠ねむりから目覚めようとしていたのだ！


　ラスト・バトルへのカウントダウンが始まる中、司令官ウミーノは、クラッシュレンジャーに新たなメンバーを迎むかえるべく画かく策さくし始めるのだが!?


　次回、薬物戦隊クラッシュレンジャー。


『敵てきか味方か！　新レンジャー、クラッシュ・ブラック見参』。


　来週も、マジカル・ドーピングで、派手に行こうぜレツツ・クラツク！





「……服、ですか？」


「左様」


「しかも五着？」


「うむ」


　闇やみに包まれた執しつ務む室しつ。龍りゆう王おうセイはデスクから離はなれ、庭に面した円えん窓まどの傍かたわらに立っている。セイの側近、月ユエ梅メイは、主あるじの背中を怪け訝げんそうに見つめた。


「赤と青と黄と桃もも、それに黒を用意せよ。またデザインは統とう一いつせよ」


　セイの面おも持もちは真しん剣けんである。月梅は「はあ」と答えつつメモを取る。


「……コタロウに否いなやはあるまい。ジロー、ケインにも嫌いやとは言わせぬ。あとはリンスケ、あるいはミミコ。が、一番の難なん問もんは……敵」


　セイは悩なやましげにつぶやいた。月梅は黙だまって、主の言葉を待っている。


　やがてセイは、ふと思いついた様子で、自みずからの腹ふく心しんを振り返った。


「月梅」


「はい」


「そなた、黒いマントが似に合あうと思うが、どうか？」





　結局、特区を守る謎なぞの戦隊が、巷こう間かんで噂うわさされることはなかった。


　ただ、セイの屋や敷しきで働く者たちの間で、仕事をさぼると現れるという謎の「お仕置き黒マント」の目もく撃げき談だんがささやかれることになるのだが、確たしかなことはわかっていない。









　　第二話　宝くじ狂想曲










『○月×日　木曜日　晴れ





　宝たからくじが当たりました。


　神様。ありがとう。』
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「……う」


　熱い涙なみだに視し界かいが滲にじみ、ミミコは震ふるえるペンを置いて、目め尻じりを押おさえた。


　日につ記き帳ちようの隣となりに置かれた十枚の宝くじ。その内九枚までは二つに破やぶられている。が、最後に残された一枚だけは、神こう々ごうしいまでの存そん在ざい感かんを放はなちながら、見み慣なれたデスクの上で燦さん然ざんと輝かがやいていた。ミミコは選ばれし一枚を手に取り、そっと胸に当てて両手を添そえた。


「……ハレルヤ」


　恍こう惚こつと両目を閉とざしながら、ミミコは甘あまい吐と息いきをもらした。


「資し本ほん主しゆ義ぎ……万ばん歳ざい！」


「バンザイって何が？」


　と、肩かた越ごしにのぞき込んだコタロウが、ふわふわの金髪を揺ゆらして首を傾かしげた。


　ミミコの全身が、一いつ瞬しゆん石せき像ぞうと化かした。


「ミミちゃん何かいいことあったの？　あれ？　それはな――」


「触るなあ！」


　手を伸のばしかけたコタロウの顔面に、ミミコの裏うら拳けんがクリーンヒットした。


　少年の身体からだが後こう方ほうに吹ふっ飛び、真まっ赤かな鼻はな血ぢが宙ちゆうを舞まう。どうと床ゆかに落下したコタロウを見て、ようやくミミコは我われに返った。


「ああ!?　あたしったら、なんてことを!?」


「ふ、ふぎー……」


　鼻の頭を赤く腫はらしたコタロウは、ブルーの瞳ひとみを涙に潤うるませた。


「ごめんなさい、コタロウ君！　平気？　痛いたくない？」


「……ひ、ひどいよ。ぼくはただ『お休みなさい』を言いに来ただけなのに。虐ぎやく待たいだよ。ドメスティック・バイオレンスだよ……」


「そ、それは少しニュアンスが異ことなるけど……でも、ほんとごめん」


　ミミコは平ひら謝あやまりに謝った。コタロウは「もう！」と頰ほおを膨ふくらませた。


「ぼくはもう寝ねるからねっ。お休み。ミミちゃんも夜よ更ふかししちゃ駄だ目めだよ」


「う、うん。お休みなさい、コタロウ君。いい夢を――」


　ミミコがほっとした笑顔を浮かべる。コタロウは挨あい拶さつが済すむと部屋を出ようとした。


　が、ミミコが背中を向けた瞬間、


「なんちゃって！　隙すきあ――」


「来んなあ！」


　バッとスカートの裾すそが大たい輪りんを咲さかせ、その下の太ももと脹ふくら脛はぎと踵かかとが白い稲いな妻ずまとなってコタロウの額ひたいに直撃した。冗じよう談だん半はん分ぶんにじゃれつこうとしたコタロウが急きゆう停てい止しし、二秒おいて床に崩くずれた。


「はあ!?　あ、あたしってば、また！」


　身体が勝手に自立行動をとってしまうらしい。「ごめんなさいごめんなさい」と狼狽うろたえるミミコの前で、コタロウはしばし悶もん絶ぜつした。


「……ミミちゃん、何かあったの？」


「えっ？　な、何って……」


　聞かれたミミコの首は、ぎぎぎと少しずつ角かく度どを曲まげて九十度横に向いた。


「何もないわヨ？」


「噓うそだ。いま何か隠かくしたでしょ」


「何も隠してないわヨ？」


「じゃあ、いま後ろに回してる手をこっちに見せてよ」


「……はい」


「右手だけじゃなく、左手も！」


「……はい」


「だから両手をいっぺんに！」


「…………」


　余よ所そを向いていたミミコが、コタロウに顔を向け直した。


　両目を針のように細め、完かん璧ぺきに左さ右ゆう対たい称しようとなったアルカイック・スマイルを浮うかべる。


「あたし、何もないって言ってるんだけど、それが何か？」


「…………」


　有う無むを言わせぬ口くち振ぶりだった。コタロウの顔がん面めんに大おお粒つぶの汗が浮かんだ。


　そこに、


「何なに事ごとですか？」


　ジローが顔を見せた。ちまちまとした弟と対たい照しよう的てきに、長身の青年である。涼すずやかな切きれ長ながの瞳が不ふ審しんに翳かげっていた。


「ただならぬ殺さつ気きを二度ほど感じましたが……何かあったのですか？」


「そうなんだよ、兄あに者じや！　ミミちゃんたら、何かを隠――クエ」


　兄に駆かけ寄よろうとしたコタロウの首くび根ねっこを、後ろからミミコがつかんだ。


　そのまま、キュッ、と指で絞しめつつ、


「なんでもないの、ジローさん。コタロウ君がお休みって言いに来ただけよ」


「そ、そうですか？　でも、コタロウが何か言いたそうな……あ、白目が……あ、口から泡あわが……」


「あらあら。コタロウ君たら、もうこんなに眠ねむそうに。いいわよ、コタロウ君。このまま寝ちゃいなさい。いますぐに。さあ、寝て。ほら、寝る、の」


　キュウウ、と渾こん身しんの力を込めながら、ミミコが穏おだやかな視線を向ける。コタロウは何かを兄に伝えようと必ひつ死しにもがいていたが、やがて力尽つきて動かなくなった。


「ふう。この子、よっぽど疲つかれてたのね。ジローさん。コタロウ君を運んであげてね」


　ミミコは上じよう品ひんに微笑ほほえんで、意い識しきのないコタロウを渡した。ジローは何度か彼女の左手


　――ずっと背中に回されている――に視線を投げたが、結けつ局きよく無む言ごんのまま弟を受け取った。


「……ミミコさん」


「なに？」


「……お休みなさい」


「うんっ。お休みなさい、ジローさん。いい夢をね[image: ]」
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『○月×日　木曜日　晴れ





　宝くじが当たりました。


　神様。ありがとう。


　でも、まだまだ油ゆ断だんはできません。


　世の中、他た人にんの幸せを横取りしようとする邪よこしまな人間はいっぱいいると思うのです。


　変に怪あやしまれたりしないよう、換金するまで気を付けなくっちゃ！』
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「しぃぃあわっせわぁぁぁ～。あぁるいって、こっないー、だぁーから、あぁるいって、ゆっくんっだねぇぇ」


「……お、お早はようございます、先せん輩ぱい」


「あ。ヒバリちゃん。おはよー！」


　金曜の朝。ミミコの職しよく場ばである『オーダー・コフィン・カンパニー』事務所に向かう道すがらだった。


　楠くすのきヒバリはミミコの後こう輩はいだ。団だん子ごにした頭がチャームポイントの少女である。ミミコより二つ年下だが、精せい神しん年ねん齢れいはむしろ高いと、職場では評ひよう判ばんだった。


「えっと……何があったんですか？」


「え？　なんで？　何もないわよー？」


「でも……いま、歌……」


「歌？　歌なんか聞こえる？　どこかで流ながしてるのかしら」


「…………」


　先輩の様子を見て、ヒバリは眉まゆをひそめた。


　感情の起き伏ふくは激はげしいし、変な癖くせも人一倍多い先輩だ。多少の奇き行こうなど慣れっこである。


　しかし、朝の通つう勤きん途と中ちゆうに大声で歌を熱ねつ唱しようし――それも、三歩進んで二歩下がりながら――自分では歌っていることに気付かないとなると、これは相そう当とうのレアケースだった。


　聞くべきだろうか？　それとも触ふれない方がいいのか？　ヒバリは迷まよったが、結けつ局きよく無ぶ難なんに話わ題だいを変えることにした。


「先輩、この夏どこかに行きました？」


「それがどこにも行ってないのよ。休みは家の用よう事じで忙いそがしくって」


「ふふ。同どう居きよ人にんが二人もいると大変ですね」


「手て間まかかるからねー、あいつら。ヒバリちゃんは遊びに行ったの？」


「先週友達と釣つりに行きました」


「釣り？　そりゃまた渋しぶいわね」


「へへ。わたし釣りって好きなんです。特とつ区くなら一番お金かからないし、結けつ構こう楽し――」


「わかるっ。わかるわ、それ！　そうなのよねっ。お金がないと遊ぶっていっても限かぎられちゃうのよね、お金がないと！」


　突とつ然ぜん一・七倍の声になって、ミミコはカカカと豪ごう快かいに笑った。ヒバリがぎょっとして顔を引きつらせるのにも気付かない。


「……先輩。やっぱり何か……？」


「え、あたし？　あたしはそうねえ……うん。たまにはバカンスとかいいかもしれないわね。南の島にぃ、バカンスっ、とか！」


「いや、そうじゃなくて……」


　何かイケナイ薬くすりをキメているとしか思えないテンションだった、この人をこのまま事務所に連れて行っていいものか、ヒバリは真しん剣けんに悩なやんだ。


　そんな後輩の心しん配ぱいを余よ所そに、ミミコは腕うで時ど計けいを確かく認にんすると、


「あ、もうこんな時間じゃない。急ごう、ヒバリちゃん。――あ、じぃぃんせいわぁ、ワンツーパンチぃぃ～」


　と再びスキップを踏ふんで駆かけ出した。


　先輩の背せ中なかを見送りながら、ヒバリはのろのろと首を振った。


「……怪しい」
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「ヨーレリヨーレリヨーレリヨーレリ、ヨーロ、レェイ、ヒ～」


「……ミミコ。回かい覧らん」


「ん？　ああ、スワン。ありがとー」


　その日も『カンパニー』事務所は、人が少なかった。ミミコたち調停員コンプロマイザーの仕事は外回りが中心で、出勤時間もバラバラなのだ。


　スワン・鍾チエンはミミコの同どう僚りようである。イギリス人と中国人を親に持つ華か僑きようの娘むすめで、大だい富ふ豪ごうのお嬢じよう様さまだった。豊かなソバージュと抜ばつ群ぐんのスタイルを誇ほこる美人だ。


　とはいえ、負けず嫌いな上ジローにベタ惚ぼれなので、ミミコをライバル視ししている。二人の仲なかは険けん悪あくだった。


「……ねえ。朝から気持ち悪いんだけど、あなた」


「な、何よそれ。失しつ礼れいね」


「だって……歌……」


「歌？　誰かＢＧＭでも流してるの？　何も聞こえないけど」


「…………」


　きょろきょろ辺あたりを見回すミミコに、スワンは顔をしかめた。


　仕事はお粗そ末まつだし、勤きん務む態たい度どもあんぽんたんな同僚だ。多少の愚ぐ行こうなら無む視しできる。


　しかし、いがみ合っている自分と二人きりの事務所でご機き嫌げんに歌を口ずさみ――しかもヨーデル。なぜ？　――嫌いやみにも気付かないとなると、これは希け有う過すぎる反はん応のうといえる。


　嫌がらせか？　新あら手ての嫌がらせなのか？　スワンは気になったが、取りあえず黙もく殺さつすることにした。


「どうでもいいけどサボんないでよね。わたくし、金曜まで残ざん業ぎようなんかしたくないの」


「サ、サボってなんかないでしょ。第一あんた、あたしの仕事を残業して手伝ったことなんか一回もないじゃない」


「一人が足を引っ張ると、調停員コンプロマイザー全員が、どこかで取り戻さなきゃいけないでしょ」


「何よー。誰がいつ足を引っ張って――」


　とミミコの声が途と切ぎれた。


　スワンが「何？」と怪け訝げんな目を向けると、


「……いいイヤリングね。それ」


「え。ああ……」


　ミミコ相手に嫌みを言うときの癖くせで、知らずに髪かみをかき上げていたらしい。


　スワンはここぞとばかりに普ふ段だんの調ちよう子しを取り戻し、片かた手ての甲こうを口元に当てて高たか笑わらいした。


「おほほほっ。こんなの、どーってことない安やす物ものじゃない！　まっ、あんたの安やす月げつ給きゆうじゃ、手を出すのは少ぉし無む理り目めな――」


「……うふ」


　それは、背せ筋すじに悪お寒かんが走るぐらい不ぶ気き味みな笑みだった。スワンは思わず口を閉とざした。


「そうねえ。あたしの安月給だけじゃねえ」


「…………」


「スワンさあ。それ、どこで買ったの？」


「……ＳＥＴＶのテレビ・ショッピング」


「あれかあ。よーし……ふ、うふふふふ。あ、ありがとっ、スワン。教えてくれて」


「……いいのよ」


　事もあろうに、この自分に礼を言ってニヤニヤ頰を緩ゆるめるミミコを、スワンは未み開かい人じんの宗しゆう教きよう儀ぎ式しきを見る目で慄りつ然ぜんと眺ながめていた。


　やがてミミコはデスクに向き直って、またヨーデルを口ずさみ始める。スワンは理由のない敗はい北ぼく感かんを抱いだいたが、もう一度話しかけようとは決して思わなかった。


　自分のデスクに戻って仕事を再開する。いまや朗ろう々ろうと響ひびき渡るミミコのヨーデルを耳にしながら、スワンはムスッと口を曲まげた。


「……怪しい」
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「ビィィバァ。ビィバ、サァァンバ～！」


「ミ、ミミコ。人が……人が見てるから」


「え、なんですか、サキ先輩？　仕事も終わったんだし、パーッといきましょうよっ。あ――オォレ！」


　夕ゆう暮ぐれ時の繁はん華か街がい。ミミコは先輩調停員コンプロマイザーと二人で、とある血けつ族ぞくとの交こう渉しようを済ませ、事務所に戻ろうとしていた。


　朱と鷺き籐とうサキは男だん装そうすればさぞ似に合あいそうな凜りんとした美女だった。ふとした仕し草ぐさひとつをとっても、機き敏びんで華はながある。人と吸血鬼ブラツク・ブラツドから生まれたダンピールであるため、身しん体たい能のう力りよくが高いのだ。右目の瞳どう孔こうが縦たてに長く、カナリア色をしているのも、その証あかしのひとつだった。


　ただ、どういうわけか可愛かわいい子供に目がなく、コタロウにぞっこんだったりする。


「……スワンとヒバリから話は聞いてたが……これは相当な重じゆう症しようだな」


「ん？　あの二人が何か言ってました？」


「うん。まあその、歌のこととか、な。踊おどり付きとは聞いてなかったが……」


　何しろ金曜夜の繁華街ど真ん中だ。サキは顔を赤らめながら周しゆう囲いの視し線せんを気にしていた。


　一方ミミコは、相変わらずのゴーイング・マイウェイだ。


「歌ですか？　そういや二人とも歌がどうとか言ってたなあ。あ、じゃあこのあと、カラオケ行きましょうか！　久しぶりにサキさんの美声を聞きたいです！」


「い、いいけど……でもミミコ――」


「へっへー。そういやあの店のストロベリー・ジョッキ・カフェ、いつも値ね段だんが高くて見送ってたんだよなあ……ククク。どんな味がするのかしらん？」


「…………」


　本当に、いったい何があったのだろう。


　素す直なおな分だけおっちょこちょいで、ときに周囲の度ど肝ぎもを抜ぬくギネス級のヘマを、鼻歌混じりにしでかす後輩だ。ちょっとやそっとの勘かん違ちがいなら、苦く笑しよう混じりに見守ってやれる。


　しかしサンバ。そしてウィズ・ダンス。アンド・ターン。正しよう直じき、これ以上見守ってやれる自じ信しんが持てない。


　ヒバリとスワンから「何があったか聞き出してくれ」と頼たのまれたときは、何を大げさに、と思っていたのだが……いまサキは二人の気持ちがよくわかった。


「……なあ、ミミコ」


「はい？　なんですか、サキさん」


「えーと……ジロー殿どのと、何かあった？」


「ジローさんとですか？　さあ？　特に何も。ジローさん、どうかしましたか？」


「ううん。何もないなら、いいんだ」
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　違うか、とサキは胸きよう中ちゆうでチェックリストの一項目にバツ印じるしを付けた。


「あ。そういえばミミコ、最さい近きんちょっと瘦やせたんじゃないか？　この前やってたヒジキダイエット、成功したのかい？」


「あー。あれ、どうなんでしょうねえ？　体たい調ちようはまあまあだけど、数字的には……ま、お通じ良くなったから、いいんですけどね」


「そ、そう」


　これも違う、とサキは次のバツ印を付ける。


「仕事も最近は調子がいいみたいだな」


「いやあ。そんなことないですよ？」


「なら、美お味いしい店を見つけたとか？」


「んー……この前食べたタコ焼きの屋や台たいは、まあまあでしたけど」


「じゃあじゃあ……コタロウは最近どうだ？　家か事じの手て伝つだいとかしてる？」


「全然しません！　ほんと、サキさんも言ってやって下さいよ」


　スラスラ答える後輩に、ううむ、とサキは腕を組んで頭を捻ひねった。


　いったい何が原因なのだろう。何しろ、この底そこ抜ぬけな笑え顔がおだ。生なま半はん可かなことでは、こうまでイケイケゴーゴーにはならない。


「……ミミコ、財さい布ふでも拾った？」


「あっはっはっ！　何をちっちゃいことを言ってんですか、サキさん！」


　ミミコは今度も否ひ定ていした。だが、笑い声のボルテージが他ほかのときより跳はね上あがっていた。


　何かがミミコにヒットしたのだ。しかし、ちっちゃい？　つまり財布を拾うなど些さ細さいなことだと？　道みち端ばたの百円玉に目の色を変える常つねのミミコからは信じられない発はつ言げんだ。


「……あ」


　と必ひつ死しに頭を巡めぐらせていたサキが、突然足を止めた。繁華街の一角に小さな店が出ている。そう言えば、先月ミミコと二人でここを通ったとき――


「……ミミコ。この前買ってた宝くじはどうだった？」


　何なに気げなく聞いてみた。


　スキップしていたミミコが、右足を左足にぶつけて路ろ上じように転てん倒とうした。


「わっ。ミミコっ。け、怪け我がは……」


　驚おどろくサキの前で、ミミコはしばらくうつぶせのまま身動きしなかった。が、突とつ如じよ顔を上げると、


「サキさん！　あたし予よ約やくしてきますっ。先に行って店をっ。カラオケのっ」


「え？　そんな急がなくても……」


「いいえっ。ほらっ。今日金曜だしっ。混こむしっ。大変だしっ。駄だ目めだしっ」


「そ、そうか？　なら、お願いしようかな」


　無む理り矢や理り押おし切きられる形でサキが頷うなずくと、ミミコは「任まかせて下さいっ」と跳ね起きた。


「では行って参まいります！」


「……うん。気を付けてな？」


「もう大丈夫ですっ。それと……ごめんなさい、サキさんっ。いつか必ず――クッ。いいえっ。なんでもないですぅぅぅ！」


　とミミコは独ひとり絶ぜつ叫きようしながら、全力で走り去った。


　残されたサキは啞あ然ぜんと後輩を見送ってから、


「……謎なぞは解けたか。しかし……」


　これは二人とも騒さわぎそうだな、とサキはつい苦く笑しようした。
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「さあ先輩！　歌っ。次の歌入りました！」


「あ、ありがとう、ヒバリちゃん。でも、さっきから、あたしばっかり歌ってない？」


「いーんですよ、そんなのっ。気にしないで下さい。それより歌！　イントロ始まりましたから。――あ、すみませーんっ。ストロベリー・ジョッキ・カフェ、まだですかー？」


　ミミコにマイクを渡わたしたヒバリが、今度は壁かべの受じゆ話わ器きを取り上げて品しな物ものの催さい促そくをする。


　仕事帰りにカラオケに誘さそわれてからというもの、なぜかヒバリは、ミミコに負けず劣おとらずハイテンションだった。しかも、やたらと彼女をヨイショする。ミミコは、まるで接せつ待たいを受けているような気分だった。


　一方、スワンはずっとへそを曲まげていた。ときおり「ふん、どうせ――」とか、「ああ、納なつ得とくいかないっ」とか、ぶつぶつ文もん句くをつぶやいている。そして、そんな後輩たちの態度に、サキはずっと困こまったような苦笑を浮かべていた。


「スワン先輩は何歌います？　あ、ほら。洋よう楽がくのこれなんかどうです？　チャリティーコンサートでよく歌うたわれる――あ、サキ先輩も、アニソンいっぱい入ってますよっ？　仲間とか友情の大切さを歌った名めい曲きよくが！」


「ヒバリちゃん。あたしちょっとトイレ行ってくるね」


「了りよう解かいしましたっ。どうぞごゆっくり！」


　ミミコはニコニコ笑ったままカラオケボックスを出て行った。ふう、と奇くしくも残った三人のため息が重なった。


　サキは困こん惑わくした面おも持もちで、


「……なあ、ヒバリ。さっきからどうしたんだ？　ずいぶん張はり切きって」


「サキ先輩こそ、もっと盛もり上あげて下さい！　だって宝くじですよ？　当たったんですよ？　どうして普段通りでいられるでしょう？　いいえ、いられるはずがありませんっ」


　と、ヒバリは反はん語ご法ほうを駆く使しして断だん言げんした。日ひ頃ごろおっとり気ぎ味みの瞳がメラメラ燃もえている。


　スワンがもう一度ため息をつき、


「でも、ヒバリちゃん。所しよ詮せん、当たったのは、ミミコの馬ば鹿かじゃ――」


「そこデスヨ！」


　ダンッとヒバリは両手の拳こぶしをテーブルに叩たたき付つけた。二人の先輩はビクリと身を竦すくめた。


「よいですか、皆みなさん。わたしは幼よう少しようの頃ころより、『幸福は分わかち合あうものだ』と、教きよう育いくされて育そだってきました」


　そう、ヒバリは厳おごそかに告つげた。どろどろのマグマのような視し線せんが、サキとスワンを睥へい睨げいしている。


「ヒバリ。まさかミミコにたかる気――」


「サキセンパイッ！　日本語は正しく且かつ慎しん重ちように用もちいて下サイ！」


「ご、ごめん。悪かった。私が間ま違ちがってた」


　後輩の迫はく力りよくに青ざめながら、ダンピールは謝しや罪ざいした。スワンもタジタジになっていたが、


「悪いけど、ヒバリちゃん。だからってミミコのご機嫌とるのはゴメンよ？　ヒバリちゃんはともかく、あの偏へん屈くつ女おんながわたくしに何か奢おごるなんてこと、万に一つも――」


「ミミコ先輩は――」


「え？」


「ジローさんともお祝いわいするんでしょうね」


　突とつ然ぜんトーンを落としたヒバリは、思わせぶりにささやいた。そして、ぴくりとスワンの眉が動くのを確かく認にんして、薄うす笑わらいを浮かべた。


「コタロウ君と三人――いいえ、コタロウ君が寝ねたあとで、二人きりの祝しゆく杯はいなんかも――どうです、先輩？　どうせなら、みんなでお祝いした方がよい気がしてきませんか？」


「…………」


「サキ先輩も」


「わ、私？」


「ミミコ先輩は、たぶんコタロウ君にも色々買ってあげると思いませんか？　洋よう服ふくは――そろそろ秋物の季き節せつかなあ」


「よ、洋服……」


「どんな店でどんな服を買うのかなー？　あれも着てみたり、あんなもの試ためしてみたり……どうせならショッピングに付つき添そって、買い物気分も分かち合いたくありません？」


「…………」


　見み習ならい調停員コンプロマイザーの話わ術じゆつに、プロの二人は思わず黙だまり込んだ。その反応を見定めた上で、ヒバリは悠ゆう々ゆうとグラスの水に口を付けた。


　そして、五分後。


「お待たせ～。って、あれ？　誰も歌ってないの？」


　トイレから戻ってきたミミコは、きょとんとして尋たずねた。


　すると、サキが素す早ばやく立ち上がり、


「ミミコが来るのを待ってたんだ。だって、ひとり仲間外れにはできないだろ？」


　と肩に手を置きながら優やさしく言った。


「仲間外れなんて――サキさん、大げさな」


「……ミミコ。ほら。新しい飲み物注文しておいたわよ」


「なっ。なに、スワン？　あなたまで」


「先せん週しゆうだったか、ミミコのスナック菓が子しを少すこし頂いただいたでしょ？　これはささやかなお礼。持ちつ持たれつって大だい事じじゃなくて？」


　そう言って、スワンはオホホホと笑う。


　最後に、ヒバリが立ち上がった。


「さ。先輩、マイクをどうぞ。景けい気きが良いのを入れましたから、みんなで合がつ唱しようしましよう」


「が、合唱？」


「はい。心をひとつにするのです」


　一分の隙すきもない笑みを浮かべて、ヒバリはきっぱりと言った。


「わたしたちはいつも一心同体。みんなでシアワセになりましょうね。ねっ、先輩？」
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　悲ひ劇げきが訪おとずれたのは二に軒けん目めのバーを出た直ちよく後ごだった。


「うーん。あたしもう駄だ目め。もう飲めな～い」


　と顔中バラ色に染そめたミミコは、べろべろに酔よっぱらってスワンにもたれかかっていた。


「楽しかったですねえ、ミミコ先輩？」


「うん。サイコー」


「でしょ？　やっぱり、友情って美うつくしいと思いません？」


「思う思う～」


　ミミコの耳みみ元もとに口を寄せ、ヒバリは執しつ拗ようにささやき続けた。カラオケ以い降こうずっとである。もはや洗せん脳のうに近い。


　支し払はらいを済すませたサキが外に出ると、ミミコが振り返った。


「あ、サキさん。お代だいは？」


「ああ。あとでいいよ。気にするな」


「え？　でも、さっきの店も……」


　とアルコールに曇くもっていたミミコの目に正しよう気きが戻る。だが、


「まあまあまあっ。サキ先輩もああ言ってますし、いーじゃないですか細こまかいことは！」


「そ、そう？　なんか悪いな～」


　ヒバリが澄すまし顔で口を挟はさむと、たちまちミミコはエヘエヘ笑う酔っぱらいに戻もどった。


「じゃあ先輩。次の店、行きましょうか？」


「あれ？　まだ飲むの？」


「明日は休みなんですよ？　もっと、もおっと、親しん睦ぼくを深ふかめましょうよ。ね、ね？」


「ふ、ふーん……じゃあまあ、あと一軒ぐらい……」


「そうしましょうそうしましょう！　あー――ところで先輩？　実はその先に、ちょっといい感じのアクセサリー・ショップがあるんですけど……」
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　まさに赤子の手を捻ひねるようだった。サキとスワンのヒバリを見る目つきは、感かん心しんを通り越こして、畏い怖ふの念すら混じり始めていた。


　が――


「ほら、ミミコ。しっかり歩いて」


「あ、ありがと、スワン……」


　とミミコがひとりで歩き出したときだ。


　突然その足が止まったかと思うと、見る見るうちに顔色が赤から白へ、そして青へと変へん化かした。


　驚く同どう僚りようたちの前で、ミミコの両手が身体からだ中じゆうをまさぐる。ポケットというポケットに片かた端はしから手を入れ、


「ない……ない……！」


　と繰くり返かえした。


　やがて、ヒバリが、ハッと気付いた。


「……ミミコ先輩？　まさか、なくしたんですか？」


　すると、今度はミミコが我われに返った。


　白々しい作り笑いを浮かべて、


「なくしたって……何を？」


「宝くじに決まってるでしょうが！」


　先輩の笑顔を一いつ蹴しゆうし、ヒバリはミミコの胸むなぐらをつかんだ。


「噓うそですよねっ？　冗じよう談だんなんですよねっ？」


「ヒ、ヒバリちゃんっ。どうして宝くじのこと……!?」


「わたしが聞いてるんですぅぅ！　アクセサリー・ショップは、ちょっとしたジョークですからっ。やりすぎたのは、謝りますからっ。お願いですから噓だと言って下さい！」


「いや、でも、ほんとに、ない……」


　ミミコがつぶやくと、ガス欠のようにヒバリの動きが止まった。スワンとサキも呆ぼう然ぜんとしてミミコを見ている。


　ミミコの両目にじわりと涙なみだが浮かんだ。


「どうして？　ちゃんと……ちゃんと持ってたのに……」


　そのまま、ヨヨヨと泣き崩くずれる。


　しかし、周囲に沈ちん痛つうな沈ちん黙もくが立ち込める中、ヒバリは決けつ然ぜんと顔を上げた。


「……捜さがしましょう」


「さ、捜すってどこを？」


「全部ですっ。今日一日で移い動どうした場所は全部っ。――さあ、立って下さい、ミミコ先輩。なんとしても捜し出しますよ。大だい丈じよう夫ぶ。わたしたち手伝いますからっ」


「ヒバリちゃん……」


　心こころ強づよい慰なぐさめに、ミミコの涙るい腺せんがさらに弛ゆるむ。


　ところが、後輩は極きわめてクールだった。


「まずは服を脱ぬいで下さい」


「……へ？」


「服の中で引っかかってるだけかもしれません。よくあることです」


「そ、そうよね。じゃあどこか……」


　ミミコは着き替がえる場所を探そうとしたが、その前にヒバリが彼女の上うわ着ぎをはぎ取った。


　無む言ごんのまま裏うら表おもてにひっくり返し、ポケットを全部逆さかさまにしてから、


「……ない」


　と上着を道に捨すてる。


　次にタイを解とき、ワイシャツのボタンを外はずし始めた。呆あつ気けにとられていたミミコは、三つ目のボタンでようやく慌あわて出した。


「ちょ……ヒ、ヒバリちゃん!?」


「腕うで上げて下さい」


「な、何言ってんのっ。こんな路ろ上じようでっ」


「非ひ常じよう事じ態たいですっ。わかって下さい！」


「わかるわけ――だああ、シャツの裾すそを引っ張らないで――」


　ミミコが必死で抵てい抗こうすると、ヒバリは業ごうを煮にやした。


「甘えないで下さい！」


「イタ！　ヒ、ヒバリちゃんが撲ぶった!?」


　ミミコが泣きながら頰ほおを押さえる。ヒバリは絶ぜつ句くするスワンに向かって、


「スワン先輩っ。腕を押さえて下さい！」


「ま、待って、ヒバリちゃん？　少し冷れい静せいに……」


「そうよっ。何考えてるの、あなた！」


「だから甘えんな！」


「イタ！　に、二度も撲った!?」


「裸はだかのひとつやふたつなんですか!?　宝くじですよ？　みんなのためでしょ？」


　ヒバリの目は尋じん常じようではなかった。そのときようやく、ミミコははたと気が付いた。


「あ、あなた……まさか酔って？」


「あ！　そういえば、この子、さっきの店でカクテル飲んでた」


　ミミコの言葉に、スワンが相あいづちを打つ。


　特区は本ほん土どと違ちがい、十六歳から飲いん酒しゆが認みとめられている。だがヒバリは十五歳。酒は飲んだことがない。


「ひえぇ！　ヒバリちゃん、目を覚さまして！」


「目を覚ますのは先輩の方ですぅっ。お目め々めぱっちり開けて、血ち眼まなこで捜すんですよぉっ」


「ス、スワンっ。ヘルプ！　ヘルプミー！」


「ヘルプったって……ど、どうしろってのよっ！」


　スワンが狼狽うろたえる前で、ヒバリがついにミミコのワイシャツをはぎ取った。跳はね飛とぶボタンと剝むき出しのブラジャー。そしてヒバリは、シャツにも宝くじがないと知ると、今度は躊ちゆう躇ちよなくスカートに手をかけた。


　一方、その頃――


「あ。サキちゃんだ！」


「コ、コタロウ!?　それにジロー殿どのも？」


　仁じん義ぎなき後輩たちの姿に、バーの店先で立ち竦すくんでいたサキは、突然声をかけられて目を丸くしていた。


　声をかけたのはコタロウで、その後ろにはジローも付いてきていた。


「これはサキさん。今こん晩ばんは」


「ジロー殿。どうしてここに？」


「兄あに者じやと外でご飯食べてたんだよ」


　兄に代かわってコタロウが元気よく答えた。たまの外食で、ずいぶん機嫌がいいようだ。


「サキちゃんもご飯？　ひょっとして、ミミちゃんも一いつ緒しよ？」


「ま、まあ……」


　答えてサキが後輩たちの方に視線を向ける。しかし、すでにその周囲は人だかりができており、彼女たちの姿すがたは見えなくなっていた。


「実はさあ。こんなのがミミちゃんの部屋の前に落ちてたんだけど」


「こ、これは！」


　コタロウが手にしていたのは、紛まぎれもない宝くじだった。ご丁てい寧ねいに「葛かつら城ぎミミコ」とマジックで署しよ名めいした上、住所と電話番号まで書いてある。


「宝くじらしいですが、わざわざ署名してあるのを見ると、たぶん当たったのでしょう」


「へへ。実はそれで兄者とお祝いわいのご飯食べてたんだ。ミミちゃんも待ってたんだけど、いつまで経たっても帰ってこないから」


「どうやら、皆さんとお祝いしていたようですね。さすがミミコさん。義ぎ理り堅がたいことだ」


　兄弟はにこやかに笑った。サキはなんと言うべきかわからず、頰を引きつらせた。


　すると、うら若き乙おと女めの悲鳴が聞こえて、三人が同時に振り向いた。


　その視線の先では、夜空をふわふわと紺こん色いろのスカートが泳いでいたのだった。
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「……本当に悪いことをしました。いくら途と中ちゆうから酔ってたとはいえ……」


「そんな気にすることはありませんよ、ヒバリさん。結局見つかったのだし、ミミコさんも黙だまっていたことを反省していましたから」


　翌日土曜の午後三時。ミミコたちが暮くらす古ビルには、ジローとコタロウの他ほかに、ヒバリとサキ、スワンの姿があった。宝くじのことを知られたミミコが、気持ちを入いれ替かえてみんなを招しよう待たいしたのだ。


　そのミミコはいま、銀行へ宝くじの換かん金きんに行っている。他の面めん々めんは彼女を待っているのだが、段だんボールに囲まれた兄弟の部屋は、持ち込まれた祝いのビール、ワイン、シャンパン、それに特とく上じよう鮨ずしで溢あふれんばかりだった。


「でもジロー様。ほんとに大丈夫でしょうか？」




[image: ]


　とスワンは余よ所そ行ゆきの態たい度どと言こと葉ば遣づかいで、さり気なくジローの手を握にぎった。


「あの子のことですもの……実は番ばん号ごう違ちがいだったとか、去年の宝くじだったとか……そういう落ちが待ってそうな気がしますわ」


「平気ですよ。今け朝さはミミコさん、パソコンや新聞で何度も確かく認にんし直してましたから」


「ミミちゃん早く帰って来ないかな？　ぼくお鮨って、回ってるのしか食べたことないんだ。サキちゃんは何が好き？」


「私はなんでも……あ、コタロウが欲しければ私の分もあげるぞ。ただ、その……できれば直ちよく接せつ食べさせて……ほら、あーんとか」


「いいよ？」


「そ、そうか！　いやあ、ほんとに早く帰って来ないかな、ミミコは！」


　なんとなくみんな浮うき浮うきしていた。あとは主しゆ賓ひんの帰き宅たくを待つばかり、といった雰ふん囲い気きである。


　そこへ、ついにミミコが帰ってきた。


「みんなっ。お待たせ！」


「お帰りなさい。ミミコさん」


「どうだったミミちゃんっ。ちゃんとお金もらえた？」


　コタロウが尋たずねると、一同はゴクリと生つばを飲んで、ミミコに視線を集中させた。


「……ふふふ」


　とミミコが嬉うれしそうに笑う。


　そして、誇ほこらしげにバッグに手を入れ、中からお札さつを取り出した。


　その数――五枚。


「じゃーん！　見て見てっ、五万えーん！」


　はち切れそうな笑顔でミミコが言う。


　歓かん声せいを上げたのはコタロウだけだった。


「うわー。すごいや、ミミちゃん！」


「でっしょー？　へっへー」


　喜びを分かち合う二人に、現実を上う手まく把は握あくできないヒバリが声をかける。


「……先輩？　あの……それ……」


「あたし、宝くじで三千円以上当たったの初めてなのっ。もー、嬉しくて嬉しくて」


　愕がく然ぜんとする後輩に向かって、完かん全ぜん無む欠けつにマジ泣きのミミコが、声をうわずらせた。


「みんなもありがとう。こんなお祝いまでしてもらって……って、え、何これ？　ウニ？　トロも……ずいぶん大きいね？」


「特上鮨なんだっ。スゴイでしょう？」


「特上!?　特上……なんだ？　へー。……えっと――いち、にい、さん……」


　ミミコの笑顔が尻しりすぼみになり、数を数えるたびに手元の五万円に視線が落ちる。


　サキが堪たまらずに、席を立った。


「ミミコっ。これはあくまで、私たちからのお祝いだからっ」


「そ、そうですわ、ミミコさん。お値ね段だんのことなんか気にしなくていいですからっ」


「せ、先輩！　もう食べましょうよ。乾杯っ。何はともあれ、まずは乾杯を！」


　サキのあとに続いて、スワンとヒバリも立ち上がり、猛もう然ぜんとビールを開け始めた。どの顔も、居いたたまれなさと罪ざい悪あく感かんに満ちている。


　ジローはしばらく豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くった鳩はとのような顔をしていたが、やがて顔を伏ふせ、肩を震ふるわせながら、忍しのび笑いを始めた。


　奢おごりと聞いて再ふたたび笑顔に戻ったミミコが、


「どうしたの、ジローさん？」


「……いえいえ。ミミコさんは仲間に恵めぐまれているな、と」


　まだ笑いが止まらないジローに、ミミコは小首を傾かしげた。しかし、ヒバリにグラスを渡わたされると、この世の春だとばかりに破は顔がんした。


「ありがと、ヒバリちゃんっ」


「いえ、そんな……でも、そうなんだ。先輩、本当に嬉しいんだ……」


　ヒバリがホロリと涙をこぼす。もちろんミミコは気付かない。


「じゃあ、みんな。今日はありがとう！　宝くじサイコー！　かんぱーい！」


　その日、ミミコの古ビルからは、一日中彼女の笑い声が絶たえなかった。




インターミッション２







「当あたりますように、当たりますように、当たりますように！」


「あはは。先せん輩ぱい、大げさだなあ」


「何言ってるの、ヒバリちゃん。こういうのは、『一念』が大事なのよ。この前のくじだって、それで当てたんだから」


　仕事を抜ぬけ出した昼休み。ミミコとヒバリは街角の宝たからくじ売り場に陣じん取どっていた。なけなしの小こ遣づかいをはたき、再びくじに夢ゆめを託たくしているのである。


　ミミコは通し番号ではなくバラ売りで買い、「末広がりの『８』！」だの、


「ラッキーセブンの『７』！」だのと、購こう入にゆうするくじのナンバーを厳げん選せんしている。売り子の老ろう婆ばは、五分ほど前からうとうと居い眠ねむりを始めていた。


「今度は奮ふん発ぱつして三十枚買うわ。確かく率りつで言えば、十五万円もの大金が手に入るはず！」


「色んなものを気持ちよく無む視しした確率ですね」


「お、先頭と末まつ尾びが『４』と『５』で『９カブ』だ。なんか当たりそうな予感がする。あ、こっちは『21ブラツク・ジヤツク』か。いいわね。確かく保ほ、確保、と……」


「当たるといいですねえ」


　鼻息の荒あらい先輩を、ヒバリは温あたたかく眺ながめている。まるで、幼おさない姪めいっ子こを見守る親しん戚せきのお姉さんのような眼まな差ざしだ。


「よし。これで三十枚。ヒバリちゃんは？　買わないの？」


「わたしですか？　うーん。どうしようかな」


「買ってみればいじゃない。当たらなくても、当選発表まで、わくわくしながら楽しめるわよ。そうだ。今度一いつ緒しよに、『三さん億おく円えん当たったら何に使うか』の計画書を作ろうよ。あたし、最近の休みは、それで過すごしてるの」


「わー……不毛な……」


「え？」


「あ、いえいえっ。じゃあ、わたしも買ってみます。一枚だけ」


「一枚？　欲よくがないわね。まあでも、あたしが当たったら、何か奢おごるから」


「はい。期待してます」


　三十枚のくじを扇おうぎ状じようにしてにやけるミミコと、一枚のくじを手にほほえむヒバリ。二人は三億円計画を話しながら、仲良く事じ務む所しよへと帰っていった。









　　第三話　力と誇り










　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの血けつ統とうは、大きく三つに大たい別べつされる。


　ひとつは、大たい陸りく系けい吸血鬼の血統。


　ひとつは、欧おう州しゆう系吸血鬼の血統。


　そして、そのどちらにも属ぞくさぬ血統。


　吸血鬼の大都市たる特とつ区くには、これら三つの血統に属する血けつ族ぞくが揃そろっていた。彼らは『カンパニー』との間に協きよう定ていを結ぶことで、人との衝しよ突うとつを避さけながら夜の闇やみに生きている。


　このうち、欧州系吸血鬼の盟めい主しゆと見なされているのが、特区経けい済ざい界かいの重じゆう鎮ちんたる『マリーン・バンク』支し配はい人にんにして、『魔女モーガン』の血統に連つらなるウォーロック家の極きよく東とう代だい表ひよう者しやだった。


　名をケイン・ウォーロックという。
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「この無む駄だ飯めし食ぐらいめ』


　それが、捜そう査さ状じよう況きように進しん展てんなし、と聞いたあとの第一声だった。


「……あいにく私は、単たんなる護衛クローザーですので」


「なるほどな。チャンバラしか能のうのない者に何かを期き待たいした、俺おれの計けい算さん違ちがいか」


「ご謙けん遜そんを。支配人におかれましては、算数が大たい変へんお上じよう手ずと聞きましたよ？　九く九くとか」


「羨うらやましがることはない。どうせお前の小こ遣づかいに乗じよう算ざんは必要ないんだからな。引き算さえできれば」


　二人は同時に微笑ほほえんだ。が、頰ほおとこめかみは、激はげしく引きつっている。


「そういえば趣しゆ味みは金かね勘かん定じようでしたっけ？　お札さつをめくればそれで幸せとは、さすが高こう尚しようでいらっしゃる。守しゆ銭せん奴どの鑑かがみです」


「いやいや、所しよ詮せん金で幸福は買えんよ。だから気にせず、悪あく条じよう件けん、低てい賃ちん金ぎんで、夜から朝まで馬ば車しや馬うまのように働はたらけ」


「……デスクワークが長いからでしょうか。支配人。あなたは最さい近きん、太ったようだ」


「……それはいかん。美び食しよくが過すぎたかな？　何しろ食生活が違うからな、お前とは」


　互たがいに口を開くたびに、周しゆう囲いの空気がピリピリささくれ立っていく。これで、どちらも齢よわい百を超こえる大物だというのだから、吸血鬼という輩やからは救すくいがたい。


「仲なかがいいねえ」


　と見けん当とう外はずれに和なごむ少年を無む視しし、葛かつら城ぎミミコは、


「まあまあまあまあっ」


　と両者の間に割わって入はいった。


　特区最さい大おお手ての銀ぎん行こう『マリーン・バンク』。その支配人室である。


　嫌いやみを言い合う二人のうち、片かた方ほうはミミコの護衛クローザー、望もち月づきジローだった。黒くろ髪かみ黒くろ目め。長身に赤いスーツを着た青年だ。隣となりにいるのは、弟のコタロウ。巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアバウワウ卿きようを背せ負おって、いつも通りお気き楽らくそうに笑っている。


　一方、デスクに座すわっているのは、堂どう々どうたる巨きよ軀くを三つ揃いの高級スーツに包つつんだ英国人だ。


　撫なでつけられた灰はい色いろの髪と、鷹たかのような灰色の瞳ひとみ。彫ほりの深い顔は厳いかめしく引ひき締しめられ、銀行家というよりは戦せん艦かんの艦長を連れん想そうさせる。それもそのはずで、『マリーン・バンク』支配人という肩かた書がきは、彼の表の顔――そして隠かくれ蓑みのに過ぎなかった。


　特区トップクラスの実力を誇ほこる古血オールド・ブラツド。


　彼がケイン・ウォーロックだ。


「とにかくですね、ケインさん。先ほど報ほう告こくしたとおり、今回の事件は『カンパニー』上層部も深しん刻こくに捉とらえています。現在も、調ちよう停てい部ぶ、情じよう報ほう部ぶ共に総そう力りよくを挙あげて調ちよう査さ中ちゆうでして――」


「――にもかかわらず、犯はん人にんの特とく定ていには至いたっていないのだな？」


「そ、それは……はい」


「ふん。となると、逆ぎやく説せつ的てきに犯人候こう補ほは絞しぼられるな。やはり『夜会カヴン』か」


「はあ……おそらく」


　口にしづらいことをズバリと言われ、ミミコはいよいよ縮ちぢこまった。


　ここ数日、『マリーン・バンク』のキャッシュ・ディスペンサーが連続して襲しゆう撃げきを受けている。監かん視しカメラに残っていたのは、素す手でで鉄てつ板ぱんを引ひき裂さいて中の現金を強ごう奪だつする、三つの人ひと影かげだった。


　吸血鬼による犯行なのである。


「防ぼう犯はん体たい制せいがなっていないのではありませんか？」


　と、またしてもジローが嫌みな口を叩たたいた。


「仮かりにも特区で龍りゆう殿どのに次ぐ地じ盤ばんを預あずかっているのですからね。少しは自じ覚かくして欲ほしいものです」


「特区に『マリーン・バンクうち』のＣＤやＡＴＭが幾いくつあると思っている？　そのすべてに対吸血鬼レベルの防犯体制を敷しくなど絵え空そら事ごとだ」


　ジローの言いがかりを、ケインはしかめ面つらで一いつ蹴しゆうする。それから、急に思い当たって、「ははん」と鼻を鳴らした。


「さてはお前、この前株かぶで失しつ敗ぱいしたのを、まだ根に持っているな？」


「なっ!?　みょ、妙みような言いがかりを付けるのは止よして下さいっ。そもそも私はザイテクなどに興きよう味みはなかったのです。ただ、あなたが絶ぜつ対たい損そんはさせないと言うから――」


「俺が言ったときに売っていれば、その通りになったのだ。欲をかいて売り時を逃のがすから、大おお損ぞんする羽は目めになる。お、思い出したぞ。確たしか一九二九年のある木曜日にも似にたようなことがあったな。あのとき貸かした金は、利り息そくだけでも……」


「世せか界い恐きよう慌こうのときではありませんか！」


「甘あまいな、ジロー。吸血鬼間の金貸しは、無む期き限げん無む制せい限げんで永えい久きゆう的てきに有ゆう効こうなのだ。なにせ、誠せい意いさえあれば、何百年かかろうと返せるわけだからな。ふはは」


「鬼おにですか!?」


「兄あに者じや、兄者。カブってなーに？」


「ええいっ。子供は知らなくてよろしい！」


　弟の素そ朴ぼくな質問を、兄は大人おとな気げなく封ふう殺さつする。隣ではミミコが、「この男、いつの間に」と白い視線を向けていた。


「とにかくだ。実のところ、盗ぬすまれた金など些さ細さいな損そん失しつに過ぎん。問題は、奴やつらが街中で堂々と力を振るっている点にある」


　とケインは苦にがい顔をした。


　ミミコたち『カンパニー』が懸け念ねんしているのも、まさにその点だ。


　吸血鬼によるトラブルというと、その多くは縄なわ張ばり争あらそいや、吸きゆう血けつ行こう為いを巡めぐる騒そう動どうになる。だが、一いつ般ぱん的てきな犯はん罪ざいも、少なからず発生しているのである。


　そして、吸血鬼による犯罪は、極きわめて厄やつ介かいだった。何しろ、犯人たちは人間とは比ひ較かくにならない身しん体たい能のう力りよくを持っており、血統によっては超常的な魔ま術じゆつをも操あやつる。どのような犯罪であれ、成せい功こう率りつは人より格かく段だんに高いのである。


　また、警察が捜そう査さに乗り出せば、それだけ「吸血鬼」の正しよう体たいがばれる可か能のう性せいも跳はね上あがる。深しん刻こくな事じ態たいだ。


「小こ癪しやくなことに、今回の連れん中ちゆうはあえて防犯カメラに姿すがたを残している。たとえ被ひ害がいが出ても、我われ々われが事件を隠いん蔽ぺいするしかないと見み透すかした上での犯はん行こうだ」


「舐なめられてますねえ……」


「連中が恥はじ知しらずなのだっ」


　ケインは不ふ機き嫌げんそうに吐はき捨すてた。


　先ほどケインが予よ想そうしたとおり、今回の事じ件けんを起こしているのは、まず間ま違ちがいなく『夜会カヴン』に属する吸血鬼たちだ。


　彼らは特区に存そん在ざいする反はん『カンパニー』勢せい力りよくで、『吸血鬼は人間より高こう等とうな存在である」という思想を掲かかげている集しゆう団だんだった。人を家か畜ちく同どう然ぜんに見なしており、『カンパニー』の協きよう定ていを頭から無む視ししている。


　彼らが表ひよう面めん上じよう大人おとなしくしているのは、『カンパニー』に協力する強者――つまり、ここにいるケインや『東の龍王』セイが、にらみを利きかせているためだ。ただ、正面から敵てき対たいすると勝てないとわかっている分ぶん、今回のような犯行に走る者が出てくるのである。


「これは金の問題ではない。ウォーロック家の威い信しんに関かかわる問題だ」


「つまり、比ひ較かく的てきどうでも良いと？」


「愚おろか者ものっ。血けつ族ぞくの誇ほこりが金で買えるか！」


「まあまあまあまあっ」


　と再びミミコが割わって入はいった。


「それに、このまま放ほう置ちすれば、すぐに真ま似ねをする吸血鬼が出てくるでしょう。特区には食くい詰つめた吸血鬼が山ほどいますから」


　今回の犯人たちは『マリーン・バンク』が事件を表おもて沙ざ汰たにできないと知った上で行動しているわけだが、単に金きん銭せん目もく的てきで犯行に走る模も倣ほう犯はんがいれば、あっさり秘ひ密みつがバレることもあり得うる。そうでなくとも、吸血鬼の犯罪者が社会に与あたえる悪あく影えい響きようは大きい。


　ミミコの意見に頷うなずくと、ケインはジローをギロリとにらんだ。


「だから、こんなところで油あぶらを売る暇ひまがあれば、一いつ刻こくも早く、この不ふ埒らち者ものどもの息の根を止めて来い。この役立たずめ」


「お言葉ですが、私の雇やとい主ぬしはミミコさんであり、ミミコさんの勤つとめ先は『カンパニー』です。あなたから直ちよく接せつ命令を受けるいわれはありませんよ」


　ジローが腹はら立だたしげに反はん論ろんすると、ケインは平へい然ぜんと胸むねを反そらした。


「俺は『カンパニー』のスポンサーだ」


「……スポンサーは神だとでも？」


「いかにも」


「…………」


　誇りを買うことはできずとも、金の力は不ふ変へんらしい。ジローが横目で雇い主に問とうと、ミミコもまた厳げん粛しゆくな面おも持もちで首しゆ肯こうした。


「神です」


「…………」


　嫌な世の中だな、とジローは思った。何を勘かん違ちがいしたのか、コタロウが両手を合わせてケインを拝おがんでいる。ある意味、社会の縮しゆく図ずがそこにあった。


　と、そのときドアがノックされ、青い顔をした秘ひ書しよが、部屋に飛び込んできた。


「ケイン様。また奴やつらが現あらわれましたっ」


「またか？　くそっ。調子に乗りおって……！」


　ケインは牙きばをむき出しにして、ぎりぎりと歯は軋ぎしりした。そして、浮うき足あし立だつ調停員コンプロマイザーと、やる気のない護衛クローザーをにらみつけ、


「さっさと現場に向かえ！　これ以上しくじるようなら、俺の名においてボーナスカットだからな！」


　特区の三分の一を牛ぎゆう耳じる吸血鬼ブラツク・ブラツドの大だい喝かつに、三人はただちに従したがったのだった。





　三人を見送ったケインが溜ためていた息を吐き出すと、秘書のアルバートは堪こらえきれぬように苦く笑しようをもらした。


　ジローと同年代とおぼしき若わかい男だ。が、彼はもう古血オールド・ブラツドと呼ばれてもいいほど長い時間を生きてきた吸血鬼である。ケインがイギリスの本ほん家けから引き抜いてきた、有ゆう能のうな人じん材ざいだった。


「……実はまだ実じつ感かんできません」


「ん？　何がだ？」


「さっきの護衛クローザーです。彼が、かの悪名高き『銀ぎん刀とう』だとは」


　秘書の言葉に、ケインは黙って目を向けた。


　アルバートは実力のある男だが、ケインに呼ばれるまで、ロンドンの限かぎられた闇やみ社しや会かいから出たことがなかった。『銀刀』の噂うわさは聞いていても、本人と面めん識しきをもったのは、ごく最さい近きんなのである。


「ケイン様は香ホン港コン聖せい戦せんの英えい雄ゆうでいらっしゃいます。重ねた歳さい月げつも彼を遥はるかに上回る。なのに、巷ちまたに知られるのは、格かく下したである『銀刀』の名ばかり。本国ですらそうでした」


「おいおい。言っておくが、俺は奴やつの虚きよ名めいを妬ねたんで、小言を垂たれてるわけではないぞ？」


　ケインが冗じよう談だんめかすと、アルバートは慌あわてて「もちろんです」と恐きよう縮しゆくした。


「ただ……向こうにいる間は、いったいどんな男なのかと思っていたので」


「実じつ際さいに会って、拍ひよう子し抜ぬけしたか？」


「……いささか」


　アルバートが正直に答えると、今度はケインが苦笑をもらした。


　本人と顔を合わせているとつい忘れがちになるが、吸血鬼の世界におけるジローの評ひよう判ばんは、非常に高く、且かつ剣けん呑のんなものだ。


　十年前に吸血鬼の存そん在ざいが公おおやけにされた『九クー龍ロンショック』。それに続く香港聖戦は、人と吸血鬼が敵対し、そして手を結んだ、歴史上初の戦争だった。ジローとケインは、その戦争を共に戦った戦せん友ゆうである。特にジローは、名だたる古血オールド・ブラツドを次々に斬きり捨すてて、武ぶ名めいを天下に轟とどろかせることになった。


　自みずからにとっても猛もう毒どくとなる銀の刀を振るう吸血鬼『銀刀』。その異い名みようは、情なさけ容よう赦しやのない剣けん鬼き、血に飢うえた英雄として知られているのだ。


「まあ実じつ態たいはあんなものさ。聖戦のメッキを剝はげば、奴とてお前より幾いくらか長く生きただけの吸血鬼に過ぎないからな」


　と、椅い子すに背せを預あずけたケインは悠ゆう然ぜんと語る。


「――だがな。正直言って、聖戦のときより、奴はずいぶん成長したよ」


「成長ですか？　平和ボケではなく？」


「いずれお前もわかるようになるさ」


　なぜか不ふ服ふくそうな秘書に、ケインはおかしそうな眼まな差ざしを向けた。彼の目から見れば、ジローもアルバートも、まだまだ未み熟じゆくに映うつるのだ。


「……調停員コンプロマイザーの護衛クローザーか。思えば、いまの奴には、もっとも学ぶところの多いポジションだったかもしれんな」


　そうつぶやくケインの口くち振ぶりは――本人は絶ぜつ対たい認みとめないにせよ――まるで弟を見守る兄のようだった。
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　結局現場には、犯人に繫つながる痕こん跡せきは、何ひとつ残されていなかった。


　捜査に戻るミミコたちだったが、手がかりらしきものは何もない。残る道は、日ひ頃ごろ『カンパニー』と接せつ触しよくを持たない『夜会カヴン』を訪おとずれ、彼らから話を聞くぐらいしかなかった。


「とはいえ、あたしたちを目の敵かたきにしてる人たちだしなあ。それに、これが仲間の犯行なら、知ってても言わないでしょうし……」


「面めん倒どうです。二、三人しょっぴいて、力ちから尽ずくで尋じん問もんしてしまいましょう」


「馬ば鹿かね。そんな真ま似ねができるわけないでしょ？　向こうがどんな態たい度どでも、『カンパニー』はあくまで協きよう調ちよう路ろ線せんなんだから」


　ミミコは眉み間けんに皺しわを寄よせ、ジローはじれったそうに舌した打うちする。


「じゃあまずは仲なか良よしになろう！」


　とコタロウが元気よく提てい案あんすると、二人は揃って脱だつ力りよくした。


　実を言うと『夜会カヴン』にも顔見知りはいる。それも、彼らの中で、もっとも恐おそるべき力を誇る古血オールド・ブラツドだ。


　だが、現時点で彼と会っても事態が進しん展てんする保ほ証しようはない。下へ手たをすれば、かえって事を大きくしてしまうかもしれなかった。


「やっぱり情報部の報告待ちかなあ……」


「後ろ向きですね。私としてはこれ以上、ケインに余よ計けいな口を挟はさまれたくありません」


「いや、まあ、あそこはうちのメインバンクだし……何より大口のスポンサーだし……」


「だからといって……」


「だから、スポンサーなんだってば……」


　太陽は東から昇のぼるのよ、と言う風な口振りで、ミミコは達たつ観かんしたスマイルを浮うかべる。自らの雇やとい主ぬしが見せる儚はかなげな笑顔を見て、ジローはプロレタリアートの悲ひ哀あいを嚙かみしめた。


「でも確たしかに、ケインさんは前より細かいこと言うようになったかなあ」


「あやつが口うるさいのは、百年も前から変わりませんよ」


「そんなことないわ。ていうか、あなたが絡からむと、途と端たんに注ちゆう文もんが増ふえる気がするのよね」


　仮かりにも大銀行の支配人である。常つねのケインたるや威い風ふう堂どう々どうたるお偉えらいさんで、ミミコのような小こ娘むすめでは口をきくのもはばかられるほどなのだ。


　なのに、彼とジローの会話ときたら、ジローとコタロウの会話とレベル的には大たい差さがない。その上、顔を合わせれば嫌みの応おう酬しゆうだ。


「だいたい株って何よ、株って？　しかも大損したですって？」


「あ、いや。その話はもうよいではありませんか……」


「えー、ぼくも聞きたいよ、兄者。それって美お味いしい？」


「そうっ。そうなのです。大変美味しい。味や食しよつ感かんは大根に似にていますが、実は白はく菜さいと同じ種類の野や菜さいでして――」


「……それは、蕪かぶ」


　白しら々じらしく目を逸そらす護衛クローザーを、ミミコは半はん眼がんでにらむ。今度の休日には、忘れないように家か計けい簿ぼの総そうざらいをせねばならない。


「あなたたち、ずっと古くからの知り合いなんでしょ？　どうしてあんなに仲悪いの？」


「別に……仲が悪いわけではありません」


「じゃあ、仲はいいんだ？」


「とんでもないっ。酷ひどい言いがかりです」


　どっちだよ、とミミコは頭ず痛つうを堪こらえ、こめかみを指で押さえた。


　ただ、今回に限らず、ケインから小言を言われたジローが、それまで以上に発はつ奮ぷんするのは確かだった。口でなんと言おうと、本心では彼の指し摘てきを認みとめている証しよう拠こだろう。


　と、そんなことを考えていると、


「ミミちゃん、ミミちゃん――」


　とコタロウが彼女の腕を突つついてきた。


「あのね。兄者はきっと照てれてるんだよ」


「照れてる？」


「うん。ほら。ケインさんは兄者より年上だし、しっかりしてて頼たよりになるじゃない？　だから本当は尊そん敬けいしてるんだけど、恥はずかしいからわざとあんな――ってイタ！　兄者がグーで殴なぐった!?　ホワイ!?」


「お前があまりに的まとはずれなことを言うからです」


「内ない緒しよ話だったのにぃー」


　涙なみだ目めで抗こう議ぎする弟を、兄は不ふ機き嫌げんそうに黙だまらせる。そんな兄弟を呆あきれて眺ながめていると、ミミコの携けい帯たいが着ちやく信しんを知らせた。


　事務所で電話番をしているヒバリからだった。電話に出たミミコは、後こう輩はいからの連れん絡らくを聞いて思わず叫さけび声を上げた。


「犯人が捕つかまった!?」
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　それを聞いて、ジローとコタロウも兄きよう弟だい喧げ嘩んかを中止した。ミミコはしばらく「うん――それで？」と、ヒバリとやり取りしていたが、しばらくすると、


「……え？」


　と不ふ可か解かいな表情を浮かべた。
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「……なるほど、これは酷い」


　担かつぎ込まれた犯人の状態を見て、ジローは冷れい静せいにつぶやいた。


『カンパニー』が運うん営えいする、第五地区フイフス・ヤードの月つき宮みや病びよう院いん。その奥にある吸血鬼専せん用ようの治ち療りよう室しつに、犯人グループの一人は横よこたわっていた。


　吸血鬼ならではの回かい復ふく力りよくは、血を与あたえられたことでさっそく威い力りよくを発はつ揮きしている。だが、それでもなお、彼の容よう態だいが際きわどいラインにあることがわかった。それほどまでに痛いためつけられているのだ。


　コタロウはジローに言われて、一人先に帰っていた。時じ刻こくもすでに深しん夜や二時を回っている。治療室から出たジローとミミコは、予よ期きせぬ展てん開かいに頭を抱かかえた。


「……いったい誰だれがあんな？」


「吸血鬼であることは間違いありません。それもかなりの腕の持ち主だ」


　犯人は予よ想そう通どおり『夜会カヴン』のメンバーだった。まだ転てん化かして四、五年の若い吸血鬼だ。『カンパニー』の捜そう査さ線せん上じように浮かんでいた容よう疑ぎ者しやの一人だった。


　だが、彼を捕とらえたのは『カンパニー』ではなかった。少し前、半はん死し半はん生しようの状態の彼が、事務所の前に放ほうり出だされていたのである。


「事務所には大おお勢ぜい人が残っていたのでしょう？　誰か見た者はいなかったのですか？」


「それが、ちょうどそのころは霧きりがすごかったらしくてね。いつ彼が放り出されたのか、正せい確かくな時間もわからないらしいの」


　水すい上じよう都と市しである特区では、よく霧が発生する。しかしジローはそれ聞いて、


「霧が？」


　と警けい戒かいするような反応を見せた。


「心こころ当あたりでもあるの？」


「……いえ。気のせいだと思うのですが」


　そう言って唇くちびるを嚙かむ。いつにないジローの態度に、ミミコは不安をかき立てられた。


　と、そのとき再びミミコの携帯が鳴った。


　強ごう盗とうグループは三人組だ。残るは二人。そのうちの片方の居い場ば所しよが判はん明めいしたらしい。


「どこです？」


「この近くだわ。『カナルサイドＩＮＮ』」


「急ぎましょうっ。嫌いやな予感がします」


　そのジローの言葉通り、二人はただちに報告された場所へと急きゆう行こうした。
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　駆かけつけたのは二人が最初だった。


　運うん河が沿ぞいに建たてられた、よくあるシティー・ホテルだ。深夜だけあって、通つう行こう人にんの姿すがたも見当たらない。


　ただ――


「また霧？」


　ホテルの周しゆう辺へんは運河から流れてくる濃のう霧むによって覆おおわれていた。白い霧の中で、ホテルの輪りん郭かくがぼんやりとした影かげになっている。


「あー、なんか不ふ吉きつだわっ」


　とミミコが嫌いやそうにぼやくと、


「気を付けて下さいっ。これはただの霧ではない。魔ま術じゆつによるものだ！」


「ええ!?」


　驚おどろくミミコを余よ所そに、ジローは携たずさえて来た愛あい刀とうを抜き放った。銀でコーティングされたその剣こそ、彼の異名の由ゆ来らいとなった銀刀だ。


「ミミコさんはここで！　本部に連絡を入れて下さい」


　そう言い残すと、ジローは銀刀を手に、一気にホテルへと駆け寄よった。


　が、彼が玄げん関かんホールに飛び込もうとする寸すん前ぜん、頭ず上じようでガラスの割われる音が響ひびいた。


　ミミコが見上げて悲ひ鳴めいを上げる。上じよう階かいの窓まどから、人が落ちてきた。ジローは舌した打うちし、足を止めた。銀刀を鞘さやに戻し、落ちてきた人物を両手で受け止めた。


　若い女じよ性せいだった。吸血鬼だ。携帯にメールで送られてきた犯人グループの写真の中に、彼女の顔も写うつっていた。


「……うう」


　彼女は全身血ちまみれだった。着ている服も八やつ裂ざきにされており、その下には生なま々なましい傷きず跡あとが見えた。それでも、病院の男と同じく、致ち命めい傷しように至いたるような傷はなかった。


　まだ助かる。そのことを素す早ばやく見て取ったジローは、切り返かえすような視線を、ホテルの上階へと走らせた。


「……逃にげたか」


　徐じよ々じよに霧が晴れてゆく。「ジローさん！」と息を切らせたミミコが、駆け寄ってきた。


「連絡したわ。すぐに応おう援えんが――うわ、酷いっ。大だい丈じよう夫ぶなの、その人？」


「……あの男よりはずっと軽けい傷しようです。我々が駆けつけたからでしょう。しかし――」


　とホテルを見上げながら、ジローは低い声で答えた。


「犯人は一足早く逃げたようです。私とまでやり合うつもりはないらしい」


　ジローの両目は戦せん闘とう時じの鋭えい利りさを宿やどしていた。ミミコは思わずつばを飲み、動どう揺ようする気持ちを落ち着けた。


「……ジローさん、さっき『魔術の霧だ』って言ったわね？　病院でも気にしてたし……やっぱり何か心当たりがあるの？」


　ミミコの問いかけに、ジローはすぐには答えなかった。


　だが、やがて固く結んでいた唇を開け、「はい」と重々しく質問に答えた。


「あれは人を近づけぬための結けつ界かいの一種です。似たような魔術は数多くありますが、いまの霧はよく知っている」


「……というと？」


　ジローは振り向いてミミコの顔を見つめた。


「通つう称しよう『魔女の霧』。ウォーロック家が得とく意いとする魔術ですよ」
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「……くそっ。畜ちく生しようっ」


　コートの襟えりを立てて顔を隠かくしながら、その男は繁はん華か街がいの一いつ角かくを歩いていた。


　持ち物は肩かたから下げたボストンバッグひとつ。中なかには、ここ数日で強ごう奪だつした札さつ束たばが詰つまっていた。


　しかし男の顔に成功の愉ゆ悦えつや興こう奮ふんはない。あるのは逃とう亡ぼう者しやの恐きよう怖ふと焦しよう燥そうだけだった。


　仲間がやられたのは昨日きのうの夜だ。立て続けに二人とも。『カンパニー』の仕し業わざではないし、もちろん『夜会カヴン』の粛しゆく清せいとも違う。何者の仕業なのかわからないだけに、謎なぞの襲しゆう撃げき者しやに対する恐怖は大きかった。


「もう『夜会カヴン』の仲間に泣なきつくしかねえ」


　強ごう盗とうチームのリーダーは彼だったが、二人はどちらも、彼に劣おとらぬ実力の持ち主だった。それがあえなく倒たおされたのだ。襲撃者が何者であれ、彼一人で返かえり討うちにできるとは思えなかった。


「いまに見てろよ……『夜会カヴン』には『緋ひ眼がんのゼルマン』がいるんだ。どこのどいつだか知らねえが、この借かりは必かならず――」


「――いまから復ふく讐しゆうの計画か？　それも人ひと頼だのみとは。いかにも『夜会カヴン』の屑くずらしいな」


　突然辺あたりに響ひびいた声に、男はぎょっとして足を止めた。


　気がつくと表おもて通どおりを外はずれ、人ひと気けのない裏うら道みちを歩いていた。しかも周囲に濃い霧が漂ただよって視界を遮さえぎっている。


「だ、誰だ!?」


　恐怖に駆られた男が誰すい何かすると、それに応こたえて、ひとつの人影が霧の中から浮かび上がった。


　黒いシャツとスラックスに、黒いネクタイを締しめた男だ。手には革かわのグローブ。口くち元もとからは鋭するどい牙をのぞかせている。ガラスのような酷こく薄はくな瞳ひとみが、青ざめる男を見み据すえていた。


「て、テメエかっ。仲間をやったのは!?」


「先に愚ぐ行こうを犯おかしたのは貴き様さまらだ。愚おろか者ものめ。組そ織しき間かんの勢せい力りよくバランスを保たもつためなら、誰もが泣き寝ね入いりするとでも思ったのか？」


　黒ずくめの声が凄すご味みを増ます。男は、彼が自分より遥はるかに力のある吸血鬼であることを悟さとった。この霧も、彼の仕業であるに違いない。


「わ、悪かったよ！　金なら返す。『カンパニー』にも出しゆつ頭とうする。だから許してくれっ」


「……どこの血統とも知れぬ馬の骨ほねが。我わが血統を虚こ仮けにした報むくいを受けるがいい」


　黒ずくめの口が裂さけるように開き、狂きよう暴ぼうな双そう牙がが剝むき出だしになる。


　だが、


「そこまでです」


　という制せい止しの声に、彼は鋭するどく警けい戒かい態たい勢せいを取った。


　人を寄よせ付つけぬ魔術の結界。その境きよう界かい線せんである霧を縫ぬって、赤いスーツが姿を見せた。


　ジローだ。


　彼は鞘さやに収おさめたままの銀刀を携たずさえ、静しずかな足あし運はこびで、対たい峙じする二人の間に割って入った。


「……こんな時間まで残ざん業ぎようとは、超ちよう過か勤きん務むが過ぎるのではありませんか？　ケインがこれを残業として認みとめるとは思えませんよ、ミスター・アルバート」


「……『銀刀』。あなたか」


『マリーン・バンク』の秘書は、ジローを見て顔をしかめた。


「どうしてここがわかった？　『カンパニー』はまだ、こいつの居場所までは突き止めていなかったはずだ」


「……あなたをつけさせてもらいました」


「私をだと？」


「あれだけ大だい々だい的てきにウォーロック家のお家いえ芸げいを使えば、襲撃者が誰なのか、探さぐり当てるのは簡かん単たんです。それでも意い外がいでしたがね」


　ジローは複ふく雑ざつな表情でアルバートを見つめた。二人とも、静かな緊きん張ちよう感かんを漂わせながら、互いの動きに集中している。


「なぜこんな真ま似ねを？　ケインが喜よろこぶとでも思ったのですか？」


「……ケイン様の意志ではない。私の独どく断だんでしたことだ」


「そんなことはわかっていますっ。私が聞いているのは、あなたの、理り由ゆうだ」


　苛いら立だちを隠かくすジローの問いに、アルバートは冷れい笑しようを浮かべた。


「ウォーロック家の威い信しんを傷つけたからには、相そう応おうの罰ばつをくれてやる必ひつ要ようがある。目には目を、歯には歯を。そして牙には牙を。報ほう復ふくは、黒い血が有ゆうする当然の権けん利りだ」


「……そうですね。確かに、それが古くから続く吸血鬼われわれのしきたりだ。かくいう私も、身に覚えがある。偉えらそうな口を叩たたける立場ではない」


「ならば――！」


「しかしです。ここは特とつ区くだ。人も吸血鬼も、新しい秩ちつ序じよを求もとめて、必ひつ死しに模も索さくしているんです。ましてやケインはその代表者なんですよ？　それをあなたは……」


　ジローは苦にが々にがしく言葉をもらした。アルバートの顔から冷笑が消えた。


「そんな台詞せりふは、その男に言うがいいっ」




[image: ]


『魔女モーガン』の血を継つぐ吸血鬼は、ジローに向かって吐き捨てた。


「悪いのはそこの無む法ほう者ものどもだ！　腐くさった血の輩やからめ。世の中を舐なめきった連れん中ちゆうに新しい秩序を説といてなんになる？　力だ。厳げん然ぜんたる力の報むくいだけが、秩序を構こう築ちくする。ケイン様の立場が報復行為を許ゆるさないならば、及およばずながら、私がそれを代だい行こうするまで。『カンパニー』の犬いぬに口出しはさせん」


　アルバートの全身から、荒あら々あらしい闘とう気きが迸ほとばしった。


　霧きりをまとった黒ずくめの姿が、陽炎かげろうのように怪あやしく揺ゆらぐ。彼の目は、自らの信しん念ねんに燃もえながら、ジローを正面からにらんでいた。


　だが、対するジローは胸きよう中ちゆうの憤いきどおりを見み事ごとに制せい御ぎよしていた。


「なるほど、秩序を維い持じする力は、必要かもしれません。だが特区の血けつ族ぞくたちは、それを人に――弱じやく者しやである人間の側に預けることで、最初の一歩を踏ふみ出したのです。アルバート。私は調停員コンプロマイザー葛城ミミコの代だい理りとして、あなたと、その強ごう盗とう犯はんの身み柄がらを拘こう束そくします」


　きっぱりと宣せん言げんしたジローは、銀刀の鞘を胸の前に掲かかげた。


　親おや指ゆびで、カチリと鯉こい口ぐちを切る。わずかにのぞいた銀色の刃やいばが、ジローの眼がん光こうと重なった。


　アルバートは唇くちびるを嚙かんだ。


　彼とて己の技ぎ量りようには少なからぬ自じ負ふがある。だが、ジロー相手では分ぶが悪いこともわかっていた。


「……いいだろう。正体が知られた以上、騒さわぎを大きくしてケイン様を煩わずらわせるのは本ほん意いではない」


「……同どう意いして頂いただき感かん謝しやします」


「だがっ」


　とアルバートは手を腰の後ろに回し、そこに隠かくしていたヒップホルスターからリボルバーを抜ぬき放はなった。


　銃じゆう口こうを向ける。狙ねらったのはジローではなく、強盗犯の男だった。


「その男を誅ちゆうするのは、『カンパニー』ではなくウォーロック家だ！　黒き血の裁さばきを受けるがいい！」


　鋭するどく叫び、アルバートは引き金を引いた。


　銃じゆう声せいが霧中に木こ霊だまする。銀頭弾シルバー・チツプ。ジローはとっさに力場思念ハイド・ハンドで弾だん丸がんを逸そらそうとした。が、それより早く、アルバートの思し念ねんが妨ぼう害がいに入った。二人のやり取りを震ふるえながら見守っていた男は、致ち命めい的てきな銀の弾だん道どうから、凍こおり付ついたように動けずにいた。


　しかし、撃うち出された銃じゆう弾だんは、男に着ちやく弾だんする寸すん前ぜん、空中で停てい止しした。続いて、思わず目を剝むくジローとアルバートの前で、爆発し、四し散さんした。


「なっ。どうして!?」


　アルバートが動どう転てんして叫んだ。


　すると、彼の焦あせりに拍はく車しやをかけるかのように、周囲を外界から切り離はなしていた霧のヴェールが、突とつ如じよとして濃のう度どを増し始めた。


　それまでとは比べものにならぬほど濃のう密みつな霧が、広こう域いきにわたって視界を埋うめる。しかもその霧には「重み」があった。まるで鉄を溶とかしたかのように、三人の動きを奪うばい、一いつ瞬しゆんにして周囲を支し配はいした。


　まるで獰どう猛もうな獣けものの群むれだ。大だい胆たんに躍やく動どうし、うねり、飛とび跳はね、渦うずを巻きながら、霧は三人の吸血鬼を翻ほん弄ろうした。そして、彼らが抵てい抗こうできなくなったあと、訓くん練れんされたような動きで一いつ斉せいに姿を消した。


　ジローとアルバートが顔を上げる。


　強盗犯の男が意い識しきを失うしなって路ろ面めんに倒たおれていた。そして、彼の傍かたわらには、スーツに両手を入れて佇たたずむ男と、呆ぼう然ぜんと腰を抜ぬかす少女の姿があった。


「ケイン様！」


「ミミコさんっ？」


　驚く二人を、ケインは無言で睥へい睨げいした。まさに鉄てつ槌ついの如ごとき威い圧あつ感かんだった。


「……話は聞いた。独どく断だん専せん行こうはお前も同どう罪ざいだな、ジロー。護衛クローザーがその対たい象しようを放り出してどうする」


　ジローが情けない表情を浮かべると、ミミコは「ごめんなさい」と謝あやまった。


「どうしても黙だまってられなくて……それより聞いてよ、ジローさんっ。いまあたし、霧にさらわれてっ。街の中を浮かんだままスーってっ。スーって！」


　どうやらケインの力でここまで運はこばれたらしい。まだぺたんと腰を抜かしたまま、ミミコは泡あわを食って説せつ明めいした。ジローはげんなりし、抜きかけていた銀刀を鞘に収めた。


　一方、ケインはゆっくりアルバートに近づいていった。アルバートは身じろぎもせず、敬けい愛あいする古血オールド・ブラツドを見返している。


「……世せ間けん知しらずめ」


「……え？」


　思わぬボスの台詞に、秘書は虚きよを衝つかれた。


「……お前だけではない。本家の連中は皆みなそうだ。古い因いん習しゆうにしがみつき、いま現げん在ざいの世界に目を向けることがない。プライドばかりが先に立ち、わずかでも傷きずつけられれば、我が慢まんすることができない。真の誇ほこりとは何か。それがわかっていないからだ」


「わ、私はただ――」


　アルバートが縋すがるように口を開ける。


　直後、ケインの右手が翻ひるがえり、アルバートのあごに叩たたき込まれた。


　弾丸のように吹ふき飛ぶアルバート。だが、その動きは即そく座ざに空中で停止した。さっき銃弾を止めたのと同じ、ケインの力場思念ハイド・ハンドだ。


　空中に吊つり下さげられる部下に、ケインは黙って近づき、もう一度殴なぐりつけた。さらに、もう一度。見ていたミミコが痛そうに顔をしかめ、ジローは黙って感情を殺した。


「ケイン……様……」


「……はき違ちがえるなよ、若わか造ぞう。『ウォーロック家の威信』とは、特区の均きん衡こうを保たもつための『装そう置ち』に過ぎん。真しんの誇りは、力だけで維持できるものではないのだ」


　うなだれる部下に吐き捨て、ケインはミミコに振り返った。


「ミミコ君。この未み熟じゆく者ものの身柄は、私から『カンパニー』に差し出させてもらう。ジローはその男を連れん行こうしろ。どちらも等しく、『カンパニー』の規き則そくに則のつとって処しよ分ぶんしてほしい」


「わ、わかりました」


　ようやく立ち上がったミミコが、恭うやうやしく承しよう諾だくする。ジローは苦い顔をした。


「ケイン。彼は――」


「……ふん。俺の監かん督とく不ふ行ゆき届とどきは認みとめざるをえんな。一世紀近く生きた男の不ふ始し末まつまで責せき任にんを持たねばならんとは。難なん儀ぎなことだ」


　何か言いたげなジローを遮さえぎって、ケインはそう憎にくまれ口を叩いた。


　アルバートがのろのろと彼を見上げ、


「……私は、間違っているのですか？」


「自分で考えろ。自分の頭で」


　そしてケインは、静かな、よく通る声で、部下に告げる。


「アルバート。ただいまをもって、お前を解かい雇こする。『カンパニー』の裁さい断だんを仰あおいだのちは、自らのとるべき道を、自ら選せん択たくしろ。その積つみ重かさねだけが、お前の名めい誉よを保ほ証しようするだろう」


「……はい」


「そして、その選せん択たく肢しの中に、『マリーン・バンク』に戻る選択を入れることを許ゆるす」


　それを聞き、アルバートは驚いて目を見開いた。


「ケイン様!?」


「――ふん。仮にも『マリーン・バンク』の秘書を務つとめた者に、安あん易いな自じ己こ破は産さんなど認められるか」


　不機嫌そうなケインの台詞に、アルバートが涙を滲にじませる。息をのんで見守っていたミミコとジローは、片やほっと息をつき、片や皮ひ肉にくっぽく唇を曲げた。


　そんな二人の反応を知ってか知らずか、特区の巨きよ頭とうたる吸血鬼は、愛あい想その欠片かけらもない顔で言った。


「お前の負ふ債さいは無む期き限げん無む制せい限げんで永えい久きゆう的てきに有ゆう効こうだ。どれだけ時間がかかろうと、きっちりと返へん済さいしてもらうからな。必かならずだ――」




インターミッション３







「……こ、ここに書かれていることは、本当の話なのですか？」


「ん？　まあ、全部が全部、そのままとは思わんがな。ブームなのは確かだ。ここ数年で、特区でも個こ人じん投とう資し家かが増ふえている」


　目立たない場末の焼き鳥屋。明け方まで営えい業ぎようするその店のカウンターで、ジローは経けい済ざい誌しの一面を凝ぎよう視しし、ケインは猪ちよ口こに日本酒を注ぎつつ、タレ焼きのネギマをつまんでいた。


「だ、誰だれでも簡単『でいとれーど』で、あなたも一いち躍やく億おく万まん長ちよう者じや。一年で百万が一千万に。丸まる秘ひ『ざいてく』特集……」


「あまり鵜う呑のみにするなよ。あ、ご亭てい主しゆ。熱あつ[image: ]かんをもう一本頂きたい」


「こ、この花丸のついている『要よう注ちゆう目もく銘めい柄がら』というのは？　上がりそうな株ということですよね？　買えばきっと得するだろうという……」


「ベンチャー関連か。まあ、ギャンブル性せいは高いが、当たれば大きい銘柄だな。もっとも、その辺の見み極きわめは、素人しろうとには難むずかしかろう」


「……そう言うわりに自信ありげな物言いをしますね」


「俺おれは、プロだからな」


　平然と答えるケインに、ジローがごくりと唾つばを呑のむ。やがて熱[image: ]がカウンターに出されると、ジローはケインが手を伸のばすより早く、横から徳とつ利くりを手に取った。


　ケインがちらりとジローを横目に見やり、無言で猪口を差し出す。ジローは神しん妙みような手つきで酌をした。


「……ときにケイン。物は相談なのですが……」


「止めておけ。暗黒の木曜日ブラツク・サーズデーを忘れたか？　お前はなんでも、のめり込みすぎる嫌きらいがある。少し得をすると、売りたがらんようになるしな」


「お願いします、ケイン。先日『バーゲン』というものがあって以来、ミミコさんの吝りん嗇しよくぶりには、私も弟も疲ひ弊へいしきっているのです！」


「ふむ……まあ、俺ならば万が一にも損そんはさせんが……」


「ご亭主！　こちらに熱[image: ]をもう一本！」





　ジローがなけなしのへそくりをなくす、ひと月前の話である。









　　第四話　自由と虚ろ










　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの血けつ統とうは、大きく三つに大たい別べつされる。


　ひとつは、大たい陸りく系けい吸血鬼の血統。


　ひとつは、欧おう州しゆう系けい吸血鬼の血統。


　そして、そのどちらにも属ぞくさぬ血統。


　吸血鬼の大都市たる特とつ区くには、これら三つの血統に属する血けつ族ぞくが揃そろっていた。彼らは『カンパニー』との間に協きよう定ていを結ぶことで、人との衝しよう突とつを避さけながら夜の闇やみに生きている。


　しかし、どちらにも属さぬ――俗ぞくに『闇』と呼ばれる血統の中には、吸血鬼本ほん来らいの欲よく望ぼうの充じゆう足そくを求もとめ、協定に従したがわぬ血族も少なくない。中でも、正しよう面めんから『カンパニー』と対立しているのが、『夜会カヴン』と呼ばれる勢せい力りよくだ。


　そして、彼らの中で最もつとも古く、狡こう猾かつな知ち性せいと強い力を有ゆうする者こそ、『緋ひ眼がんのゼルマン』の異い名みようで知られる吸血鬼。


　ゼルマン・クロックである。
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　縦たて十センチ、横よこ四センチ、厚あつさ八ミリのカラフルなプラスチック・プレート。


　望もち月づきコタロウは床ゆかに四よつんばいになり、そのプレートを親おや指ゆびと人ひと差さし指でつまんでいた。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの愛あいらしい顔に浮うかぶのは、真しん剣けんそのものといった表ひよう情じようだ。息をするのも忘れ、床とプレートの間を隔へだてる空間に、全ぜん神しん経けいを集しゆう中ちゆうさせている。


　ところが、震ふるえる指先が、すぐ隣となりに置かれた別のプレートに触ふれた。そして、さらにその隣に一いち列れつに並ぶプレートを、次々に倒たおしていった。


「あっ、あっ……！」


　慌あわてるコタロウを余よ所そに、プレート――ドミノは次々に倒れる勢いを増ましていく。


　しかし、不ふ意いにその動きが止まった。それどころか、重なるように倒れていたドミノが、一いつ斉せいに起きあがって元に戻もどってしまった。


　力場思念ハイド・ハンドと呼ばれる、吸血鬼の念ねん動どう力りきだ。


「……いまので四度目だ」


「も、もう一回！　もう一回だけっ。ね、ね？」


　コタロウの懇こん願がんに、赤あか毛げの少年は座すわったまま肩かたを竦すくめた。それを承しよう諾だくと受け取ったコタロウは、鼻はな息いきを荒あらくして、もう一度床に這はいつくばった。


　その様子を横よこ目めに眺ながめ、ミミコが苦にがいため息をもらす。保ほ護ご者しやである兄に「あなたから何か言いなさいよ」と訴うつたえる視し線せんを向けたが、ジローは彼女の斜ななめ後ろに立ったまま微び動どうだにしなかった。


　コタロウがドミノに集中しているように、ジローはいま、ミミコの前に座る赤毛の少年に全神経を尖とがらせているのだ。無む表ひよう情じようだが、切きれ長ながの瞳ひとみには強い緊きん張ちようがのぞいていた。


　ミミコは諦あきらめて少年と向き合った。


「……ゼルマンさん。恐きよう縮しゆくですが、そろそろ本日こちらにうかがった用よう件けんに入らせて頂いただいてもよろしいでしょうか？」


「恐縮せずとも勝かつ手てに入れよ。どうせ退たい屈くつしてたところだ」


　その言葉に噓うそはないだろう。何しろ、ミミコが覚かく悟ごを決めて訪ほう問もんしたとき、彼は独りで、延えん々えんとドミノを並べていたぐらいなのだ。


　とある雑ざつ居きよビルのワンフロアを占しめる、ナイトクラブ『夜や光こう虫ちゆう』。ここは、吸血鬼優ゆう良りよう種しゆ主しゆ義ぎ者しやの巣そう窟くつ『夜会カヴン』のメンバーたちが贔ひい屓きにしている店だった。


　落ち着いた内ない装そうの、高こう級きゆうそうな店だ。だが、いまミミコたちの前に座っている少年にかかれば、世界一流の高級クラブだろうと、単たんなる背はい景けいと化かすに違ちがいなかった。そこにいるのは性せい別べつや年ねん齢れいを超ちよう越えつする、まさに「人にん間げん離ばなれ」した美び貌ぼうの少年だった。


　年の頃ころは十五、六。少なくとも外がい見けん上じようは、ミミコより年下に見える。


　細ほそ身みの身体に着ているのは、ファッション・ブランドの黒いジャージ。黒のニット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、耳にはゴールドのピアスを着けていた。ニット帽からはみ出した髪は燃もえるように赤く、ミミコを冷ひややかに眺める瞳の色も、鮮せん烈れつな深紅色スカーレツトだ。


『闘とう将しようアスラ』の血統に連つらなり、八百年の長きを生きた、孤こ高こうの吸血鬼。


　この少年こそが、『緋眼のゼルマン』こと、ゼルマン・クロックである。


「ま、用件てのは、どうせあれだろ？　この前の強ごう盗とう騒さわぎ。『夜会うち』の跳はね返かえりが三匹びき、ケインの銀行にちょっかい出したって件。最後は奴やつの秘ひ書しよにシメられたってな」


「……やはりご存ぞんじでしたか」


「吸血鬼の分ぶん際ざいで、血の気の多い奴らだぜ」


　ゼルマンは煙草たばこをくわえた唇くちびるに、うっすらとした冷れい笑しようを浮かべた。


　何なに気げない微び笑しようが、ぞっとするほど美しい。あまりに整ととのいすぎた目め鼻はな立だちは、じっと見ていると現げん実じつ感かんを喪そう失しつしそうになる。


　だが、騙だまされてはいけない。『緋限のゼルマン』といえば、その力の強きよう大だいにして苛か烈れつなこと、夜の世界に響ひびき渡わたる凶きよう戦せん士しだ。しかも、長い時間を生きた彼は、その気になれば幾いくらでも老ろう獪かいに立ち回ることができる。『カンパニー』ブラックリストのトップを断だんトツで独どく走そうする危き険けん人じん物ぶつが、この少年だった。


「この件は、ケイン・ウォーロック氏の全ぜん面めん的てき協きよう力りよくもあって、無ぶ事じ解かい決けつ致いたしました」


「毎まい回かい毎回、ご苦く労ろうなことだ」


「ただ……ケイン氏の秘書が私し的てき報ほう復ふくに及およんだ件を、ウォーロック家の『夜会カヴン』に対する挑ちよう発はつとして、騒いでいる方々がいるんです」


「……おい、そうなのか？」


　とゼルマンはカウンターに首を向け、静かに控ひかえていた人物に確かく認にんを求めた。


　スーツ姿に眼鏡めがねをかけた、二十歳はたち過ぎの女性だ。清せい楚そな雰ふん囲い気きと蠱こ惑わく的てきなプロポーションをした美女である。


　彼女のことはミミコも知っていた。


　白しら峯みねサユカ。人の身で吸血鬼に仕つかえる、ゼルマンの僕しもべだ。


　主あるじの質しつ問もんに、サユカは「はい、ゼルマン様」と恭うやうやしく頷うなずいた。


「マルコイたちが騒いでいる模も様ようです。ウォーロック家に秘書の身み柄がらを要よう求きゆうし、聞き入れられない場合は報復措そ置ちをとるべきだ、と」


「報復って……あいつらが束たばになったって、ケインに敵かなうわけがないだろ？」


「今度は『マリーン・バンク』窓まど口ぐちを直ちよく接せつ襲おそうと息いき巻まいておりました。とはいえ、本人たちもウォーロック家と戦争を始める覚かく悟ごはないと思われます。あわよくば示じ談だん金きんを取り付けようという腹はらでしょう」


　サユカの説せつ明めいに、ミミコも深く頷いた。さすが、ゼルマンの信しん頼らいを受けるだけあって、情報が早い。状じよう況きよう判はん断だんも的てき確かくだった。


　ケインが率ひきいるウォーロック家は、『カンパニー』に協力する協定血族の盟めい主しゆだ。『夜会カヴン』とは犬けん猿えんの仲なかで、両者の間では頻ひん繁ぱんにいざこざが起きているのである。


「今回の強盗事件は、一歩間ま違ちがえば吸血鬼の存そん在ざいが表おもて沙ざ汰たになっていました。本来なら『夜会カヴン』関係者にペナルティを求めるところですが、ケイン氏側も行き過ぎがあったことを認みとめています。そこで今回に限り『カンパニー』は事じ態たいの沈ちん静せい化かを最さい優ゆう先せんとする方ほう針しんを決定しました。つまり、双そう方ほう痛いたみ分わけ、という決着に持ち込みたいと考えているのです」


「……マジにご苦労なことだ」


　興きよう味みも関かん心しんも欠片かけらもない様子で、ゼルマンは肩を竦めた。


　ソファにもたれかかって足を投げ出す。自じ堕だ落らくな仕し草ぐさなのに、ゼルマンがすると嫌いやみなほど絵になった。


「で？　そのご苦労に、オレを巻き込もうってか？」


「……これ以上の火ひ種だねは、『夜会カヴン』にとってもマイナスだと思います」


「だったら奴やつらに直ちよく接せつ言えよ」


　ソファに身を埋うずめながら、ゼルマンは投げやりに言った。


「血族でもあるまいに。オレは奴らの保ほ護ご者しやになった覚おぼえはないぜ」


「しかし、あなたが『夜会カヴン』で一番発はつ言げん力りよくを持っていることは周しゆう知ちの事実です。排はい他た的てきな荒あらくれ者ものでも、あなたの指し示じなら大人おとなしく従したがうでしょう？　でしたら……」


「断ことわる」


「な、なぜですっ？」


「面めん倒どうだ」


　にべもなかった。


　怠たい惰だを常つねとするゼルマンだ。なまじ金や権けん力りよくに興味を持たない分、取り引きの持ちかけようがないのである。


「……退屈なさっていたんですよね？」


「ああ。このところ特に退屈だね」


　ゼルマンは悠ゆう々ゆうと答えた。だったら面倒がらず協力しろよ、とミミコが胸きよう中ちゆうでぼやくと、それを見み透すかすように唇を曲まげ、


「あまりに暇ひまなんで、『カンパニー』の協定を暗あん記きしちまったぐらいだ。赤い血を持つ連れん中ちゆうは、果か敢かんだよな。野や犬けんの群むれを、鎖くさりも付けずにダイエットさせようってんだから。頭が下がるし――何より笑える」


　顔が整ととのっている分ぶん、ゼルマンの嫌みにはキレがある。ミミコの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おまで切れそうだった。


「――ミミコさん」


　ジローが冷静にささやきかけ、ミミコは、なんとか自じ制せい心しんを取り戻した。


　すると、思わぬ助たすけ船ぶねが現あらわれた。サユカだ。


「ゼルマン様。僭せん越えつですが、私からもご一いつ考こう下さるよう具ぐ申しん致いたします」


「なんだよ、お前まで」


「『カンパニー』に協力すべきだとは申しません。しかし、マルコイには釘くぎを刺さしておくべきです。計画をしくじったとき、彼らは間ま違ちがいなくゼルマン様に泣なきつくでしょう。そして、彼らが計画を無ぶ事じに遂すい行こうする可か能のう性せいは極きわめて低いと思われます。最さい悪あく、ケイン・ウォーロックとゼルマン様が衝しよう突とつすることにもなりかねません」


「そうなったらなったで構かまわないだろ？」


　とゼルマンは平へい然ぜんと答えた。


「それこそ結けつ構こうな退屈凌しのぎだ。第四地区フオース・ヤードの空き地ででも遊んでやればいい」


「……そのあとは龍りゆう王おうが腰こしを上げます」


「それもそれ。一いつ興きようさ」


　まるで気き負おいなく――それどころか軽かるい冗じよう談だんでも口にするように、ゼルマンはクスリと肩を揺ゆすらせる。


　ミミコは憤いきどおりを覚えると同時に、込み上げる悪お寒かんに身を凍こおらせた。その後ろでは、ジローも目つきを厳きびしくしている。


　事じ実じつ、ゼルマンがその気になろうものなら、特区で彼を制せい止しできるのは『東ひがしの龍王』セイただ一人だ。仮かりにケインとジローが手を組んだとしても、ゼルマンには太た刀ち打うちできない。それは、彼ら二人も認めていることである。


『カンパニー』と協定血族たちが、その存在を危き険けん視ししながらも、『夜会カヴン』に手出しできない理り由ゆう。それは、いま目の前で氷こおりの微び笑しようを見せる赤毛の少年に他ほかならなかった。


「……どうしてですか？」


　思わず、といった調ちよう子しでミミコが尋たずねた。


「ん？」とゼルマンが聞き返す。その仕し草ぐさからは、彼が初めて興味を見せたことがうかがえたのだが、ミミコは気付かなかった。


「あなただって自みずから望のぞんで特区にいるんでしょう？　その特区の安あん定ていを、どうして軽かる々がるしく乱みだそうとするんです？」


「特区は吸血鬼と人が自由に生きられる都と市しなんだろ？　固かたいことを言うなよ」


「自由に共存できる都市ですっ。双方が共存するには、互たがいの歩み寄りは不ふ可か欠けつです！」


「だから吸血鬼にマナーを説とけと？　大したものだ。果敢どころか気き宇う壮そう大だいな志こころざしだな、調停員コンプロマイザー」


　ゼルマンは肩を揺すって楽しげに笑った。ミミコはジローの注意も聞かず歯は軋ぎしりした。


「少しはご自分の責せき任にんというものを自じ覚かくなさったらどうなんですっ？」


「責任？　オレがかい？」


「そうですっ。なるほど、あなたは強きよう力りよくな吸血鬼です。なら、それに見合う責任を果はたすべきでしょう。何が退屈ですか。自分は自由気ままに生きられる力を持ちながら！」


　そう口にした瞬しゆん間かん、吸血鬼の赤い瞳ひとみから、ミミコに対する興味が急きゆう速そくに失うせ始めた。


　完かん全ぜんに脱だつ力りよくしてソファに身を沈しずめ、物を見るように、黙だまってミミコを見やる。


「……オレは、やらねえぜ」


　素そっ気けない平へい坦たんな声だった。それきり、ゼルマンは黙だまり込み、周しゆう囲いはシンと静まり返ってしまった。


「……ゼルマン様」


「なんだよ、しつこいな」


「ですが……このままでは結けつ局きよく、ゼルマン様につまらない雑ざつ事じが回ってきてしまいます」


　サユカの声は、心しん底そこ主のことだけを懸け念ねんしたものだった。するとゼルマンは突とつ然ぜんくわえていた煙草を、ぷっと吹ふき飛ばした。


　次の瞬間、ゼルマンの両目に微かすかな光が閃ひらめき、吸すい殻がらが空中で燃え上がる。


　ジローが顔色を変え、戦せん闘とう態たい勢せいをとってミミコの真ま横よこについた。


　視経発火アイ・イグナイト。


　視し線せんを介かいして炎ほのおを生み出す発火能力パイロキネシスだ。『闘将アスラ』の血統が操あやつる、炎の刃やいばである。いざその力を敵てきに向ければ、相あい対たいした者は為なす術すべもなく灰はいと化す、強きよう力りよく無む比ひな力だった。


　ミミコとジローが全身に緊きん張ちようを滲にじませる。


　そんな緊きん迫ぱくした空気の中、ゼルマンは無む言ごんで腕を上げ、人差し指をちょんちょんと曲まげてサユカを呼んだ。


　サユカがほっとした様子で主の側そばに近づき、彼の口くち元もとに耳を寄よせる。


　が――


「ゼ、ゼルマン様!?　いけません、こんな……あっ、あ、駄だ目め。駄目です……っ」


　ゼルマンは、啞あ然ぜんとするミミコたちの前で、サユカの首くび筋すじにキスし、そのまま牙きばを立てて血を吸った。


　吸血鬼による吸血行こう為いは、血を吸われた者に強い性せい的てき快かい感かんをもたらす。ましてゼルマンは古血オールド・ブラツドだ。たちまちサユカの頰ほおは朱しゆに染そまり、のどの奥から甘い嬌きよう声せいがもれた。


　身み悶もだえすること一分。やがて彼女は恍こう惚こつとした表情で、ソファに座る主に、ぐったりとしなだれかかった。


　瞳と同じ色に染まった唇を、ゼルマンは悪戯いたずらっぽく、ちろりと舐なめ取る。


「で、なんだったかな、サユカ？」


「……ゼ、ゼルマン様の、よろしいように……」


　のどを鳴らす子こ猫ねこのように芯しんのない声で、サユカはうっとりと返事をした。


「――だそうだ。　聞こえたな、調停員コンプロマイザー？」


「あ、あ、あなたという人は……！」


　サユカに負けないほど顔を真っ赤にしながら、ミミコは椅い子すを鳴らして立ち上がった。


　ジローが反はん射しや的てきにミミコへ目をやり、すぐにゼルマンへと注ちゆう意いを戻もどす。ゼルマンはそんなジローを、新しん兵ぺいの出来を値ね踏ぶみする教きよう官かんのような顔で眺ながめた。


「――あっ」
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　と静せい寂じやくを破やぶるコタロウの声が聞こえ、そのあとにドミノの倒れる音が続く。ゼルマンはそちらを見もしないままドミノを止め、


「五回目」


　と笑った。


「交こう渉しよう途と中ちゆうで席を立つようじゃ、調停員コンプロマイザーとしちゃ半はん人にん前まえだな」


「……今日のところは、これで失礼します」


「そうかい。遠えん慮りよせず、また来てくれ」


　それには答えず、ミミコは怒おこった声でコタロウを呼ぶと、ジロー共とも々どもクラブを辞じした。ゼルマンは三人の後ろ姿を、のんびりと見送った。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「……キーッ。なんなのよ、あのガキは！」


「ガキじゃありませんよ、ミミコさん。彼は私の何倍、あなたの何十倍も年上です」


「わかってるわよっ。うるさいわね！」


　完かん全ぜんな八つ当たりでミミコは怒ど鳴なった。


　交渉決けつ裂れつ後ご、ミミコたちは住まいの古ビルに帰き宅たくしていた。しかし、ミミコはいまだに怒りが冷めず、憤ふん懣まんやる方かたない様子でアヒル口をへの字にしている。


　コタロウはすでに就しゆう寝しんしており、一人で相手をするジローは複ふく雑ざつな表情を浮かべていた。


「そもそもさあっ。愚ぐ痴ちるわけじゃないけど、吸血鬼ってガキみたいなのが多いわよね！　人より長く生きてるくせに、どうしてああも協きよう調ちよう性せいがないというか、自分勝手というか」


　とミミコは缶かんビールを手に盛せい大だいに愚痴る。


「あれで『夜会カヴン』じゃ慕したわれてるってんだからわかんないわ。強い奴が偉えらい奴？　ほんとガキばっかよ愚痴るわけじゃないけど！」


　カパカパとビールをのどに流し込んで、空からになった缶をゴミ箱に投なげる。感情の高ぶりもあって、完全に酔よいが回まわっているようだ。


　するとジローが、ぼそりと、


「……彼らがゼルマンに憧あこがれる理り由ゆうはよくわかりますよ」


「はい？」


　ミミコは革かく命めい分ぶん子しを見つけた秘ひ密みつ警けい察さつのような目をジローに向けた。真剣な横顔を見せていたジローは、ミミコの視線に気付くと、きまり悪そうに微び笑しようした。


「彼は吸血鬼にとって、一種の理り想そう像ぞうなのです。悔くやしいですが」


　と自じ嘲ちようめいた台詞せりふまで口にした。


「理想像ぉっ？　そりゃまあ、とんでもない美形ではあるけど……」


「外見ではなく、そのスタイルや生き方が魅み力りよく的てきなのです。彼は、自由ですから」


　ジローがそう説明すると、ミミコは反はん感かんを覚えたらしく、眉まゆをひそめた。


「自由っていうか、利り己こ的なだけじゃない」


「自由とは本来利己的なものですよ。特に吸血鬼にとってはね」


　と、ジローは肩をすくめてみせた。


「……己おのれの力だけを頼たよりに、己の思うがままに生きる。無む論ろん、彼とて万ばん能のうではないが、彼の力が保ほ証しようする限かぎりの自由が、彼のものなのです。そして、結局のところ、本当の自由って、そういうものですからね」


「……他の人に迷めい惑わくかけても？」


「他者の思おも惑わくを気にしない自由こそ、もっとも魅力的な自由じゃありませんか？」


　ジローがニッと牙をのぞかせる。


　その太ふて々ぶてしい笑みに、ミミコは一いつ瞬しゆん気け圧おされ、それから少しむくれたように、そっぽを向いた。


「……なんかそれって、吸血鬼ってよりは、前ぜん世せい紀きのオトコのロマンみたい。マッチョリズムだわ」


　口を尖とがらせるミミコに、「これは失礼」とジローは微苦笑した。


「それに……先ほどミミコさんは自由と責任について仰おつしやいましたが、少なくとも彼は、自由の代だい価かは支し払はらっています」


「代価？　何をよ？」


「『退たい屈くつ』です」


　ミミコは「はあ？」と眉まゆをひそめた。だがジローは至いたって真ま面じ目めな――真剣な表情をしていた。


「大陸系でも欧州系でもない、俗に『闇』と呼ばれる血統の多くは、血族としてのまとまりが弱い。特にゼルマンは八百年という長い時間のほとんどを、独ひとりで生きてきた人物です。その代価の重おもさ。途と方ほうもなさ。私如ごときには想そう像ぞうもできない」


　それは、まるで誰だれかに聞かれるのをはばかるような、独どく白はくめいた台詞だった。


　ミミコは気が付いた。ジローもやはり吸血鬼なのだ。そして、吸血鬼という種族は、生きてきた年月――その血の重みに、一ひと方かたならぬ敬けい意いを払はらうのである。ほとんど本ほん能のう的てきに。


　ジローはゼルマンを警けい戒かいしている。会かい談だんでの態度を見ても、それは明らかだ。


　しかし同時に、自分より遥はるか年長の古血オールド・ブラツドへ、畏い敬けいの念ねんも抱いだいているのだろう。


「とにかく、私個人としては、このようなことにゼルマンを巻き込むのは賛さん成せいできません。他ほかの手を考えましょう」


　ジローはミミコに向かってそう助じよ言げんした。


　ミミコは怒りと酔いでほのかに赤らんだ顔を、難むずかしそうにしかめたのだった。
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　とはいえ、報復を訴うつたえている当人――マルコイという吸血鬼とは、直ちよく接せつ交渉を持つことができなかった。彼とその仲間は、『カンパニー』の横やりが入ることを嫌い、行方ゆくえを眩くらましているのである。


「要ようするに、手て詰づまりなのよね……」


　とミミコは肩を落として道を歩いた。


　ゼルマンと会談した翌よく日じつの夕ゆう刻こくである。事務所で昨日きのうの報告を済すませた帰り道だった。


「あとは、マルコイたちの動きに即そく応おうして、事態の悪あつ化かを食い止めるしかない、か」


　だが、相手は破は壊かい的な行動を好む『夜会カヴン』の吸血鬼だ。余よ程ほど上う手まく事を運はこばねば、大だい惨さん事じになりかねなかった。


「……胃いが痛いたいわ。ここんとこ、ろくに睡すい眠みん時間もとれてないし……嫌いやな職しよく場ば」


　ミミコは嘆なげきながら、寝ね不ぶ足そくで荒あれるほっぺに、そっと手のひらを当てた。


　と、帰き宅たく途と中ちゆうにある公こう園えんに差さし掛かかったときだ。ミミコは見み慣なれた金きん髪ぱつを見つけて足を止めた。


「あれ。おーい、コタロ――」


　呼びかけようとした声が尻しりすぼみに消える。彼は一人ではなかったのだ。しかも一緒にいるのは兄のジローではなく――


「ど、どうしてゼルマンと!?」


　ミミコは慌あわてて近くの植うえ込こみに隠かくれた。


「……そういや、コタロウ君、妙みようにあいつと仲がいいのよね……」


　このことには、ジローも苦にがい顔をしていた。兄としては彼のような剣けん呑のんな男に近づいてほしくないのだろう。


　しかし、弟は兄の気も知らず、至ってのんきに接せつしている。昨日もゼルマンがドミノを並べているのを見た途と端たん、目を輝かがやかせて代わってもらったほどだ。


　ただ、驚おどろいたことに、味み方かたからさえ畏い怖ふされる『緋眼のゼルマン』が、なぜかコタロウ相手だと、微び妙みように普ふ段だんと異ことなるペースになってしまうらしい。しかも、彼自身、そのことを面おも白しろがっている節ふしがある。


　気になったミミコは、隠れたまま二人の側そばに近づいていった。


　ゼルマンがいるのは木こ陰かげになったベンチである。頭の後ろで腕うでを組くみ、ベンチで横になっている。


　一方コタロウは、ケチャップまみれのフランクフルトを手に、寝そべるゼルマンに向かって、何事かを力りき説せつしているようだった。


「だからさっ。ゼルマンさんは改かい心しんしなきゃ駄だ目めだよ。特区の平和を守るためなんだよ？　せっかく強くて格かつ好こういいんだから、ミミちゃんのことを少しは手て伝つだって――って、ちゃんと聞いてる？」


「聞こえてる。聞く気はねえが」


「駄目じゃん！」


「いーから、それ食ったら帰れよ。また兄あに貴きがいらん気を回すぜ？」


「いいもんっ。ぼくだってミミちゃんの護衛クローザーとして、ちゃんと仕事するんだから」


　無む闇やみにやる気のコタロウに、ゼルマンは気け怠だるげなため息をついたようだった。


「ったく。……やっぱりお前の『血』は、兄貴より上位にあるらしいな。我わが儘ままなもんだ。兄貴の気き苦ぐ労ろうが偲しのばれるぜ……」


「ジョーイ？　何それ？」


　コタロウが怒っていたのを忘れてきょとんと瞬まばたきをする。ゼルマンは「なんでもねーよ」と寝そべったまま肩を竦めた。


「なあ、コタロウ。前にも言ったが、オレは『悪あく党とう』なんだ。そういうのは正せい義ぎの味方がやるもんだろ？」


「そんなことない！　だって、そのマルコイって人たちはゼルマンさんの友達でしょ？　友達のためにヒトハダ脱ぬぐのは、正義も悪もないはずだもん」


　コタロウは青い目に一番星を浮かべて、小さな拳こぶしを握にぎり締しめた。ゼルマンがいよいようんざりするのがわかる。実を言うと、盗ぬすみ聞ぎきするミミコも、多少疲ひ労ろうを感じた。


「とにかく、ゼルマンさんは、銀行強ごう盗とうなんて止やめろって、止とめてあげなきゃっ」


　コタロウの主しゆ張ちように、ゼルマンは息をついて答えた。


　なんと、渋しぶ々しぶした口くち振ぶりになり、


「……あいにく無駄だね。奴らはいま、そういう時期にいるんだ」


「時期？」


「ああ。奴らはまだ本当の意味で『吸血鬼』にはなってないのさ。考えてもみろ。確たしかに金は便べん利りだが、吸血鬼にとって目の色変えるほどのものか？　わかってねえんだよ。結けつ局きよく。まだ何もわかってねえのさ」


　と、コタロウが当とう惑わくするのも気にせず、ゼルマンは彼の見立てを口にした。


「金。力。テメエが大した奴なんだって実じつ感かん。いまの奴らには、血を吸うことすら即そく物ぶつ的てきな快かい感かんや優ゆう越えつ感かんでしかない。人の身では不ふ可か能のうだったあらゆる快かい楽らくを貪むさぼり尽つくして、それからようやくわかるのさ。結局大して、意味ねえってな。だいたい百年かかる」


「……はあ。百年？」


「吸血鬼が古血まあ、それなりって見なされるのが百年ぐらいなのは、そのせいさ。それまでは何を言ったって、根こん本ぽん的に無駄なんだ。余よ程ほどのことがない限り、自分自身で悟さとるしかない」


　ゼルマンはどうでも良さそうに言うと、煙草の箱を取り出し、寝そべったまま一本口にくわえた。


　視経発火アイ・イグナイトで火を点つける。ゼルマンの呼こ吸きゆうに合わせて、煙草の先がゆっくりと明めい滅めつした。


　その間、コタロウは殊しゆ勝しようにも腕組みをして眉まゆ根ねを寄よせていた。


「……じゃあ百年経たったら一いち人にん前まえなの？　立りつ派ぱな吸血鬼になれるの？」


「いや。半分はその辺へんから狂くるい出す」


「……駄目じゃない」


「まあな」


　ゼルマンは煙けむりを吐はき出した。曇くもり気ぎ味みの空へ立ち上る紫し煙えんが、パチパチと火ひ花ばなをまとう。


　視経発火アイ・イグナイトで遊あそんでいるのだ。見る者が見れば背せ筋すじを凍こおらせる光こう景けいだろう。何しろ、相そう当とうに力のある吸血鬼でさえ、瞬しゆん時じに炎えん上じようさせる凶きよう悪あくな能のう力りよくなのである。


「なかなかどうして。人間ってのは、元来死ぬようにできててな。血を黒く染そめて生き長らえても、そのうちどこか破は綻たんする。金も力も憧れるうちが華はなさ。あとに待つのは――」


　とゼルマンは唇を歪ゆがめた。


　赤い瞳がそばめられ、怜れい悧りな美び貌ぼうが、冷れい笑しようとも自じ嘲ちようともつかぬシニカルな笑みに彩いろどられる。それは、盗み見るミミコの背筋を凍らせる、美しき魔王の笑みだった。


　ところが、


「平気、平気」


「あん？」


「平気だよ。だって、平気な人はいっぱいいるもの。セイとか、ケインさんとか。姫ひめさまもそうだし、クロウだって。平気な人たちと一緒なら、そんなの全然、大だい丈じよう夫ぶ」


「…………」


　ゼルマンは無言でコタロウをにらんだ。


　金髪碧眼の無む垢くな少年は、ぱちくりと大きなブルーの瞳を瞬またたかせ、それからにっこりと満面に笑みを浮かべた。まるで晴れた夜の満まん月げつのように。


「だから絶対、平気だってば」


　ゼルマンはなお黙だまってコタロウをにらんでいた。ミミコは息を凝こらした。赤毛の少年と金髪の少年が、静かに対たい峙じしている。それは、不ふ思し議ぎな均きん衡こうを秘ひめた光景だった。


　不ふ意いに、ゼルマンは、フッと険けんを消し、苦笑した。


「……姫さまって誰？　クロウってのも」


「あっ、それはね。ぼくが昔いた聖せい域いきってとこの――」


　コタロウが意い気き揚よう々ようと説明しようとする。しかし、ゼルマンの携けい帯たいが、それを遮さえぎった。


　ゼルマンが怪け訝げんそうに電話に出る。


　しばらくすると、彼から表情が消えた。


「……どいつもこいつも」


　と吐き捨すて、ゼルマンは携帯を切った。


「どうしたの？」


「……用ができた」


　ゼルマンは、スルリとベンチから立ち上がった。まるで黒くろ豹ひようのように優ゆう雅がな動きだ。


「じゃあな、コタロウ」


「うー……いまの話、ちゃんと考えてよ？」


　残ざん念ねんそうなコタロウに、ゼルマンはなおざりに手を振った。


　両手をポケットに入れ、それから、小こ馬ば鹿かにするような目を植うえ込こみに向ける。


「フランクフルト代は『カンパニー』に回すからな。たまには好こう物ぶつぐらい食わせてやれ」


「ぶっ」


　ミミコの隠かくれる植え込みが、バサバサと揺れた。ゼルマンが笑って公園から去ると、彼女はばつが悪そうに顔を出した。


「……くそっ。バレてたか」


「ありゃ？　ミミちゃん、何してるの？」


「ちょっとね……てか、コタロウ君、いつもゼルマン相手に、さっきみたいなやり取りしてるの？」


「へへーっ。なんか調停員コンプロマイザーみたいでしょ？」


「……で、いつも賄わい賂ろをもらってると？」


「こ、これはたまたま！　偶ぐう然ぜんだよ！」


　慌ててコタロウが、食べかけのフランクフルトを背せ中なかに隠した。怪あやしいものである。ひょっとするとコタロウの方がゼルマンに餌え付づけされているのかもしれない。


「しかし……」


　ミミコはジローの言い分を思い出した。


　確たしかに、コタロウを相手にするゼルマンは、昨日きのうの彼とはだいぶ様子が違っていた。口にしていたのも、単たんなる嫌みとは異ことなる、含がん蓄ちくのある台詞せりふだったと思う。


「……一ひと筋すじ縄なわではいかないか」


　あのジローですら百年と少しだ。それが八百年ともなれば、性格も相当ねじ曲がるのが道どう理りだった。


「なんとか交渉の糸いと口ぐちを見つけたいけど」


　と、そのとき今度はミミコの携帯が鳴った。『カンパニー』の事務所からだ。


　なんだろう、と電話に出たミミコは、声をひっくり返してコタロウをびっくりさせた。


「マルコイの居場所がわかった!?」


　昨日の『夜光虫』に向かったらしい。嫌な予感がした。


「まさか、さっきのゼルマンの電話……！」


　ミミコは慌てて、古ビルへ駆かけ戻もどった。


　すぐさま叩たたき起こされたジローは、事情を聞いて黙もつ考こうした。表情は険けわしい。


「……危き険けんです、ミミコさん」


「何言ってるの！　たぶんマルコイたちは、ゼルマンに協力を求もとめに現あらわれたのよっ。なんとしても阻そ止ししないと！」


「ゼルマンは手を貸かしはしません」


「だとしても、あいつらを説せつ得とくしたりしないでしょ？　隠れる前に捕つかまえないと！」


　結局ミミコがジローを押し切った。


　コタロウはついて来たがったが、ジローはいつになく厳きびしい口く調ちようで留る守す番ばんを命じた。


　そして、二人は『夜光虫』に向かった。
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　待っていたのは予よ想そう通どおりの光景だった。


　床に胡座あぐらをかいてドミノを並べるゼルマンと、彼の背中に向かって、熱ねつ心しんに説得を繰くり返かえす若い吸血鬼たち。


　写真で見た、マルコイとその仲間だ。


　マルコイは、店内に飛び込んで来たミミコとジローを見て、目を剝むいた。


「調停員コンプロマイザーだと!?　どうしてここに！」


「やっぱり！　『夜会カヴン』のマルコイね？」


　ミミコは表情を引ひき締しめた。


「『カンパニー』の葛かつら城ぎミミコです。あなたと話したいことがあったの。同どう行こう願ねがいます」


「『カンパニー』と話なんかねえ！」


「ふざけないでっ。こっちは、あなたたちが出した脅きよう迫はく状じようだってあるのよ！」


　あっという間に一いつ触しよく即そく発はつの状態になった。ジローはやむなく銀ぎん刀とうを抜ぬき、マルコイとその仲間たちも牙を剝むき出しにして銃じゆうを抜く。


　殺さつ気き立だつ双方に、ゼルマンは、


「……ああ、やれやれ」


　と、ぼやいてドミノから手を離はなした。


「静かにしろよ、お前ら。騒そう々ぞうしい」


「どういうことっスか、ゼルマンさん！　まさかあんた、『カンパニー』と取り引きでもしたんじゃ!?」


「……お前が能のうなしなのはよくわかったぜ、マルコイ。だから、その口を閉とじて、大人しくしてろ」


「ゼルマンさんっ。事じ情じようは知りませんが、その三人は見み過すごせません。『カンパニー』が身み柄がらを引き取りますが、よろしいですね？」


「お前も黙だまれ、調停員コンプロマイザー。場所を弁わきまえろ。ここはオレのテリトリーだ。『カンパニー』だろうがウォーロック家だろうが、セイ本人だろうが口出しはさせない」


　そして憤いきどおる両者を無む視しし、ゼルマンは床から腰を上げてソファに移い動どうした。


「そして繰くり返かえすが、静かにしろ。ドミノ倒たおした奴やつ、殺すからな」


「何言ってんスか、ゼルマンさん！」


「ふざけないで下さい！」


　マルコイとミミコが同時に叫さけぶ。ゼルマンは心しん底そこうんざりした顔を見せた。


　だらりとソファに背を預け、


「そうだな……おい調停員コンプロマイザー。気にくわないが、昨日の用よう件けんのんでやる。こいつらはオレが黙らせる。ケインの馬鹿にもそう伝えろ」


「…………」


　ミミコは警けい戒かいして返事をしなかった。


『緋眼のゼルマン』ともあろう者が、約やく束そくを違たがえるとも思えない。が、同時にあっさり口から出で任まかせを言うような気もするのだ。


　しかし、より激はげしい拒きよ絶ぜつを見せたのは、マルコイの方だった。


「冗じよう談だんじゃないっ。ウォーロック家から大金をせしめるチャンスを、みすみす見み逃のがせってのか？　『緋眼のゼルマン』が、小こ娘むすめの言いなりになるのかよ？　見み損そこなったぜ！」


　マルコイは激げつ昂こうして怒ど鳴なった。


　彼以外の仲間は、思わず互たがいに顔を見合わせた。あまりにも年長の吸血鬼――それもあのゼルマンに対する言げん動どうとしては、不ふ埒らち過すぎると感じたのだろう。


　だが当のゼルマンは飄ひよう然ぜんとしていた。


「じゃあいいぜ、マルコイ。そのまま突とつ撃げきして、『銀刀』にバッサリ斬きられちまえよ」


「な!?」


「マルコイよ。お前、転てん化かして何年になる？　お前らがどう足あ搔がいたって、その男には手も足も出ない。その程てい度どのこと、マジでわからないのか？」


　ゼルマンは無む言ごんで剣けんを構かまえるジローを眺ながめたあと、マルコイに向かって、そう告げた。


　もちろん彼を挑ちよう発はつする意い図となどない。ゼルマンは、当たり前のことを、当たり前に口にしただけだ。そのことは、その場にいた全員がわかることだった。


　だが、マルコイだけはわからなかった。


「だったら手を貸してくれればいいだろう！　あんただって『夜会カヴン』の吸血鬼なんだぞ！　協力して当たり前だっ。あんた、それだけのものを持ってるじゃないかっ！」


　ぴくり、とゼルマンの眉まゆが微び動どうした。


　長い睫まつ毛げがゆっくりと持ち上がる。仮か面めんのような無表情になり、ゼルマンはマルコイに目を向けた。


「……ああ？」


「そうだろ？　力っ。権けん力りよくっ。女に、血！　あんたはなんだって持ってるじゃねえかっ。欲しい物はなんだって手に入るじゃねえかよっ。だったら、俺たちが金を奪うばうのを、少し手て伝つだうぐらいなんだってんだ。こいつを捻ひねるのだって、あんたなら朝あさ飯めし前まえのはずだろ？　手を貸してくれよ、ゼルマン。俺たち、あんたに憧あこがれて『夜会カヴン』に入ったんだぜ？」


　マルコイは唾つばを飛とばして叫んだ。彼を見るゼルマンの瞳。その緋ひ色いろの双そう眸ぼうから徐じよ々じよにあらゆる感情が消えていくのに気付かない。


　と、突然ゼルマンが笑わらった。発する先から干ひ上あがるような、カラカラに乾かわいた笑い声だ。ミミコは思わず、鳥とり肌はだを立てた。


　そして、


「……おい」


　と、あごをしゃくった。


　その示しめす先は、マルコイの足あし下もと。興こう奮ふんした彼の足下で、ドミノが踏ふみ倒されていた。


「言ったよな？」


　その直後、マルコイの全身が炎ほのおに包つつまれた。


　凄すさまじい熱ねつ波ぱだ。絶ぜつ叫きようが上がる。息をのむミミコをジローが庇かばい、マルコイの仲間たちが逃にげ惑まどった。


　マルコイは火だるまになって床を転ころがった。ゼルマンはその様子を、ソファに座すわったまま冷れい然ぜんと眺ながめていた。


「……なんでもできる、か。まあ実じつ際さい、たいがいのことはできるな。お前に指し摘てきされるまでもねえよ」


　そして、それまで完かん璧ぺきに制せい御ぎよされていたゼルマンの気け配はいが、怒ど濤とうの勢いでクラブを満みたした。


「いけません、ゼルマン！」


　ジローが叫んだ。しかし届とどかなかった。


　次の瞬間、ゼルマンの視線が一いつ閃せんした。逃げていたマルコイの仲間たちが、瞬しゆん時じに炎えん上じよう――どころか消けし炭ずみと化した。抵てい抗こうできる者など皆かい無むだった。そして、ゼルマンには興奮すらない。煙草に火を点けるのとまったく同じ様子だ。


　スプリンクラーが作さ動どうし、天てん井じようから放ほう水すいが始まった。ゼルマンは全身が濡ぬれるのも構かまわず、座ったままジローとミミコに顔を向けた。


　流りゆう水すいに焼かれ、ジローも白はく煙えんを上げている。だが、彼は全身の毛を逆さか立だてて剣をゼルマンに向け、震ふるえながらしがみつくミミコを、背はい後ごに庇っていた。
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「見たかよ、お前ら。この様ざまを」


　とゼルマンは二人に言った。


「金だの、力だの……『カンパニー』だの、『夜会カヴン』だの。結けつ局きよくこいつらは――お前らは何がしたいんだ？　くだらねえ……」


　ゼルマンの額ひたいに、濡れた赤毛が張はり付ついている。水すい滴てきをまとう彼の姿は、その残ざん酷こくさに匹ひつ敵てきするほど、妖よう艶えんなまでに美しい。


　そんな彼の視線が、ミミコとジローの二人を見み据すえた。


「……退屈だ」


　と唐とう突とつにゼルマンは言った。


「マジに退屈だ。お前ら兄弟が特区に来てからは、少しはマシになった。だが、それでも気が付くと、オレは退屈をもてあましている。我われながら困こまったもんさ。どうすればいいと思う、『銀刀』？　なあ、調停員コンプロマイザーよ？」


「…………」


　ミミコもジローも答えられなかった。舌したと唇くちびるが痺しびれるように動かなかった。


　赤い瞳の中に、八百年の虚きよ無むがある。何かを切せつ望ぼうし、それに絶ぜつ望ぼうし続けた虚無だ。赤く光る二つの虚無が、若い吸血鬼と人間の少女を射いすくめていた。


「……オレを退屈させるな」


　とゼルマンは繰り返した。


　それから不ふ意いに笑い、どこまでも虚むなしく響ひびく少年の声で言う。


「頼たのむぜ」




インターミッション４







　人ひと気けの消えた『夜光虫』で、小さなハミングが聞こえていた。


　その小さなハミングは、注意して耳を澄すませていなければ聞き取れないほど、微かすかで儚はかなげな調しらべだった。


　ルイ・アームストロングの『この素晴らしき世界Ｗｈａｔ　ａ　Ｗｏｎｄｅｒｆｕｌ　Ｗｏｒｌｄ』。


　口ずさんでいるのは、ゼルマンである。


　ゼルマンは独ひとりだ。店の床ゆかに胡座あぐらをかき、ドミノを並ならべている。


　コトン、コトン――というドミノを床に置く音が、途と切ぎれ途切れに聞こえてくる。


　カウンターの間かん接せつ照しよう明めいがあるだけで、店内は薄うす暗ぐらい。


　その薄うす闇やみの中に、ゼルマンがくわえた煙草たばこの先から、一いち条じようの紫し煙えんが上がり、溶とけ込こんでいた。


　か細く流れる、繊せん細さいなメロディー。


　しかし、そのメロディーを紡つむぐゼルマンの顔には、なんの表情も浮うかんでいない。


　彼の美び貌ぼうに翳かげりはなく、むしろ、あらゆる感情が剝はく離りしたが故ゆえの、非ひ人間的な美があった。


　どこにも辿たどり着かない、ただ存そん在ざいするだけの美だ。


　ゼルマンは、静かに歌いながらドミノを置く。


　コトン、コトン、と音がする。


　部屋には、スプリンクラーでも洗あらい流せなかった気け配はいが、いまもまだ漂ただよっていた。死と殺さつ戮りくの気配。しかしゼルマンは気にしない。なぜなら彼は、まさしくその気配の中で八百年間生きてきたからだ。ただ、独りで。


　コトン、コトン、と音がする。


　ゼルマンはドミノを置く。


　コトン、コトン、と音がする。


　ゼルマンは独り、思いに浸ひたる。


　ハミングが、続く。









　　第五話　ある吸血鬼の僕しもべ










　古こ来らい、人は吸血鬼ブラツク・ブラツドを忌いみ嫌きらう一方で、その存そん在ざいに淡あわい憧しよう憬けいを抱いだいてきた。


　人を狩かる超ちよう越えつ的てきな力。


　永遠を生きる不ふ滅めつの生命。


　威い圧あつ的な太陽からも、息いき苦ぐるしい社会からも、時の流れからさえも束そく縛ばくされることのない、月つき夜よの住人。


　彼らは、人が夢む想そうしつつ決して獲かく得とくし得えない神しん秘ぴを、有あり余あまるほど有ゆうしている。それ故ゆえに、その存在が罪つみと知りつつ、またおぞましさに恐きよう怖ふしつつも、人は彼らに魅みせられる。


　自し然ぜん界かいにおいて人類の上に位い置ちする者。


　彼らが己おのれの支配者であることを、人は本ほん能のうで知っているのかもしれない。
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　金曜の午後四時半。


　すでに頭は半分週末で、葛かつら城ぎミミコは終しゆう業ぎようまでの残り時間を書しよ類るい整せい理りで潰つぶしていた。


　ところがそんなミミコの許もとに、思わぬ人物から電話がかかってきた。しかも、これから会って話せないかと言う。ミミコは戸と惑まどいつつも承しよう諾だくし、ホワイトボードに「直ちよつ帰き」と書き込こんで事じ務む所しよを出た。


　待ち合わせ場所は新市街区ニユー・ヤードのとある喫きつ茶さ店てん。ミミコが店に入ると、彼女を呼び出した人物が、奥おくのテーブルで立ち上がった。


「急に呼び出して申もうし訳わけありませんでした」


「いいえ。でもびっくりしました。まさかサユカさんから電話を貰もらうなんて思ってもみませんでしたから」


　ミミコが率そつ直ちよくに言うと、白しら峯みねサユカは楚そ々そと微笑ほほえんだ。


「お互たがい、立たち場ばが立場ですものね。でも、あなたとなら互いの立場を踏ふまえた上で、有ゆう益えきなお話ができるかと思いまして」


「そう言ってもらえると光こう栄えいです。あたしたち調停員コンプロマイザーは、話し合いこそ本ほん分ぶんですから」


　二人はそう言葉を交かわして席せきに着ついた。


　サユカはライトグレーのスーツ姿だった。眼鏡めがねが知的な印いん象しようを与あたえる美人である。確たしかまだ二十歳はたち過ぎのはずだが、物もの腰ごしが大人おとなびている。


　サユカと向き合うミミコは、密ひそかに胸むねを弾はずませた。何しろ、彼女が日ひ頃ごろ相手をしているのは、野や卑ひで野や蛮ばんな吸血鬼ばかりである。こんな風なハイソな雰ふん囲い気きでの話し合いなど、滅めつ多たにないことなのだ。


　しかし、気を抜ぬくことはできなかった。


　サユカはゼルマン・クロックの僕しもべだ。


　反はん『カンパニー』陣じん営えい中ちゆう、最さい古こ最さい強きようの吸血鬼『緋ひ眼がんのゼルマン』。サユカは彼に心しん酔すいし、人の身でありながら、自みずからの意い志しで彼に仕つかえている。ミミコとは敵てき同どう士し、と言えなくもない関係だった。


「話というのは他ほかでもありません。先日の『夜や光こう虫ちゆう』での件けんです」


　とサユカは切り出した。


　数日前のことだが、反『カンパニー』勢せい力りよくのひとつ『夜会カヴン』内部で、ちょっとしたゴタゴタがあった。そのときゼルマンは、騒さわぎの元となった吸血鬼たち――本来彼の身み内うちであるはずの若い吸血鬼たちを抹まつ殺さつし、事を収おさめた。ミミコも現げん場ばに立ち会ったのである。


「あのあとゼルマン様は機き嫌げんを損そこねられまして、詳くわしい事情は何ひとつ教えて下さいませんでした。しかし正直に申し上げると、似にたようなことは以前にもあったのです。ゼルマン様は基き本ほん的に下の者に寛かん容ようなのですが、ときに容よう赦しやなく制せい裁さいを下されます。詳しよう細さいを知ろうにも、当とう事じ者しやはすでに死んでいますし」


「なるほど。それで居い合あわせたあたしに？」


「はい。やはりどうにも気になってしまって。差さし支つかえなければ教えて頂いただけませんか」


　サユカの頼たのみにミミコは「わかりました」と答え、あのときの様子を説明し始めた。


　話を聞く間、サユカは身じろぎひとつしなかった。終しゆう始し冷れい静せいに耳を傾かたむけ、聞き終えると小さく息をついた。


「……そういうことだったのですね」


「あのときはあたしもビビって――あ、いえ、動どう転てんしてしまいました。サユカさんの前で言うのもなんですが、彼の危き険けん性せいについて再さい認にん識しきしたと言いますか」


「危険……確かにそうですね。誰だれにとっても、ゼルマン様は危険な存在なのでしょう」


　サユカはぼそりとつぶやいた。ミミコは思わず耳を疑うたがった。


「どうしました？」


「あ、す、済すみません。意い外がいだなと思って。サユカさんはゼルマンさんのことを、あの、し、慕したってるんだと思ってましたから」


　するとサユカは婉えん然ぜんと微笑した。


「もちろんです。私はゼルマン様を心から敬けい愛あいしていますわ」


　サユカは断だん言げんした。その堂どう々どうとした誇ほこらしげな物もの言いいに、ミミコの方が顔を赤くした。


「しかしそれは、ゼルマン様を盲もう信しんするということではありません。私はゼルマン様のお役に立ちたいと思っていますし、そのためにはあの方の危険性についても、十じゆう分ぶん把は握あくしている必ひつ要ようがあります。違いますか？」


「い、いえ。仰おつしやる通りです」


「それに」


　とサユカが柔やわらかく笑う。


「吸血鬼というものは、本質的に危険な存在ですもの。あなたならよくご存じでしょう」


　どこか打うち解とけた口く調ちように、ミミコは大きく頷うなずいた。


　考えてみれば、サユカはゼルマンの側そばに仕え、ミミコの側にはジローがいる。主あるじと護衛クローザーという違いはあっても、吸血鬼と生活していることに変わりはないのだ。


　そして二人とも、若い女性ながら吸血鬼の集団と関かかわり合って働はたらいている。立場は違うが、境きよう遇ぐうは似に通かよっているのである。


　と、そう考えた瞬しゆん間かん、ミミコはあることを思いついた。


「あ、あの、サユカさんっ」


「はい？」


「突とつ然ぜんで失しつ礼れいかもしれませんが……明日とか、お時間あります？」
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「ゼルマンの僕しもべと、外で食事？」


「そ。ジローさんも知ってるでしょ？　白峯サユカさん。今日、ちょっとお話ししたの。それで、これを機きにもっと仲なか良よくなれないかなって思って」


　その日の夕食時、食しよく卓たくを囲かこむジローとコタロウの兄弟に、ミミコはサユカとのことを話した。


「いいな、いいなー。ねえ、ミミちゃん。ぼくも行っちゃ駄だ目め？」


「だーめ。ただ遊あそぶわけじゃないんだから」


　羨うらやましがるコタロウに、ミミコは澄すまし顔で答えた。


「『夜会カヴン』とゼルマンのことは、以前から『カンパニー』でも問題になっていたの。もしサユカさんとの間に交こう渉しようのパイプを設もうけることができれば、この前みたいな事じ態たいを回かい避ひできるかもしれないじゃない？」


「……彼女がゼルマンを裏うら切ぎるとは思えませんが」


　ジローが言うと、ミミコは、これだから男は、と言いたげな眼まな差ざしを向けた。


「そんなの当たり前じゃない。サユカさんは『敬愛』なんて言ってたけど、彼女は絶ぜつ対たいゼルマンのことを、あ、愛してるのよっ。でも、彼女はちゃんと周まわりのこともわかってるの。トラブルを起こさないことが、結けつ局きよくは、彼にとってもプラスになる。彼女はきっと協きよう力りよくしてくれるわ。あ、愛する人のためにねっ」


　なぜか頰ほおを赤らめながら、ミミコは力強く演えん説ぜつした。ジローは疑うたがわしげな顔のままだが、コタロウは無む邪じや気きに拍はく手しゆを送っている。


「それにね。彼女って、ほら、『大人』じゃない？　落ち着いてるし、理り知ち的てきだし、その上洗せん練れんされてるし。誠せい意いをもって話せば、解わかり合えると思うのよ。何せ――お互い吸血鬼には苦く労ろうさせられてることだし」


　と含ふくみのある視し線せんを兄弟に向ける。


　ジローは心しん外がいそうな顔をしたが、前半の台詞せりふには、「確かに」と同どう意いを示しめした。


「さすがはゼルマンが選んだ人じん材ざいと言いますか。ずいぶん有ゆう能のうそうな方でしたね」


「でしょう？」


「それに、なんと言ってもお美うつくしい」


「ん？」


「たおやかと言いますか、しとやかと言いますか。礼れい儀ぎ正ただしく忠ちゆう実じつで、いまどき珍めずらしい大和やまと撫なでし子こです。しかも若いのに芯しんはしっかりしていらっしゃる」


「……んー。ま、まあ……ねえ」


「なんだか優やさしそうだよね？」


「お。コタロウもそう思いますか。そうですね。あのゼルマンに長く仕えているぐらいです。きっと大らかで柔にゆう和わな方なのでしょう」


「いつも綺き麗れいな格かつ好こうしてるしっ」


「言こと葉ば遣づかいも大変丁てい寧ねいです」


「近くに行くと、いいにおいがする！」


「可か憐れんですよね。それでいて、そこはかとない色いろ香かがあると申しますか」


「…………」


　いつしかミミコは黙だまり込んでいた。


　その目の前でコタロウは、


「きっとお料理も上じよう手ずなんだよね」


　と晩ばんご飯のポークソテーをひと口齧かじり、何なに気げない仕し草ぐさでケチャップをかけた。


「家事などもこなされているのでしょうね」


　とジローが羨ましそうに言った。偶ぐう然ぜんにも彼の背はい後ごでは、脱ぬぎ捨すてられたままのミミコの上着がソファの端はしにひっかかっている。


「お金持ちなのかなあ？」


　コタロウがぼんやり口にした。一いつ瞬しゆん――ほんの一瞬だけ、視線が食卓のキムチ――閉へい店てん五分前大だい特とつ価か品ひん――を見る。


「教きよう養ようもおありなんでしょうねえ」


　ジローが遠とおい目をした。ちなみに、元ストリート・チルドレンである彼の雇やとい主ぬしは、そもそも義ぎ務む教きよう育いくをちゃんと受けていない。


『はあ』


　奇くしくも兄弟は声を揃そろえて、儚はかなげなため息をもらした。


　直後、バンッとテーブルが叩たたかれ、兄弟は夢から覚さめた様子で首を縮ちぢめた。


「……そういうわけだから、明日の晩ご飯は二人で食べて。いいわね？」


　じとりとした目でミミコがにらむ。


　兄弟はコクコクと何度も頷き、大人しく食事に集中した。
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　言うまでもなく私服で会うのは初めてだ。昨さく夜やの食卓でなんとなく闘とう志しに火が点ついたミミコは、気合いを入れて服を選ぶと、二時間かけて髪をセットした。
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　昼過ぎに古ビルを出る。約束の時間より三十分も早く着いたのだが、サユカはすでに到とう着ちやくしてミミコを待っていた。


　人でごった返がえすバス・ターミナル。彼女を遠目に見つけた瞬間、ミミコは、


「……うお」


　と目を見み張はった。


　なんと言うか……まるで映えい画がの――それも古いモノクロ映画のワンシーンのようだ。人ひと込ごみの中、そこだけスポットライトが当たっているようである。そんな馬ば鹿かな。白いコートに茶色いブーツとマフラー。なんのことはない地じ味みな服ふく装そうなのに、なぜああも？


「……おい、お前行ってみろよ」


「馬鹿。さっきからあの子に声をかけた奴やつ、全員振ふられてんだぞ」


「うーん。でも、マジいいって。なんつーか、そっと誰かを待ってる姿すがたがいーよ」


「そういや、声かけた連れん中ちゆう、振られたくせに幸せそうな顔してたなあ。あー、やっぱ俺おれもチャレンジしてみよっか」


　たまたま通りかかった男どもの台詞が聞こえてくる。見れば、遠とお巻まきにサユカを眺ながめているのは、彼らだけではないようだ。


　あの隣となりに並ならぶのかと思うと早くも挫くじけそうになった。いまからでも携けい帯たいにかけて待ち合わせ場所を変へん更こうしようか。そう思っていると、向こうが先にミミコに気付いた。ミミコは覚かく悟ごを決めて彼女の側そばに駆かけ寄よった。


「ごめんなさい。待たせました？」


「いいえ。私も来たばかりです。それより、このあとの予よ定ていですが」


「ああ。昨日言った通り、少しぶらぶら歩いてから、買い物でもして食事にしましょう」


　普ふ段だんミミコの休日の過ごし方は、デパートの地下で総そう菜ざいの試し食しよくや、化け粧しよう品ひん売り場での試し供きよう品ひん選び。せいぜいがウィンドウ・ショッピングである。だが、さすがにサユカをそれにつき合わせるわけにもいかない。公こう園えんを散さん歩ぽして軽くお茶や買い物を楽しめばいいかと思っていた。


　ところが、


「実はオペラのチケットが手に入りました」


「お、おぺら？」


「『カルメン』です。悪くないキャストですよ。ミミコさん、オペラに興きよう味みは？」


「た、タシナム程てい度どには……」


　もの凄すごい勢いきおいで目を逸そらしながら言う。サユカはにっこり笑った。
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　オペラのあとは近くの近きん代だい美び術じゆつ館かんに入り――もちろん初めて入った――絵かい画がや彫ちよう刻こくを鑑かん賞しようしたあと、館かん内ないのロビーで一いつ杯ぱい千円の紅茶を飲んだ。ほのかに薔ば薇らの香かおりがしたが、味はよくわからなかった。


　その次はショッピングだ。サユカはミミコを区内最大のショッピング・モール――これも初めて入った――に連つれていくと、ごくごく自然に高こう級きゆうブティックが店を連つらねる階かいへと移い動どうした。


　雑誌でしかお目にかかったことのない品々が、棚たなに展てん示じされている。そして、どの店も入るたびに店員が駆かけつけ、目玉が飛び出そうな靴くつやらバッグやら服やらを勧すすめてくる。


　結局サユカは何も買わなかったのだが、応対が良かったためか、店員たちは気を悪くする素そ振ぶりも見せなかった。ちなみに、ミミコに接せつ客きやくしたのはたった一人で、それも彼女の装よそおいを一いち瞥べつした途と端たん、店で一番安いキーホルダーを勧めてきた。わかってはいたが、ミミコは少なからぬショックを受けた。


　途と中ちゆう、サユカの携帯が鳴り、彼女は「失礼」と断ことわって電話に出た。


「はい――ああ、その件けんはすでに処しよ理り済ずみです。いいえ、とんでもない。それと――ええ。例の契けい約やくは来週中にでも。ご心配には及およびませんわ。先せん方ぽうの業ぎよう績せきはここ二年右みぎ肩かた上あがりですし、御おん社しやにとっても――はい。それでは週しゆう明あけに」


「……サ、サユカさん？」


「ああ、ごめんなさい。デイトレードで知り合ったＩＴ企き業ぎようの社長なんですけど、一度投とう資し信しん託たくの相そう談だんに乗ったら気に入られてしまって。ときどきファンド・マネージャーの真ま似ね事ごとをさせられてるの」


「……………………はあ」


　もう、それ以い上じようの感かん想そうすら浮うかんでは来なかった。


　そうこうするうちに日が暮くれた。どこか店を予よ約やくしているかと尋たずねるサユカに「いいえ」と返事すると、彼女はタクシーを拾ひろい、静かな料りよう亭ていに向かった。


　案内されたのは奥の座ざ席せき。床とこの間には掛かけ軸じくと梅の花。切きり窓まどの向こうには苔こけむした庭にわに鹿しし威おどし。こぢんまりした器うつわに盛もられた料理が、次から次に運ばれてくる。


　サユカはお手本のような優ゆう美びな箸はし遣づかいで、小こ皿ざらの料理を口に運んだ。ミミコは油あぶらの切れたような動きで料理に箸を付けたが、口にした途と端たん目を丸くした。


「すご!?　何これ？　美お味いしいっ」


「良かった。口に合ったみたいね」


　だいぶ砕くだけた口く調ちようになったサユカが、舌した鼓つづみを打つミミコを見て微笑ほほえんだ。ミミコも緊きん張ちようを解といて笑い返した。実は、安さとボリュームが売りのイタ飯めし屋やを候こう補ほに考えていたのだが――予約なんかしなくて本当に良かった。


「今日は色々連れ回してしまってごめんなさいね」


「いいえっ。その……正しよう直じき慣なれない所ばかりだったけど、楽しかったですよ。本当に」


　いくらかのお世せ辞じを交まじえて言うと、サユカは「そう」と頷いた。


　そして、


「それで……今日のお誘さそいなんだけど。今後私とあなたの間で、個人的なパイプを持つため――そういう理解でいいのかしら？」


　突とつ然ぜんサユカが切り出した。口振りは親したしげなままだが、瞳ひとみは冷れい静せいにミミコを見み据すえている。


　ミミコは箸を持つ手を止めた。苦く笑しようが浮かんだ。


「……お気付きだったんですね」


「それ以外にないもの。あなたが私とデートしたがる理由なんて」


　サユカは不ふ敵てきに微笑んだ。ミミコもぐっと気を引き締しめた。


「サユカさんも仰いました。あたしたちなら、互いの立場を踏ふまえた上で、有ゆう益えきなお話ができるって」


「……そうね。情じよう報ほうのやり取りという意味でなら、有益な関係を築きずけるかもね」


「でしたら――」


「でも、どうかしら？　私たちは立場が違ちがう。それは単たんに組そ織しきの違いだけじゃないと思うけど？」


　サユカは冷ひややかに言った。ミミコは少し鼻はな白じろんだ。


「どういう意味ですか？」


「たとえば、この前の『夜光虫』の件。あなたはあの件について、どう思う？」


「どうって……だから、危険だな、って。揉もみ消せたからよかったものの、あんなことが何度もあったら特とつ区くの平和は乱みだされます。今後は同様な事じ態たいを回かい避ひできるよう、サユカさんと協力できればと思ったから――」


「でしょうね。でも私の意見は正せい反はん対たい。私は、ゼルマン様のしたことは正しいと思ってる」


　素そっ気けなく告つげるサユカに、ミミコはぴくっと眉まゆを動かした。


「……それは、主が決定したことだから、ですか？」


「盲もう信しんはしないって言ったでしょ？　そうじゃなく、私は公こう正せいにゼルマン様の行動を評ひよう価かしているの。むしろ遅おそすぎたぐらい」


　とサユカは挑ちよう発はつ的てきに続けた。


「ゼルマン様は下の者に寛かん容ようなの。寛容すぎるほどだわ。ああいう連れん中ちゆう、『夜会カヴン』にはいっぱいいる。全員焼やき滅ほろぼしてしまえばいいのにって、いつも思ってる」


「どうしてっ？　同じ仲間でしょう？」


「とんでもない。それは、役に立つ者もいれば、心からゼルマン様を慕したって献けん身しんする者もいる。そういう吸血鬼たちは、少なくとも私にとっては、ゼルマン様に仕える者として仲間と呼べるかもしれないわね。でも、ほとんどはただの寄き生せい虫ちゆうよ。いなくなる方が、ゼルマン様にとって、ずっといいわ」


「そんな……」


　清せい楚そな美び貌ぼうで平然と、サユカは辛しん辣らつな台詞を口にする。ミミコは唇くちびるを嚙かみしめた。


　サユカの人物像を大きく見み誤あやまっていた。『カンパニー』の理り想そうに賛さん同どうを得えられないことは考えていたが、まさかこれほど基き本ほん的てきな思し想そうに温おん度ど差さがあるとは思っていなかった。


「なら、どうしてゼルマンさんは『夜会カヴン』にいるんですか？　彼が他の吸血鬼に親しみを感じているからではないんですか？」


「もちろん違う。ゼルマン様だって、他の奴らなど知らないと言っていたでしょ？」


「確かに口では言っていますが――」


「あの方は噓うそなど吐つかないわ。あの方が『夜会カヴン』にいるのは、気が付いたら周囲がそういう風に見ていたから。その点では、私も忸じく怩じたるものがあるわね。ゼルマン様ったら、身の回りのことに無む頓とん着ちやくなんですもの」


　サユカは涼すずしい顔で、小さく肩を竦すくめた。


　彼女の態たい度どは本心からのものだろう。ある意味、噓を吐いたまま同どう盟めいを結ばれるよりは、率そつ直ちよくにものを言ってくれて助かったかもしれない。しかしこれでは、最初に想そう定ていしたような協きよう力りよく態たい勢せいは、到とう底てい望のぞめない。


　ただ、サユカは今日の誘いには応おうじたのである。彼女には何らかの思おも惑わくがあるのだ。


「……情じよ報うほうのやり取りと仰いましたね」


「ええ、そうよ。『夜光虫』の件はさておき、私も基本的にはトラブルを望まない。特に、ゼルマン様を煩わずらわせるようなトラブルは。『カンパニー』も『夜会カヴン』との交こう渉しようには手を焼いてるのでしょう？　なんなら、次からは私がその窓まど口ぐちになってもいいわ。これならお互たがいに損そんはないはず。どうかしら。その線で手を打たない？」


　至し極ごく淡たん々たんとサユカは提てい案あんした。


　確かに悪くない提案だった。この際さい、私し情じようを交まじえず彼女とのパイプだけでも確かく保ほするのが得とく策さくだった。


　しかしミミコは言わずにいられなかった。


「……それは、本当にゼルマンさんのためになることでしょうか？」


　初めてサユカの表情が硬かたくなった。


「……なんですって？」


　と彼女は低い声を出した。


「彼の役に立たない者を、排はい斥せきし、遠ざける。ただ彼を敬うやまい、無む条じよう件けんに従したがう者だけを側に置く。そんなことをしていれば、彼はいつまで経たっても本当の仲間を得えられません。いつまでも孤こ独どくなままです」


　ミミコは顔を伏ふせて言った。それから上うわ目め遣づかいにサユカを見やり、思い切ったように口を開けた。


「彼言ってました。『退たい屈くつだ』って。すごく渇かわいた、孤こ独どくな目だった。まるで、情じように飢うえてる子こ供どもみたいだった。彼が下の者に寛容なのも、メンバーの不ふ始し末まつをぎりぎりまで庇かばおうとしてたのも、彼が他の吸血鬼たちとの繫つながりを求めているからじゃないんですか？」


　その台詞を聞いたサユカは、それまでと形ぎよ相うそうを変えた。目を吊つり上げ、顔を赤くし、険けわしい視し線せんでミミコをにらみつけた。


　ただ、いまにも激げつ昂こうしそうになりながら、それでもサユカは声を荒あらげなかった。短くない濃のう密みつな沈ちん黙もくのあと、


「あなたに何がわかるの」


　と吐はき捨すてた。


「あなたに言われるまでもない。ゼルマン様が抱かかえる孤独なら、誰よりも私が承しよう知ちしているわ。私が少しでも癒いやせるのなら、どんな犠ぎ牲せいを払はらってでもそうしている。けどね。ゼルマン様は私やあなたと――他のあらゆる吸血鬼とは違うの。あの方は数少ない『闘とう将しようアスラ』の血を継つぐ血けつ統とう。八百年もの時を生きた古血オールド・ブラツドなの。あの方と対たい等とうな『仲間』になれる存在が、この世界にどれだけいると思う？　あの方を『退屈』させずに済む存在がどれだけいると？」


　サユカは大人しかった物もの腰ごしをかなぐり捨てて捲まくし立てた。たぶん、触ふれてはならない逆げき鱗りんに触れたのだ。ミミコは圧あつ倒とうされそうだったが、必ひつ死しになって反はん論ろんした。


「そんな決めつけは間ま違ちがっています。どうして力の優ゆう劣れつで仲間に『資し格かく』を設もうけるんですか？」


「吸血鬼にとって力のあるなしがどれほど重じゆう要ようかもわからないの？　人とは違うのよっ」


「いいえ、違いません」


　反はん射しや的てきに、しかしきっぱりと、ミミコはサユカの意見を否ひ定ていした。


「人も吸血鬼も本ほん質しつは同じです。何年生きようと変わりません。孤独を埋うめる方法なんか、ひとつしかない。心を開けばいいんです。力なんか、関係ない」


　強い声で、ミミコは言った。サユカの目をにらみ返した。


　しばらく二人は押おし黙だまったままにらみ合っていた。が、不ふ意いにサユカが脱だつ力りよくし、皮ひ肉にくっぽく唇を歪ゆがめた。


「心を開くですって？」


　その声は、ひどく寂さびしげで、ミミコは『夜光虫』で見たゼルマンを思い出した。


「それができれば……苦労はないわよ」


　結けつ局きよく、二人とも口を開けなくなった。どちらもうなだれたまま、二人は食事を終えた。
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　店を出たあとも二人の間に会話はなかった。


　いまさら、情じよう報ほう交こう換かんの話を持ち出すのも気まずい。今日の交こう渉しようは破は談だんだった。


　しかし、ミミコは胸にもやもやしたものを抱かかえていた。交渉が失しつ敗ぱいに終わったからではない。サユカも同じではないだろうか。さっきから口をきかないが、何か言いたそうな気け配はいは伝つたわってくる。


　店を出て表おもて通どおりに出ると、サユカがタクシーを止めた。最後にミミコに振り向き、


「……じゃあ」


　とだけ言ってタクシーに乗った。


　その瞬しゆん間かん、ミミコは思い切ってタクシーに同どう乗じようし、隣となりのシートに座った。サユカは驚おどろいて目を見開いた。


「すみません。第七地区セブン・ヤードまで」


　とミミコがドライバーに告つげる。


「……どういうつもり？　まだ交渉の余よ地ちがあるとでも？」


　棘とげのある口くち振ぶりだった。ミミコはそれには答えず、


「飲みましょう」


「……え？」


「そういう気分なんです。つき合って下さい」


「な、何を言ってるの。そんな勝かつ手てな……」


「今日はずっとサユカさんにつき合いました。最後はあたしが行きつけの店を紹しよう介かいします」


「……私、お酒は嫌いなの」


　むっつりとしてサユカは言った。ミミコはちらっと横よこ目めに見やり、


「逃にげるんですか？」


「ふん。何を、青あお臭くさいことを」


「『緋ひ眼がんのゼルマン』に仕つかえる者が、酒も飲めずに敵てき前ぜん逃とう亡ぼうですか？」


　我ながらどうかと思うぐらい無む理り矢や理りな当あてつけだった。が、それでもサユカは過か敏びんな反はん応のうを見せた。


「……敵、と言ったわね。なら、容よう赦しやしないわよ？」


「受けて立ちます」


　さらりと答えると、サユカは上じよう等とうだと言わんばかりにシートに身体を預あずけた。
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　そして二人は、ミミコがたまに同どう僚りようたちと寄る、小さなバーに入った。


　注ちゆう文もんしたビールが来ると、二人は相手の目をにらんだまま、無言で大ジョッキをかち合わせた。


「そもそも――」


　と互いにひと口でジョッキを半分空あけたあと、ミミコはおもむろに切きり込こんだ。


「サユカさんの考え方は古いと思います。吸血鬼ってものを特とく別べつ視しし過ぎです」


「人と吸血鬼は異ことなる生き物よ。特に古血オールド・ブラツドは別べつ格かく。力。知ち識しき。品ひん格かく。すべてにおいて、人の上じよう位い種しゆといえるわ」


「幻げん想そうです。あんなの、全然どーってことないです。根っこはむしろ、ガキです」


「失しつ敬けいね。言っておくけど、あなたの所の『銀ぎん刀とう』とゼルマン様を、一緒に語らないでもらえるかしら？　古血オールド・ブラツド同どう士しでも格が違うのよ。格が」


「そうかもしれませんが、やっぱり同じです。所しよ詮せん同じ穴あなの狢むじななんです。あいつら成長しないもん。見た目と変わりやしませんもん」


「ずいぶんな言い方だわ。たかがティーンの小こ娘むすめが。ねえ、ミミコさん。あなた生なま意い気きよ」


「ティーンでも調停員コンプロマイザーです」


「口先だけはね。頭の中身はどうかしら。疑ぎ問もんだわ」


　二人はにらみ合ったまま、にっこり笑った。


　ジョッキを呷あおる。同時に飲み干ほし、テーブルに叩たたき付け、同時に店員にお代かわりを注文する。


「このご時じ世せいに吸血鬼に仕えるってどうなんですか？　時じ代だい錯さく誤ごじゃありません？」


「小娘さんには大人のカンケイはわからないのね。いいのよ。理り解かいは求もとめないから」


「それですよ！　その、相そう互ご理解の放ほう棄きというか、相手を突つき放はなす態たい度どというか、なんですかそれは。孤こ高こう？　ひょっとしてココーを気取ってらっしゃったりしちゃってるんですか？」


「世せ俗ぞくまみれの下げ世せ話わな見方は止よしてちょうだいっ。私は、私とゼルマン様の関かん係けいを知った風に語られたくないわっ」


「だってそーでしょ？　なんでもかんでもゼルマン様ゼルマン様って！」


「そのどこがいけないのっ」


「わあ。言っちゃったよ、この人」


「ああ言ったわよ、それが何？」


「今度は開き直りですか？　第一『僕しもべ』って変でしょ、ぶっちゃけ。なんですかソレは？　ドレイ？　恋こいのドレイですか？　しかも嬉うれしそうに。オトナのマゾヒズムですか？」


「い、言ったわねっ。よくもそんな無ぶ礼れいな口をっ」


「ああ言いました。それが何か？」


　二杯目の大ジョッキが届とどく。
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　二人は目を逸そらさぬままジョッキを摑つかむと、ングングングと一気に飲み干し、同時にテーブルに叩き付けて三杯目を要よう求きゆうした。


　負けないぞ、とミミコは思った。サユカもそう思っているようだった。意外と負けず嫌ぎらいだ。自分と同じぐらいムキになっている。


　少し、楽しくなってきた。
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　結果はミミコの完かん勝しようだった。


　が、勝者の喜びは皆かい無むだった。


　目の前でサユカが泣いている。鼻はな水みずまで垂たらしていた。


「わ、私だって……私だって現げん状じようがベストだなんて思ってないっ。でもしょうがないじゃない。どれだけ言ってもゼルマン様は聞いて下さらないしっ。他に頼りになる人だっていないしっ。わた、わたし、私が頑がん張ばるしかないじゃないっ。だから私頑張ってるのに、やっぱりゼルマン様は気にして下さらないしっ」


　ほとんど号ごう泣きゆうである。


「……サ、サユカさん。実じつはお酒弱い？」


「知らないわよ、そんなのっ。初めて飲むんだから！」


「うええっ？」


「てか、そんな話してないでしょ！　聞いてる？　ちゃんと聞いてるの、あなたっ？」


「は、はい。聞いてます」


「噓うそよ噓だわ。そうやって無む駄だな努力する私を笑っているのだわ。そうに決まってるわ。畜ちく生しよう調停員コンプロマイザーなんかの誘さそいに乗った私が馬ば鹿かだったわ。『カンパニー』なんて大だい嫌きらいよ」


「お、落ち着いて下さい、サユカさん。ほら。水。水を飲んで」


「すみませーん！　ビール追つい加か！」


「サユカさーんっ」


　ミミコの狼ろう狽ばいを余よ所そに、サユカはくだを巻いたままテーブルの枝えだ豆まめをサヤごとくわえる。完かん全ぜん無む欠けつにできあがっていた。ここまで絵に描かいたような酔よっぱらいは久ひさしぶりに見た。


「……私だってね。私だって、ほんとはこんなことしたくないのよ。ほんとなのよ。私はただ、ゼルマン様と二人でひっそり暮くらしていたいの。でも、無む理りでしょ？　わかるでしょ？　わかるわよね、ねえ？」


「わ、わかりますとも。あたしだって、ジローさんが『銀刀』ってことで、これまで何度も大変な目に――」


「だから！　あんなぽっと出とゼルマン様を一いつ緒しよにするなってゆってんでしょうがっ。ほんとに覚おぼえの悪い子ね、この子ワ！」


「ひいぃ。済みません～」


　こっちまで泣きそうだ。しかしサユカはある意味絶ぜつ好こう調ちようなまま、まるでテンションを落とさない。


「ああゼルマン様ゼルマン様。あなたはどうしてゼルマン様なのですか。どうしてこの思いが百万分の一でも伝わらないのでしょう。サユカは切せつないです。胸が張り裂さけそうです。なぜあなたはあなたの僕しもべに、もうちょっと、もうちょっとでいいから、愛あいの手を差さし伸のべて下さらないのですか？　あなたが微笑ほほえんでくれるなら、サユカは世界を敵に回そうとも後こう悔かいなどしませんものを」


「も、盲信じゃん。それ」


「ああっ!?　それともゼルマン様はそれを承知の上で？　きっとそうだわそうに違いないわ。だってゼルマン様なのですもの。僕しもべの浅あさはかな思いなど、とうにお見通しのはず。ひょっとして『ウザイ』とか思われているのですか？　ごめんなさいごめんなさい申し訳ありません許して下さい。身みの程ほど知しらずはわかっているのです。ですからどうか嫌わないで。イヤ。ゼルマン様に嫌われたら私もう生きていけないいきたくないいー」


　うわああ、とサユカは突つっ伏ぷした。が、そこに新たなビールが運ばれてくると、ぐずつきながら身を起こしてングング呷った。控ひかえ目めに言って手が付けられない。


「だ、大丈夫ですよ、サユカさん。ゼルマンさんだってサユカさんのことは、憎にくからず思ってますって。その……この前も褒ほめてましたよ？　サユカさんのこと」


「ほんと!?」


　たちまち美貌を輝かがやかせて、サユカが顔を向ける。実は真っ赤な口から出で任まかせだが、ミミコは何食わぬ素そ振ぶりで頷いた。噓も方ほう便べんは、調停員コンプロマイザーの鉄てつ則そくだ。


「いてくれて助かるって。そうそう。可愛かわいい奴やつだ、なんてことも言ってたっけ」


「あら……あらあら。い、いやだわゼルマン様ったら、私なんかそんな、可愛いだなんてそんな、ゼルマン様のお美しさに比くらべたら、ああん、馬鹿ねサユカ、ゼルマン様と比べようだなんて不ふ潔けつ、もとい不ふ敬けいだわ」


「……あは。あはは……」


「ごめんなさいね、ミミコさん。さっきは料亭で酷ひどいこと言って。ほんとは今日誘ってくれて嬉うれしかったのよ。ゼルマン様はデートなんかつき合って下さらないから、外で遊あそぶなんて久しぶりだったし、実ははりきって待ち合わせより一時間も早く着いちゃって」


「……ひょっとして友達いないんデスか？」


「今日のね。オペラもね。ほんとは思い切って、ゼルマン様を誘っちゃおうかなーなんて思っていたの。なのにゼルマン様ったら、昨日きのうになって急に用よう事じができたなんて……いつもそうなの。どうしてなの？　やっぱり私に至いたらないところが……ああ、どうしよう。イヤ。ゼルマン様に嫌われたら私もう――」


「あーっ。ストップ！　サユカさんストップ！　そんなの、また誘えばいいじゃないですか。平気ですって。ゼルマンさんも結けつ構こう暇ひまなはずですよ。コタロウ君なんか、しょっちゅう一緒にラーメン屋とか――」


「それよ！　どういうことなのナニあのガキんちょ!?　ラーメン屋ですって？　お食事ですって？　何ソレ？　食事に誘われたことなんか私だって滅めつ多たにないってゆーのに、いったいどういう教きよう育いくしてんのよ、あなた！」


「そ、そんなことジローさんに言って！」


「キー、悔くやしい！　どうしてあんなガキんちょの相手ばかりっ。サユカは、サユカはあんなガキんちょにも劣おとるというのですか？　あんまりですゼルマン様っ。こ、こんなにもお慕したい申し上げていますのにぃぃ」


　そして再び号泣。大人びた態たい度どなど欠片かけらもない。


　ただ、どうすんだこれ、と思いながらも、ミミコはなぜか、少しだけ羨うらやましかった。


　誰かをこんなにも好きになったことは、ミミコにはない。たぶん、こんなにも好きになってしまえば、相手が人か吸血鬼かなんて、些さ細さいな――本当に些細な問題になるのだろう。


　それはひょっとすると、『カンパニー』が掲かかげる理り想そうの、具ぐ体たい例れいであるかもしれない。


　ふと、「あんなぽっと出」の顔が脳のう裏りに浮かんだ。ミミコは慌あわてて頭かぶりを振った。どうやら自分も少し酔っているらしい。


「サユカさんは――」


　とミミコは何気なく聞いてみた。


「ゼルマンさんのことが大好きなんですね」


「……そうよ」


　とサユカはテーブルに突っ伏したまま、くぐもった声で答えた。


「死ぬほど好き。だから私は、死ぬまであの方のお側そばにいる。たとえ――」


　そのあとは聞こえなかった。聞く必要もなかった。


　人が吸血鬼に仕える。その理由が、少しはわかったような気がした。
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「それで、交渉は決けつ裂れつ、ですか？」


「んー……一回目は、ってとこかな」


　翌よく日じつの朝。棺かん桶おけに入る前に昨さく夜やの成せい果かを尋たずねたジローに、ミミコは苦笑して答えた。


　結局あのあと、ミミコは酔いつぶれたサユカを自じ宅たくまでタクシーで送った。


　サユカの住まいは、ごく平へい凡ぼんなワンルームマンションだった。歯ブラシやマグカップなどが、全部二つひと組で揃そろっているのが印いん象しように残った。ただ、それらの片かた方ほうはやけに新しい――使った形けい跡せきがほとんどない――のが、ただひたすらにもの哀しかった。


　その上、部屋の壁には一メートル四方にまで引き伸のばされたゼルマンの顔写真が飾かざられており、部屋に戻ったサユカがコートも脱ぬがずにまずやったのが、写真に向かってただいまのちゅー。ミミコは見てはいけないものを見てしまったように目を逸そらしたものだ。その瞬間を思い出し、ミミコはもう一度苦く笑しようを浮かべた。


「交渉は失しつ敗ぱいだったけどさ」


「はい？」


「代わりに、友達が一人できた気分」


　ミミコがそう言うと、ジローは納なつ得とくした様子で棺桶に戻った。


　そのあとでチャイムが鳴り、おや、と思いながらミミコは玄関に出た。


　意外というか、予想通りというか、訪ほう問もん者しやはサユカだった。サユカは目の下に真っ黒なくまを作った顔で、


「……これ」


　とマフラーを差し出した。ミミコのマフラーだ。昨日サユカの家に忘わすれてきたらしい。


「……昨日、私のことを送って下さったみたいですね」


「覚おぼえてないんですか」


　ミミコが聞くと、サユカは無む念ねんそうに頷いた。そして、


「……見た？」


「え？　何をですか？」


「……見てないならいいのです。ご迷めい惑わくをおかけしました。それでは」


　そそくさと立ち去さろうとするサユカに、ミミコは優やさしく声をかける。


「サユカさん。また飲みましょう」


　するとサユカは足を止め、なんとも言いようのない複ふく雑ざつな表情を見せた。


「……オペラにしましょう。お酒はなしで」


　そう言い残のこして、待たせてあったタクシーへ向かう。そんな彼女の背せ中なかに向かい、


「あ、そうだ、サユカさん」


　とミミコは笑いを堪こらえながら尋ねた。


「やっぱり、おはようのちゅーもするんですか？」


　サユカは派は手でに転てん倒とうした。




インターミッション５







「書類の偽ぎ造ぞう？　今度はなんのだ？」


「はい、ゼルマン様。第八地区エイト・ヤードに確かく保ほした、隠れ家セーフ・ハウスの更こう新しん用ようですわ」


「先月も作らなかったか？」


「あれは、架か空くうの銀ぎん行こう口こう座ざを新しん設せつするための手続きです、ゼルマン様」


「面めん倒どうだな。何度も何度も」


「申し訳ありません。すぐに済すませますので、どうかご容よう赦しやください」


　サユカが深々と頭を下げる。ゼルマンは気に喰くわない様よう子すだったが、やがて「ちっ」と舌した打うちして、ソファに座り直した。


「……さっさとしろ」


「ハッ。ただいま！」


　すぐさまサユカは、一いち眼がんレフを三脚に固定し、スポットライトを点てん灯とう。レフ板の位置を何度も微び修しゆう正せいしてカメラのレンズをのぞき込む。


「は、始めます！　こちらをご覧らんになって下さい」


「……とっくに見てる」


「スマイルです、ゼルマン様っ。笑って……笑って～」


「いーから、やれ」


「で、では、いっそ冷めた目線でっ。超ちよう然ぜんと蔑べつ視しを向けるように……そ、そう、それです！　もっと冷ややかに！　もっと冷れい酷こくに……そうっ！」


「……あのな、サユカ。前から言いたかったんだが」


「あとでお聞きします！　えいっ、えいっ、えいっ！」


　パシャパシャパシャッと一いつ心しん不ふ乱らんにシャッターを切るサユカ。そのときの彼女には、ゼルマンをして口を挟はさむのを躊躇ためらわせる何かがあった。


　やがて撮さつ影えいを終えたサユカは、頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、


「ではさっそく偽造に取りかかりますっ。失礼します、ゼルマン様！」


　と言い残して、ただちにその場をあとにした。


　ゼルマンはため息を落とし、


「証しよう明めい写しや真しんね……手続き手続きと、面倒な世の中になったもんだぜ」


　面倒なのは世の中ではなく己おのれの僕しもべであることに、ゼルマンはまだ気付いていない。









　　第六話　いつか来る、その日のために










　ミミコの左ひだり手て人ひと差さし指ゆびには、月に一度、必かならず絆ばん創そう膏こうが巻まかれている。


　気にする者はほとんどいないが、それはなぜか、毎月決まって給きゆう料りよう日びの翌よく日じつだった。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　先月のことである。


「……ん」


　とミミコはわずかに眉まゆ根ねを寄よせ、顔をしかめた。そうやって口をへの字にしていないと変な声を出してしまいそうだからだ。


　古ビル二階の応おう接せつ室しつ。ソファの上になんとなく正せい座ざするミミコは、ちょうど注ちゆう射しやを打たれるときのように、顔を背そむけながら左手を伸のばしていた。


　ミミコがわざと顔をしかめるのを見て、ジローはおかしそうに目め尻じりを下げた。口にはミミコの指先をくわえている。傍はたから見ると、妙みような光こう景けいだが、毎月恒こう例れいとなった血のご褒ほう美びを頂ちよう戴だいしているところなのだ。


　ジローがちゅるちゅる血を吸すうと、それに合わせてミミコの肩かたがピクピク揺ゆれる。


　ミミコは余よ所そを向いたままだが、「くっ」とか「んっ」と鼻に抜ぬける声がもれるたびに、頰ほおがほのかに染そまっていた。


　吸きゆう血けつ鬼きに血を吸われると、吸われた人間は気持ちよくなるのだ。要ようは生せい理り現げん象しようなのだが、ミミコも乙おと女めである。恥はずかしくて、つい声を抑おさえてしまう。


　と、突とつ然ぜん、


「んひゃ!?」


　ミミコはソファの上で飛び上がり、慌あわててジローを振ふり向いた。ジローは澄すまし顔である。


「こ、こらっ！　ジローさんいま指を舐なめた――きゃんっ。や、止やめなさいって！」


「……ちゅー」


「わ、悪ふざけしないで――やんっ！　……もう！　変なことしないのっ。ほら。もう三分経たったわよ？　今月の分はお終しまい……って。ア、アッ……こらあ！」


「……ちゅー」


　ミミコが真まっ赤かになってにらむと、ジローは些いささか人の悪い微び笑しようを浮かべて、雇やとい主ぬしの指先を離はなした。


「ごちそうさまでした。大たい変へん美お味いしかったですよ、ミミコさん。力が湧わき出てくるようです」


「う～」


　ミミコは恥ずかしいのと照れくさいので頰を膨ふくらませた。


「……これでもか弱い女の子なんだからね。止めてって言ったら、無む理りに吸わないのっ」


「これは大変失しつ礼れいしました。何しろミミコさんの血は魅み力りよく的てきでして、心の弱い私は、ついついその魅力に惑まどわされてしまうのです」


「ほんとかしら？　単にジローさんが食い意い地じ張はってるだけじゃないの？」


「とんでもない。百年人の血を吸ってきた私が言うのです。血は古くから生せい命めいの源みなもととされてきました。ミミコさんの血が持つ芳ほう醇じゆんさは、しなやかな生命力があってこそ。あなたの内なる美うつくしさが、血に溶とけて脈みやく打うっているのですよ」


　わざわざ胸むねに手を当てて、ジローは饒じよ舌うぜつに言った。


　ひと月ぶりに血を吸って調ちよう子しに乗ってるな、と思いつつ、そこはミミコも年とし頃ごろの女の子である。下手に出られて褒ほめそやされれば、内心悪い気はしない。


「んー、なんか噓うそっぽい」


　と言いつつも、膨れていた頰が、ちょっとにやけていた。


「信じてもらえないとは残ざん念ねんなことです。でも、私がミミコさんの血をとても好このんでいるのは本当ですよ。生き返りました」


　虫も殺さぬ顔でにっこり微笑ほほえまれ、ミミコは思わず目を逸そらせた。


　実じつはジローに血を吸われると、感かん覚かくや感かん情じようの共きよう鳴めいが起こるのである。今回は少しよう量りようだが、それでも彼の感かん謝しやに噓がないことは、直ちよく接せつ感じ取れるのだ。


「……ん。ま、まあ、なんだかんだで護ご衛えいも頑がん張ばってもらってるしね。これはその報ほう酬しゆうなわけだし」


「おや。なんとも杓しやく子し定じよう規ぎな言い方ではありませんか。私がミミコさんをお守りするのは、何も金きん銭せんや血が目的ではありませんよ？　あなたの理り想そうに共きよう感かんし、またあなたの人ひと柄がらに惚ほれ込んだからこそ剣けんを捧ささげているのです」


「ま、また。そんな大げさな」


「いえいえ。これでも剣けん士しの端はしくれですから。仕つかえるべき人物を、疎おろそかに決めたりはしません。だからこそ、こんなにもあなたの血に惹ひかれるのでしょう。本音を言えば、ずっと味わっていたいぐらいです」


　ジローの台詞せりふに、ミミコは「……ふーん」となんでもないような生なま返へん事じをした。


　もちろん表ひよう面めんだけである。ジローがおどけているのはわかっているが、ミミコは根ねが素す直なおなので、褒められれば心が弾はずむのだ。


「じゃ、じゃあさ。もうちょっとだけ、あげよっか？」


「え？　よろしいのですか？」


「まあたまには……で、でも、今日だけだからね？　特とく別べつよ。特別？」


「ミミコさんっ。なんて優やさしい！」


　いつになく無む邪じや気きに喜よろこぶジローを見て、ミミコもつられて笑顔になった。


「ん。じゃあ……」


　と指を伸ばし、ジローの唇くちびるに近づける。


　顔を赤らめ、胸をどきどきさせながら、


「……あーん」


　が、なぜかジローが急に動きを止めた。


　ん？　と不ふ審しんに思った瞬しゆん間かん、ミミコもその視線に気付き、慌あわてて応接室のドアに顔を向けた。


　すると、少し開いていたドアの陰かげに、小さな金きん髪ぱつが、サッと隠かくれた。


　けれど、少しすると、再ふたたびそろそろと部屋の中をのぞき込んできた。


　あどけない顔の中で、つぶらかなブルーの瞳ひとみが好こう奇き心しんにキラキラ輝かがやいている。


　ミミコの顔面が沸ふつ騰とうした。


「コ、コココ、コタロウ君!?」


　弟に見つかったジローは苦く笑しようして身を退ひき、ミミコは顔をピンク色から深しん紅くに変えて伸ばした腕を背せ中なかに引っ込めた。コタロウは「ああんっ」とネズミに逃にげられた猫ねこのような顔をした。


「なんで止やめちゃうの？　続けて、続けて」


「なっ、なっ、なんのことをゆってるのコタロウ君？　あたしたちは別に、何もやってないわよっ？」


「えー？　でもいま、『あーん』って言ってたじゃない。『あーん』って」


　コタロウの直ちよく截せつ的てき表現に、ミミコの心しん臓ぞうはのたうち回った。血けつ圧あつが衛えい星せい軌き道どう目め指ざして急きゆう上じよう昇しようし、脳のう裏りが羞しゆう恥ちで埋うめ尽つくされる。


　正直に「報酬の血をあげていた」と言えば良いのに、


「子供は知らなくていいの！」


　などと、墓ぼ穴けつを掘ほるようなことを言ってしまった。


　そんなことを言われて「うん、わかったよ」と納なつ得とくするような子供はいない。たちまちコタロウの好奇心は、キャンプファイアーの如ごとく燃もえ上がった。


「えーっ、そんなのないよっ。子供かどうかなんて関かん係けいないでしょ？」


「いいのっ。コタロウ君は、まだ知らなくて！」


「じゃあじゃあミミちゃんは、『子供は知らなくていいこと』をやってたんだ？」


「な、なんてことを言うのよ！　あたしはそんな、イ、イカガワシイことはしてません！」


「だったら……」


「だああ！　いーから子供は寝ねなさい！」


「あー、ぼくだけ寝かせて、ぼくの知らないところで続きする気だー。やーら……」


「シャラップ！　やらしくない！」


　コタロウは唇を尖とがらせてブーイングしたが、ミミコだっていっぱいいっぱいである。目を白黒させ、髪かみを逆さか立だてながら、互たがいにぎゃんぎゃんと嚙かみ付き合った。


　すっかり置いてけぼりになったジローは、


「……どうも臨りん時じ報ほう酬しゆうはなしですね」


　と居いづらそうにポリポリ頰を搔かいた。
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　そんなささやかな事件から一か月。十二月も残りわずかとなった年の瀬せのことである。


　仕事も立て込んでくるが、この時じ期きＯＬにとっての福ふく音いんといえば、なんといっても冬のボーナスだった。ミミコとて例れい外がいではない。日ひ頃ごろは調停員コンプロマイザーの過か酷こくな労ろう働どうに不平たらたらの彼女も、この時期ばかりは気が付くと、


「うふふ……」


　と顔をほころばせている。


「この冬は何買おっかな～。新しいコートも欲ほしいしぃ。バッグもいいの見つけたしぃ。あ、でもまずは『クイーン・スイーツ』の厳げん選せんショコラだな。えへへ。いっぺんに三つぐらい食べちゃお。新しん作さくのシュークリームもつけちゃお」


「あー。ミミちゃん、いいなー」


「ふふーん。今年も一年頑がん張ばった、自分へのご褒ほう美びだもんね。コタロウ君にもおごってあげるよ。朝、昼、晩と、ダブル・ケチャップ・バーガーとか」


「うそっ？　ほんとに？　やったー。ミミちゃん大好き！」


　コタロウは大おお喜よろこびで跳はね回まわり、ミミコも満まん足ぞくそうに笑えみを湛たたえている。それは、小さいながらも身の丈たけにあった、確たしかな幸せを感じさせる光こう景けいだった。


　だから、ジローも悪気はなかったのだ。ただ喜ぶ二人が微笑ほほえましくて、それでつい会話に加わってしまった。


「おやおや。羨うらやましいですね、コタロウ。ミミコさん。私には何もないのですか？」


「そうね。もちろん、ジローさんにもご褒美を……」


　と、そこでピタっと二人の笑顔が静せい止しした。


　ジローは自らの失しつ言げんに気付いたが、すでに手て遅おくれだった。ついさっきまで和わ気き藹あい々あいとしていたミミコとコタロウは、笑顔の裏側で見えない攻こう防ぼうの火ひ蓋ぶたを切って落としていた。


「……そう言えばミミちゃん。そろそろ今月のお給料こづかいもらえるころだねえ」


「……そ、そうだったわね。そろそろね」


「当然兄あに者じやもまだもらってないんだよね」


「え、ええ。まだですが」


　ジローが仕し方かたなく答えると、コタロウはにんまりと頷うなずいた。


「まだなんだね。ふーん。よしよし」


「……何が『よしよし』なのかしら、コタロウ君？」


「ううん。なんでもないよ、ミミちゃん。さて、ぼくは子こ供どもらしく、お外で遊あそんでこようっと」


　コタロウはわざとらしい口くち笛ぶえを吹ふきながら、部屋を出て行った。


　ミミコはキリストがユダに向けるような眼まな差ざしで少年の背せ中なかを見送った。


　それから、ジローに半はん眼がんを向け、


「ジローさん。当然今月も、のどは渇かわいてるわよね？」


「ミミコさん。私は少しぐらい我が慢まんしても……」


「あたしの血なんか、どうでもいいと？」


「……ぜひ吸すわせて下さい」


　ジローの言げん質ちを取り、ミミコは厳いかめしく頷いた。そして夕食の支し度たくのためキッチンに向かう。ジローはまたしても居づらくなって、取りあえず部屋の掃そう除じなどをしてみた。


　ちなみに、その日から食しよく卓たくには、なぜかレバーやホウレン草が並ならぶようになった。理由は不明である。


　そして、給きゆう料りよう日び。


「はい。コタロウ君。今月のお給料こづかい」


「ありがとう、ミミちゃん。大だい事じに使うね……ふわあ」


「あら。もうあくび？　今日は早く寝ちゃった方が良さそうね。なるべく、早く」


「そうじゃないよ。実はさっきまで昼寝してたんだ。今夜は絶ぜつ対たい見み逃のがせ――ううん。なんでもない」


　コタロウとミミコは朗ほがらかに笑い合った。ジローは取りあえず新聞を大きく広げて、化け粧しよう品ひんの広こう告こくを読み始めた。


「……あ、いけない。ニンジンとジャガ芋いもが切れてたんだ。コタロウ君さ。悪いけど買い物に行って来てくれる？　おつりはあげるから、フランクフルトでも買って、公こう園えんで食べてくればいいわ」


「うん、いいよ。じゃあ兄者。一いつ緒しよに行こっか」


「待ってジローさん。そろそろ大掃除の準備があるから、地下の荷に物もつ運はこぶの手伝ってくれるかな？」


「やだなあ、ミミちゃん。粗そ大だいゴミの回かい収しゆう日びは昨日きのうだよ」


「いけない。あたしったらうっかりしてたわ。じゃあそうね。ジローさん、この前壊こわれた掃除機を修しゆう理りに出すから、電器屋さんまでつき合って」


「それはちょうどいいや。ぼくお給料こづかいもらったから、新しいゲームを買うことにするよ」


「おっと。あそこの電器屋は今日休みだった。あたしったらほんと、うっかりさん」


　再び朗らかに笑い合う二人。が、コタロウの笑みは幾いく分ぶん不ふ敵てきなニュアンスを含ふくんでおり、ミミコの笑みは眉まゆがぴくぴく痙けい攣れんしている。


　その後も、


「ジローさん、この瓶びんの蓋ふたが固くって」


　とキッチンに呼び出せば、廊ろう下かの向こうから、こちらをうかがう視線を感じ、


「ジローさん、電でん球きゆう替えるの手伝って」


　と寝しん室しつに呼びだせば――二階にもかかわらず――窓の外に金髪の頭が見え隠かくれする。


　その上顔を合わせるたびに、左手の人差し指に嚙かみ痕あとがないか、ちらちら確かく認にんしようとする。


「……ねえ、コタロウ君。『大人おとな気げない』ってどんなことだと思う？」


「さあ。ぼく『子供』だからわかんないや」


　朗らかな笑顔のまま、パチパチと火花が飛んだ。


　ジローは呆あきれるべきか取りなすべきか迷まよった末すえ、見ない振ふりをすることにしたらしい。新聞を読み終え部屋の隅すみ々ずみまで掃除してしまったいまは、黙もく々もくと窓まど拭ふきをこなしていた。


　結局その日はコタロウの執しゆう念ねんが勝まさり、ミミコは理り不ふ尽じんな屈くつ辱じよく感かんと共にベッドに入った。


　コタロウはわざわざミミコの寝室の前の廊ろう下かに布ふ団とんを敷しいて寝ねた。


　ジローは深夜にこっそりと、血けつ液えきパックをひと袋ふくろ空あけた。
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　そうこうするうち『カンパニー』の仕し事ごと納おさめが過すぎ、大掃除も済すませ、ついには大おお晦日みそかがやってきた。


　呆れたことにミミコとコタロウの攻防は、なお続行中だった。


　それどころか熾し烈れつを極きわめていた。


「ねえ聞いてよ、ミミちゃん。昨日きのうぼくが寝てる間に、なぜか棺かん桶おけの蓋にコンクリート・ブロックが七つも載のってたんだ！　不ふ思し議ぎだよね。奇き妙みようだよね。もちろんぼくは力持ちだから、そんなのはね除のけてやったけどさ！」


「ちょっと聞いてよ、コタロウ君。あたしの部屋にカレンダーがあるじゃない？　その裏うら側がわの壁かべに穴が開いてたの！　ちょうど拳こぶし大だいの穴なんだけど、最近のシロアリはずいぶんと大だい胆たんだわ。というより、明らかにやりすぎよね？　ええい修しゆう理り代だいどうしてくれよう！」


「いやあ、びっくりしたよミミちゃん！　ぼくが外で遊んでたら、突然頭から袋ふくろを被かぶされてロープでぐるぐる巻きにされた上、運うん河がに落とされちゃったんだ！　『あばよっ』って捨すて台詞ぜりふになぜかとても聞き覚えがある気がしたけど、きっと気のせいなんだろうね、きっと！」


「あはは！　何これ？　なんなのこの、わざとらしく置かれた成せい人じん雑ざつ誌しやハーレクインロマンスの山は？　ひょっとしてあれかな？　そういう気分になれば、ああいう展てん開かいになるなんて浅あさ知ぢ恵えかな？　いやーどこの誰だか知らないけど、傑けつ作さく過ぎてコロシタイくらいっ。白しら木きの杭くいってどこで売ってたっけ!?」


　もはや、見るに堪たえず、聞くに堪えない。


　そのくせ、二人とも上うわ辺べだけは、普段通りの態たい度どを取とり繕つくろっているのである。むしろ、日を追うごとに笑顔のどぎつさが増ましているほどだ。正直ジローはくたびれた。


「……ねえミミコさん。別に恥ずかしがらずとも、素す直なおに言ってしまった方が」


「だ、誰も恥ずかしがってなんかないわよっ。変なこと言わないでよっ」


「だったらなおさら……」


「うるさいわね。あたしだっていい加か減げん欲よつ求きゆう不ふ満まんに――」


「は？」


　思わずジローが聞き返すと、ミミコは身体中の毛け穴あなを開いて硬こう直ちよくしていた。


　痛いたましいほど白しら々じらしい声で、


「……あたしいま何か言ったかしら？」


「……いえ。何も聞こえませんでした」


　二人は気まずそうに口をふにゃふにゃさせてそっぽを向いた。


　ミミコたちがいるのは一階の食しよく卓たくである。珍めずらしく二人きりなので、つい気が緩ゆるんだのだろう。


　やがて疲つかれた風に、ミミコはため息を落とした。


「確かに……いま考えるとちょっと過か敏びんな反はん応のうを取ってしまったかもしれないわね」


「ですね」


「ねえ、ジローさん。コタロウ君って、まだ血を吸ったことがないのよね？　それであんなに興きよう味み持ってるのかな」


　コタロウは吸血鬼ブラツク・ブラツドだが、まだ血を吸ったことがない。というのも、彼は『賢けん者じやイヴ』と呼ばれる血けつ統とうの祖そ――始祖ソース・ブラツドの「生まれ変わり」なのだ。生まれ変わったあとは、人間と同じように成長してきたのである。


　そして、ジローを吸血鬼に転てん化かした人物こそ、その『賢者イヴ』だった。ジローは自らを転化した闇の母ナイト・マムを、弟として育てているのだ。これはコタロウ本人も知らない、彼の血統の秘ひ密みつなのである。


「それはあるかもしれませんね。好こう奇き心しんの強い奴やつですから」


「だったら、実はコタロウ君も血を吸ってみたいと思ってるのかな？　だからあんなに、ひとのことのぞこうとしてるのかしら」


　困ったもんだわと言いたげに、ミミコは手のひらを頰に当てた。


　しかしジローの反応は、それまでと違ちがっていた。


　目を見開いて動きを止めたのだ。まるで、見落としていた重じゆう要ような可能性を指し摘てきされたかのようだった。


「まさか……いや、そんな……」


　ジローの反応に、ミミコはきょとんとした。


「どうしたの、ジローさん？」


「……い、いえ。なんでもありません。きっと気のせいでしょう」


　ジローは笑ったが、その笑みはどこかぎこちなかった。


　ミミコは不ふ審しんそうな顔をしたが、不ふ意いにハッとなって周しゆう囲いを見回した。


　いまミミコとジローは二人きりだ。コタロウはどこかに行っている。


「ジローさん、チャンスだわっ。今月分の報ほう酬しゆう、いまのうちに済ませちゃいましょう」


　と目の色を変えてジローに迫せまった。


「……ハハ。積せつ極きよく的てきですね、ミミコさん」


「茶ちや化かしてる場合じゃないでしょっ。あ、でも指は駄だ目めよ。コタロウ君にチェックされるから。今日は手首からお願い」


　ミミコは鼻息も荒あらくシャツの袖そでを捲まくり、すべすべの肌はだを晒さらして腕を差し出した。


「さあ来て。ほら来い。ガプっとやっちゃって！」


　瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいている。のぞき見しているときのコタロウと五十歩百歩な輝きだ。


　ジローはやれやれと首を振ると、椅い子すに座ったまま後ろを見た。


　食卓が置かれているのは、段だんボールに囲かこまれた兄弟の居きよ住じゆうスペースである。リビングに使っている場所で、振り向いた先にはテレビやソファ、先週出したコタツなどが置かれている。


　そして壁かべ際ぎわに巨大なクマのぬいぐるみテデイ・ベアが座っていた。ジローが武ぶ器きを入れるのに使用している、バウワウ卿きようだ。


　ジローは無言のままバウワウ卿を指差すと、力場思念ハイド・ハンドを駆く使ししてそれを転ころがした。


「イテ」


　と中から声が聞こえた。


「…………」


「…………」


　二人は白い目でぬいぐるみを見やる。


　やがてミミコは何も言わず捲った袖を直すと、テーブルに頰ほお杖づえをつき、少しヤサぐれた風に唇を歪ゆがめた。


「……ほんと、欲求不満になっちゃいそ」


「あの、ミミコさん」


「なに？」


「……いいえ。なんでもありません」


　一時間後、厳おごそかな除じよ夜やの鐘かねが聞こえてきた。
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「初はつ詣もうでに行きたい！」


　そう言い出したのは例によってコタロウだった。一月一日。お正月を祝うニュース番組で、にぎわう様子を見たのである。祭まつりか何かと勘かん違ちがいしているらしい。


「寒さむいからいい」


　と断ことわるミミコに延えん々えん二時間駄だ々だをこね続け、ついにはジローが起きる夕方を待って近くの神社まで行くことになった。つくづく子供というのは厄やつ介かいだと思う。


　しかし、いざ外に出て澄すんだ空気を吸すっていると、ミミコの気分も晴はれてきた。
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　正月の空気というのは不ふ思し議ぎなもので、何が変わったわけでもないのに、新しい年が始まったのだという新鮮な気持ちになってしまうのである。


　思えば去年は実に騒がしい一年だった。孤こ児じであり、ずっと独りだったミミコにすれば、目を回すぐらい大変な変へん化かの年となった。


　今年はいったいどんな一年が待ち受けていることだろう。想像するだけでも頭がクラクラする。それは、ちょっと言葉にできない――するのがもったいないような、不思議な気分だった。


「新しん年ねんおめでとう、ジローさん。コタロウ君。今年もよろしくね」


　ジローが「はい」と微笑ほほえみ、コタロウも「うん！」と元気よく返事をする。ミミコは久ひさしぶりに、裏うら表おもてのない笑顔を浮かべることができた。


「そうよね。意い地じの張り合いができる相手がいるのって、それはそれで悪くないし」


「ん？　ミミちゃん、なに？」


「なんでもないよ。それより、コタロウ君。おみくじ引こうか？」


　コタロウはおみくじを引いたことがなかった。言われるままに賽さい銭せんを払はらってくじを引き、渡された紙を開いてみる。





『大だい吉きち。秋から冬にかけてビッグチャンス到とう来らいの予感。活かつ躍やくの場が広がります。新しいお友達を大おお勢ぜいゲットしましょう』





「あ、すごい。大吉じゃない。一番イイやつよ、それ」


「友達がいっぱいできるって書いてある！」


「良かったわね、コタロウ君」


　ミミコが頭を撫なでると、コタロウは弾はじけんばかりの笑顔を見せた。こういうのを見せられると、日頃の諍いさかいが馬ば鹿か馬鹿しくなってしまう。まあだからこそ余よ計けいに、子供は厄介なのだが。


「兄者、見て見て！」


「ふむ。相変わらず、こういうのにはべらぼうに強いですね。コタロウ」


「兄者はなんだったの？」


「末すえ吉きちでした。お前のには敵かないませんよ」


　ジローが肩かたを竦すくめると、コタロウは得とく意いそうにＶサインを作った。


「ミミちゃんは？」


「ちょっと待ってね。えーと……」


　ミミコはにこやかにおみくじの紙を開けた。


　だが、ひと目見てこめかみに青あお筋すじを立てた。





『大だい凶きよう。仕事で途と方ほうもない大だい失しつ態たいをやらかすでしょう。恋れん愛あい運うんも過か酷こくみたい。その他、色々と酷ひどい目にも遭あいますが、まあ頑がん張ばれ』





「…………なんなの、この神社」


「なに？　なんて書いてあったの？」


「あ、あたしも末吉だって。あはは」


　ミミコは乾かわいた高笑いを放ちながら、おみくじをぐしゃぐしゃにした。


「フ、フフンっ。どうせこんなのただのクジだし。紙切れだしっ」


「あれ!?　態たい度どが変わったっ？」


「それに、よく考えたら根こん拠きよなんかなんにもないんじゃない。無む責せき任にんな話よね」


「しかも罰ばち当あたりだ!?」


　コタロウの驚きよう愕がくを余よ所そに、ミミコは「ほら行くわよっ」と一人先に歩き出した。


「待ってよ、ミミちゃん。ミミちゃんのも見せてよ」


「こういうのは他人に見せるもんじゃないのっ」


「さっきぼくの見たじゃない!?」


「子供はいいのよ、子供は！」


「また子供扱あつかいした！　おみくじに大人も子供も関係ないじゃんっ」


「関係ありますう。占うらないなんかを頭から信じてはしゃいだりするお子様と違って、大人はきちんと、こんなのお遊びって弁わきまえてるもん」


　ミミコはぷりぷりしながら言い、コタロウはぶすっと顔をしかめた。


　ジローは頭を搔かいた。子供は厄介だ、とその顔に書いてある。


　そのうちコタロウがぼそりと、


「……ミミちゃん、意い地じ悪わるだよ。おみくじ見せてくれないし。血をあげるとこだって、ずっと隠かくそうとするし」


「なっ。また、その話？　いい加か減げんしつこいわよ、コタロウ君。あーいうのは、その、ひとに見せるもんじゃないの！」


　とミミコは赤くなって怒ど鳴なった。


「まったく……意地が悪いのはコタロウ君だって一緒でしょ？　嫌いやがってるのを無む理り矢や理りのぞこうだなんて、良くないじゃない」


　ミミコが諭さとすように言うと、さすがにコタロウもしゅんとなった。


「ミミちゃん、そんなに見られるの嫌？」


　そう正しよう面めん切きって聞かれると、色々と答えづらい乙女なミミコである。「そりゃまあ」とごにょごにょ口を濁にごした。


「そもそも、なんだってそんなに見たがるのよ？」


「だって……」


　ミミコの問いかけに、コタロウは肩を落とした。


「ぼくだって吸血鬼ブラツク・ブラツドだもん……なのにぼく、血を吸ったこともないし、血を吸ってるのを見たこともないんだ。そんなの変だよね。だって吸血鬼なのに」


　予よ期きせぬ真ま面じ目めな返事をされ、ミミコは言葉を詰つまらせた。


　人間であるミミコにはいまいち実じつ感かんが湧わかないが、吸血鬼にとっては案あん外がいデリケートな問題なのだろうか？


　すると、落ち込む弟の前に、急にジローが腰こしを屈かがめた。


「――コタロウ？」


　と目線を合わせ、柔やわらかな声をかける。


「……兄者」


「お前が吸きゆう血けつに興きよう味みを持つのはよくわかります。でも、変に悩なやむなんて、お前らしくないですよ」


「……うん」


　兄の言葉に、コタロウは素す直なおに頷うなずく。


　それを見た上で、ジローはもう一度話しかけた。ただ、声のトーンが少しだけ変わっていることに、横で聞いていたミミコは気が付いた。


「ただね。ひとつだけ兄に教えて下さい。お前は最近『渇かわき』を覚おぼえているのですか？　血を吸いたいと、そう感じるのですか？」


「え？」


　コタロウがきょとんとする。ジローは優しく、しかしこれ以上ないぐらい真しん剣けんに繰くり返かえし尋たずねた。


「理由などいりません。というより、理由などないのです。ただ正直に答えて下さい。お前は――いま血を求めていますか？」


　コタロウの顔に当とう惑わくが浮うかんだ。ミミコも少し戸と惑まどった。


　が、次の瞬しゆん間かん、ジローの真しん意いを悟さとったミミコは、飛び出しそうになった悲ひ鳴めいを必ひつ死しにのみ込まねばならなかった。


　コタロウは『賢者イヴ』の生まれ変わりである。


　そして、『賢者イヴ』はこれまでにも何度も生まれ変わり、転てん生せいを繰り返して悠ゆう久きゆうの時を生きてきた。コタロウはその記き憶おくがなく、当然自じ覚かくもしていないが、いつかは『賢者イヴ』としての記憶を取り戻し、さらに長い歳さい月げつを生きてゆくのである。


　だが、そのときジローはこの世よを去さる定さだめにある。


　なぜなら、『賢者イヴ』の記憶と力を一時的てきに預あずかっているのが、彼女の護ご衛えい者しやたるジローだからだ。ジローは彼女のすべてを――つまり彼女の血を飲み、己おのれの身体に保ほ存ぞんしているのである。


　やがてそのときが来たとき、コタロウはジローの血を飲み干すことで、本来の記憶と力を取り戻す。ジローを自みずからの中に取り込んで、だ。


　弟が兄を「食べて」血を繫つなぐ。それが、彼らの血けつ統とうが持つ、神しん聖せいな宿しゆく命めいだった。


　ミミコはその秘ひ密みつを知っていた。ジローの口から知らされていた。


　いつかジローはいなくなり、コタロウは変わってしまう。


　いつかは。


　つまりそれは、今日このときであるかもしれないのだ。


「コタロウ？」


　もう一度、ジローが弟に――そして闇の母ナイト・マムに尋ねた。ミミコは凍こおり付ついて息をすることもできなかった。


　コタロウはしばらく、お腹なかの空すき具ぐ合あいを確かく認にんするような顔をしていた。


　不思議な沈ちん黙もく。


　そしてゆっくりと、コタロウは照てれた表情を浮かべた。


「んー……ごめんなさい、兄者。よくわかんないや」


「……そうですか。ならいいのです」


　ジローはほっとしたように――そして、少し寂しそうに、くしゃっとコタロウの髪を撫なでた。それを見てミミコの胸は張はり裂さけそうになった。


　ジローは望のぞんでいるのである。『賢者イヴ』を復ふつ活かつさせることを。自分が犠ぎ牲せいになることなど、気に留とめていないのだ。たとえ未み練れんがあるとしても、それを丸ごと捧ささげる覚かく悟ごを、とうの昔に固かためているのだ。


　冷たく乾いた風が吹き、


　ミミコの髪をカサカサ揺らす。


　酷ひどい奴だなあ、とミミコは思った。


　何も、こんな所で、あたしの目の前で、そんな顔、見せなくてもいいのに。


「えへへ。でも兄者。ぼく血が欲しいかはよくわかんないけど、お腹は空いちゃった。帰ってお雑ぞう煮に食べようよ！」


「……そうですね。よし。そうしますか。私はまだお節せち料りよう理りも食べてませんしね。せっかくミミコさんが腕を振ふるって下さったのです。堪たん能のうさせて頂いただくとしますか」


「あ、兄者。ここだけの話だけど、あのお節、ほとんど買ってきた奴なんだよ？　ミミちゃん、お芋いもの煮にっ転ころがししか作ってないもん」


「こら、コタロウ。お前はそういうところが子供なのです。せっかく私がミミコさんの顔を立てて知らない振りをしていたのに」


　二人はクスクスと笑い合い、そして、ミミコに振り向いた。


「というわけで帰りますか、ミミコさん。みんなでご飯はんを……ミミコさん？」


「……何よ。いまさら……」


　ミミコは顔を伏ふせ、目を赤くしていた。しゃがんでいたジローが立ち上がる。コタロウもおろおろとミミコを見上げた。


「ミミコさん？」


「ミミちゃん、まだ怒おこってるの？」


　二人の心配そうな顔を見て、ミミコは唇を嚙みしめた。くしゃくしゃにしたおみくじを、手の中できつく握にぎり締しめた。


　兄弟はいよいよ気き遣づかわしげな顔になった。


　そこに噓はない。少なくとも、噓はないのだ。


　だから、ミミコは頑がん張ばって顔を上げた。


　そして、


「ハッピー・ニュー・イヤー！」


　と腹はらの底から大声を出した。


　ジローとコタロウのみならず、参さん拝ぱい客きやくが一いつ斉せいに驚おどろいてミミコを見た。


「な、何事ですか、ミミコさんっ？」


「なに？　どうしたのミミちゃん」


「うるさいっ。今年一年の、あたしの抱ほう負ふよ！　ハッピー・ニュー・イヤー！　ハッ。上じよう等とうだわよ。やったろうじゃないのさっ。ミミコさんを舐なめんじゃないわよ！」


　怒ど濤とうの如ごとくミミコは宣せん言げんした。目が据すわっている。兄弟は互たがいの手にすがりながら、突とつ風ぷうに舞まう洗せん濯たく物もののように狼狽うろたえた。


「さ、さっきの聞かれちゃったのかな？」


「謝あやまりなさい、コタロウ。何はともあれ、謝るのです」


「兄者が悪いんだよ。兄者がミミちゃんをからかうようなことを言うからっ」


「あ、兄に責任を押し付けるのですか？　見み損そこないましたよ、コタロウっ」


「なにコソコソしてんの、二人とも。さっさと来ないと、ご飯上げないわよ」


　二人は「はいっ」と即そく答とうし、すでに歩き出していたミミコを、慌あわてて追いかけた。


「ジローさん、末吉だったわよね」


「そ、その通りです」


「だったらささやかなハッピーってことで、帰ったらお年玉あげるからね」


　それが何を指しているかは明めい白はくだった。突とつ然ぜんの申し出に、ジローは面めん食くらって返へん事じができなかった。


　一方コタロウは顔を輝かがやかせた。


「いいの、ミミちゃん？」


「ダーメ。君が寝ねてから、あげるの」


「えー。ずるーい。見せてくれても、いいじゃないー」


「駄だ目めったら、駄目。悔くやしかったら――」


　とミミコはジローの腕に、ぎゅっと両手でしがみついた。


「――とっとと大人になりなさい。いまはまだ、駄目だからね」
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　コタロウが、むーと唇を曲まげる。ミミコは意地悪な顔で舌したを出す。


　腕をつかまれたジローは――情なさけないことに――いまさらになって、さっきミミコが顔を伏ふせていた意味に気付いて絶ぜつ句くした。


　無む意い識しきとはいえ自分の薄はく情じようさに頭を抱かかえたくなる。せめて何か言おうとしたのだが――本当に救いがたいことに――結局何も言えなかった。


　ミミコはジローが急に硬かたくなったことに気付き、ふん、とばかりに拗すねた顔を見せた。そこに涙の跡あとなどまるで見当たらない。


「さあ、行くわよ」


　と元気よく声を出し、二人を引っ張るようにしながら、三人の暮くらす家いえに向かった。


　空には、今年最初の月が浮かんでいる。


　わずかに傾かたむく半月は、まるで笑っているように見えた。
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『末すえ吉きち。良いこともたくさんあり、悪いこともまたたくさんあります。困こん難なんにぶつかっても精しよう進じんしましょう。きっと周まわりの人たちが助けになってくれるはずです』




インターミッション６







「うそ。これも……こっちのもだわ。『運気低調』。『アンラッキー』。『今年のあなたにゴメンナサイ』って――何これ？　いったい、どうなってるの？」


　ミミコは呻うめき声を上げて、読んでいた女性誌をテーブルの上に投げ出した。


　そこには、同じような情じよう報ほう誌しが何冊さつも、開いた状じよう態たいで放ほうり出されている。開いているのはすべて占いの頁ページである。


　神社では強気な態たい度どに出たが、そこはミミコも女の子。おみくじの結果が大だい凶きようとあっては、心しん中ちゆう穏おだやかでいられなかった。せめて良いことが書かれている占いを探して気持ちを切きり替かえようとしたのだが……結果は完全な逆ぎやく効こう果かだった。


「い、いったい今年は何が待ち受けてるの？　まさかあたし、死んじゃったりしないよね？」


　何しろミミコは調停員コンプロマイザーだ。死と隣となり合わせの職しよく場ばにいる。実じつ際さい、ジローたちを雇やとってからは、心強い反面、身の危き険けんも激げき増ぞうしていた。


「転職とか考えた方がいいのかな……でも、『カンパニー』辞やめたとして、そのあとどんな仕事に就つけばいいのか」


　真しん剣けんに悩なやむミミコだったが、「ん？」と投げ出した雑ざつ誌しの、ある記事に目が向いた。





　運うん勢せい最さい悪あくのあなたにアドバイス！


　起死回生のラッキー・アイテムは、ずばり『スーツ』と『サングラス』。見た目が派は手でな物ほど、現げん状じよう打だ破はに繫つながるはず！　また、『笑う門には福来たる』を実じつ践せんしましょう。『高笑い』なら効果も倍増です。


　でも、注意して！


　やりすぎると、もっと大きな不幸を招まねいてしまいます！





「スーツとサングラス？　それに……高笑い？」


　謎なぞすぎるアドバイスだ。いったいこれにどんな意味が？


　ミミコはアドバイスを読み返しながら、うーん、と頭を抱かかえるのだった。




BLACK BLOOD CHRONICLE


失しつ墜ついの摩ま天てん楼ろう







１







　冷たいアスファルトに、革かわ靴ぐつの足音が跳はね返る。


　十月も下げ旬じゆんともなれば、マンハッタンの夜は冷える。それも、ジローがよく知る山林の夜気とは違ちがい、無む関かん心しんに体温を奪うばっていく寒さだ。コンクリートと鋼鉄スチールが伝える、無む機き質しつな寒さである。


　もっとも、ジローの足取りに変化はない。レインコートの襟えりを立てているのも、どちらかといえば顔を隠かくすためだ。


　望もち月づきジローが寒さを苦く痛つうとして感じなくなって、すでに三十年以上が経たっていた。


「……多いな」


　歩きながら、ジローはぼそりとつぶやいた。


　見通しの悪い暗い路地を、弱々しい白はく熱ねつ灯とうの灯あかりが照らしている。ジローはコートの下に隠していた、日本刀の鞘さやをゆっくりと取り出した。


　足を止める。


　すると、その動きに引きずられるようにして、ジローの前後に背せ広びろ姿すがたの男たちが現あらわれ、道を塞ふさいだ。


　夜の街並みに沈しずむ、暗い色合いのコートと中折れ帽フエドーラ。摩ま天てん楼ろうの足あし下もとを根ね城じろとする無法者アウトロー――ギャングたちだ。その数八人。全員の手にオートマチック、あるいはリボルバーが握にぎられていた。


　ジローは冷静に視線を巡めぐらせ、状じよう況きようを再さい確かく認にんした。


　十六の視し線せんと八つの銃じゆう口こうは、ジローに向かって据すえられている。男たちには、数と沈ちん黙もくで相手を威い圧あつせんとする明めい確かくな意志があった。ただ、その裏うら側がわには、強い緊きん張ちようと、にじみ出る恐きよう怖ふを隠していた。


　彼らも、荒あら事ごとの中で生きてきた者たちである。誰に説明されるまでもなく気付いているのだろう。二十歳そこそこにしか見えない若わか造ぞうが身にまとう「違い和わ感かん」に。八つの拳けん銃じゆうは、ジローに対する武ぶ器きである以上に、彼ら自身の盾たてなのだ。


　人間たちの緊張と恐怖。血中に放出されたアドレナリンによって、彼らの血けつ圧あつと心しん拍ぱく数すうが徐じよ々じよに上がっていくのがわかる。その、夜気に漂ただよう微かすかなにおいに、ジローはつい口元を弛ゆるめた。


　ジローの微び笑しようを見て、男たちは気け圧おされたようだった。それを誤ご魔ま化かすように、前方を塞ぐ四人の中から、一人の男が進み出た。


「……今日は逃にがさねえぜ、中国野郎チヤイニーズ」


　彼が、襲しゆう撃げきを指し揮きするボスらしい。恫どう喝かつに慣なれているのか、ドスを利きかせた低く重たい声だ。


「テメエらは調子に乗りすぎた。まずはお前から、ここの流りゆう儀ぎを教えてやる」


　ジローは軽く肩を竦すくめてみせた。


　逃げようと思えば尾び行こうは撒まけた。それどころか、完全に包囲されたこの状況からでも、悠ゆう々ゆう脱だつ出しゆつすることは可か能のうだ。実際、これまではそうしてきた。


　しかし、魔ま法ほうのように追っ手から身を眩くらませるのも、三度続けばさすがに芸がない。トラブルはできる限かぎり避さけねばならない立場だが、逃げる度たびに追っ手が増ふえるようでは逆ぎやく効こう果かだった。


　なら、


「一度――」


　ジローがささやく。男の濁だみ声ごえと対照的な、涼すずしげなキングス・イングリッシュが路地に響ひびいた。


「わかってもらう必要がありますね。私たちに関かかわるのは、得策ではない、と」


　演えん技ぎするまでもなく、冷ややかな台詞せりふがもれた。口元に秘ひめられた人としては鋭するどすぎる牙きばが、男たちには見えただろうか。襲しゆう撃げき者しやたちに動どう揺ようが走り、ほとんどの者が引き金に指をかけた。


「そして、もうひとつ」


　カチャ、とあえて鞘をならし、ジローは日本刀を見せつけるように眼がん前ぜんに掲かかげた。


「私は日本人ジヤパニーズです。日本の侍ジヤパニーズ・サムライ。ご存じ――ないでしょうね。きっと」


　ジローが動く。


　鍛きたえ抜かれた剣の歩法。それはいまや、黒き血の力を得て、人の目では捉とらえることのできない領りよう域いきに達していた。革靴の底がアスファルトの上を高速で滑すべる。一瞬で間合いを詰つめ、詰めると同時に――細心の注意を払はらいつつ――柄つか頭がしらを男の胸に叩たたき込む。男の身体からだを衝しよう撃げきが突つき抜ぬけた。口から泡あわを噴ふき、骨ほねを砕くだかれたように崩くずれ落ちた。引き金を絞しぼる暇ひまもない、瞬まばたきする間の出来事だ。


「クソっｓｈｉｔ！」


　たちまち、狭せまい路地で銃じゆう声せいと銃火がタップを踏ふんだ。


　銃口から噴き出すノズルフラッシュに、アスファルトで弾はじかれる跳ちよう弾だんの火花。薄うす墨ずみ色いろの光景の中で、オレンジの光がいくつも弾けた。


　光と影かげが乱らん舞ぶする中を、ジローは縫ぬうように疾しつ走そうした。黒くろ髪かみとトレンチコートが、蛇へびのように空中を泳ぐ。ジローが鯉こい口くちを切った。顔をのぞかせた白はく刃じんが、銃火を受けて冷たく光った。


　斬ざん撃げきが飛ぶ。空間を縦じゆう断だんした切っ先は、男が手にしていた拳銃の銃身を、正確に切り飛ばした。


　勢いきおいに押おされて仰のけ反ぞる男の、軸じく足あしを払って転てん倒とうさせる。誰かが怒ど声せいを上げた。が、敵の銃弾がジローを襲おそうころには、彼は身体を翻ひるがえしていた。


　男たちはジローを狙って発はつ砲ぽうを繰くり返したが、彼の影さえ捉とらえることができなかった。それどころか、ジローにかき乱みだされ、入り乱れる銃弾が同どう士し討うちを呼んでいた。彼らは暴力の専せん門もん家かだが、銃撃戦のプロではないらしい。


　夜気に血けつ臭しゆうが混じるのを感じ、ジローの唇くちびるが自然と冷れい笑しようを結んだ。笑いつつ、鞘を振ふり回まわす。あごを打たれた男が、悲ひ鳴めいを上げてのたうった。あと四人。


　鋭えい敏びんなジローの感覚からすれば、男たちの動きはあまりにもスローモーだ。泥でい中ちゆうで動いているような粘ねん度どのあるじれったい動作を、ジローは静かな目で精せい細さいに把は握あくする。男たちの視線の向き。入り乱れる銃弾の射しや線せん。敵てきに近づき無力化するための、もっとも無む理りがない道みち筋すじ。


「――ヒュッ」


　鋭するどく息を吐き、ジローが次の動作に移うつった。


　だが、そのタイミングに合わせたかのように、男たちのものとは異ことなる殺気を感じた。


　頭上だ。


「何っ？」


　身を捻ひねった直後、上から銃声が降ってきた。真っ赤に焼けた鉛なまりの矢が、トレンチコートの裾すそに穴あなを開ける。銃声が大きい。ライフルだ。ジローは傍らに立つビルの屋上へ視線を投げた。


　誰かいる。そう見て取った瞬しゆん間かん、その人影が、カッ、と火を噴いた。二発目。ジローはこれも回かい避ひする。だが、狙ねらいはまたしても正確だった。


　視界が悪い中、ジローの動きを正確に捕ほ捉そくしている。並なみの腕うで前まえではない。というより、これは……


　――同族!?


　残る四人の男たちは、まだ体たい勢せいを立て直していない。警けい告こくは十分身に染しみただろう。ジローは注意を頭上に向けつつ、襲しゆう撃げきを受けた路地を走り抜けた。


　狙そ撃げき手しゆは追ってきた。


　ビルの屋上から屋上へ移い動どうしている。そして、もう己おのれの気け配はいを隠かくそうともしていなかった。間違いない。奴も自分と同じ、吸血鬼だ。


　――しかし、なぜ？


　ジローは後方に注意を向けながら、脳のう裏りに浮かぶ疑ぎ問もんを持て余あました。


　それが隙すきになった。


　次の路地に飛び込んだ瞬間だ。ビルとビルの隙すき間まの狭せまい通路から、人影がナイフを手に飛び出してきた。闇やみ夜よに光る瞳ひとみが、炯けい々けいとジローをにらんでいる。大きく開いた口から、二本の牙が伸のびていた。しかも女だ。


「また！」


　高速で動いてたジローは、全身で急きゆう制せい動どう。ナイフの一いつ閃せんを、間一髪かいくぐる。女の攻こう撃げきは止やまなかった。縦じゆう横おうに刃やいばを閃ひらめかせ、執しつ拗ようにジローを追い立てた。


　ジローは後こう退たいしつつ攻撃を避よけた。ビルの壁かべ際ぎわに追い込まれたあとは、足場を壁に移動。そのまま念動を駆く使しして壁かべ上じようを点々と蹴けり上がる。女もまた、壁に飛び乗り、追撃してきた。


「……黒き血の友！」


　ジローは鋭い視線で、女に呼びかけた。女はビクリと動きを鈍にぶらせた。


「剣を引け。理由を述のべろっ」


「黙だまれ！」


　女が躊ちゆう躇ちよを見せたのは一いつ瞬しゆんだった。ナイフが突き出され、刃が夜気を裂さいた。


　ライフルの狙撃手も、ジローに追いついていた。二つ離れたビルの屋上に止まり、こちらに銃口を向けている。ナイフの女から離はなれた瞬間、発はつ砲ぽうして来るに違ちがいない。


　話し合う気はないようだが、下へ手たに逃にげるのも拙まずい。第一、ここで逃げても彼らの正体はわからないままだ。


　――どうする。


　そのとき、三人目の襲撃者が加わった。路地に飛び出してきた男が、走る勢いのまま大きく跳ちよう躍やく。コートの裾をなびかせながら、ジロー目がけて拳銃を発砲したのだ。


　ジローの両目がギラリと光った。


　日本刀が音を立てて振ふり抜ぬかれる。ナイフの女を牽けん制せいすると同時に、刀を振る動きに合わせて念動を放ち銃じゆう撃げきを弾はじき返した。次の銃声。ライフルだ。ジローは壁を蹴けり、空中に身を躍おどらせた。


　飛び上がってきた男とすれ違う。すれ違い様ざま、刀を一いつ閃せん。男の腕を切り裂きながら、路上へと着地した。


　手て応ごたえは浅かった。切られた男がすぐさま壁を蹴り返し、ジローの前に降り立つ。ナイフの女もあとに続つづいた。それだけではない。さらに二人の男が路地に現あらわれ、ジローの周囲を包囲した。


　合計四人。離れた場所の狙撃手も含ふくめると、五人。ジローは壁を背に立ち、剣を青せい眼がんに構えて、吸血鬼たちと対たい峙じした。


「……何者です。どこの血けつ統とうに連なる者か？」


「……聞いてどうする。この地では、大陸のしきたりなど意味を持たない」


　答えたのはナイフの女だった。


　彼女らには、さっき襲おそってきたギャングたちほど見た目の統とう一いつ性せいがない。スーツ姿もいればオーバーやセーターを着た者もいた。だが、発はつ散さんされる威い圧あつ感かんは段だん違ちがいだ。ジローをにらむ両目にも、鋭い闘とう志しが浮うかんでいる。


　――突とつ破ぱできるか？


　試ためしてみるしかない。ジローはぐっと全身の力を撓たわめた。吸血鬼たちもそれを敏びん感かんに察さつ知ちし、それぞれ銃やナイフを構かまえ直した。


　そのとき――


「……ん？」


　エンジン音が聞こえた。そして、急きゆう激げきに近づいてきた。路地の先にヘッドライトが点てん灯とうする。その目ま映ばゆい光が、対峙するジローと吸きゆう血けつ鬼きたちを、横よこ殴なぐりに照らしつけた。


　自動車だ。それも、街でよく目にするフォードのタイプＴではない。Ｖ型八気筒エンジンをファンファーレのように響ひびかせるのは、真っ赤な車体をぴかぴかに磨みがき上げたキャデラックである。


「まさか」


　ジローが青ざめた。


　一方、謎なぞの闖ちん入にゆう者しやに対し、屋上の狙撃手が発砲した。だが着ちや弾くだんしなかった。外れたのではない。拳銃の弾たまとは比ひ較かくにならないライフル弾が、空中であっさりと停てい止しさせられたのである。


　キャデラックは勢いきおいを落とさず、急速に――というより、猛もう烈れつに――近づいてきた。銃を持っていた男たちが慌あわてて発砲したが、そのことごとくが空中で押し止とどめられた。彼らがたまらずにジローの包囲を崩くずして散さん開かいしたとき、惜おしい撥はね損そこなった、とでもいう感じで、遅おそすぎるブレーキ音が響ひびき、車体が傾かたむきながら急停止した。


　キャデラックの幌ほろは開いていた。乗っているのは一人。白地に黒リボンのかかった中折れ帽フエドーラを斜はすに被かぶり、スーツの上にトレンチコートを巻まき付つけ、銀ぎん色いろのマフラーと長い髪をなびかせる人物だった。呆あきれたことに、口には葉は巻まきまでくわえている。ハンドルを片かた手てにニヤリと笑うと、黒いルージュから白い牙きばがのぞいた。


　男の形なりをしているが、女性である。それも、ひと目見て息を呑のむほどの、妖よう艶えんな美女だ。


「カーサ！」


「やあ、ジロー。感かん謝しやしろ。愚ぐ図ずでのろまな君を、優ゆう秀しゆうで寛かん大だいな『同どう僚りよう』が、迎むかえに来たぞ」


　言い放ち、カサンドラ・ジル・ウォーロックは助手席のドアを開けた。


　吸血鬼たちの発砲は続つづいている。カーサはそちらを見ることもなく、すべての銃弾を食い止めているのだ。まざまざと力の差を見せつけられるようだった。ジローはばつの悪い顔をしたが、それでも騒さわぎが大きくなることを案じて、何も言わずキャデラックに飛び乗った。


　カーサがギアを入れる。キャデラックが再び動き出した。


「どうしてここが？」


「いやなに、ちょうどドライブの最中でな。近くを通ったまでだ」


　カーサは葉巻をくゆらせながら、まさにドライブの最中という気楽な口調で答えた。この自動車キヤデラツクを手に入れてからというもの、恰かつ好こうの玩おも具ちやとして連日乗り回しているのだ。


「それより、ジロー。ハンドル頼たのむ」


「え？　ハ、ハンドル？」


　訊きき返すジローを無む視しし、カーサは座ざ席せきの上で膝ひざ立だちになった。キャデラックは止まらない。どうやらアクセルは念動で押しているらしい。カーサは身体からだを捻ひねると、後こう部ぶ座ざ席せきに腕を伸のばした。そこに横たわっていたのは、細長い鉄てつの塊かたまりだった。木もく製せいのストックに、円えん盤ばんに似にた薄うすいドラム型のパーツが組み合わさった、無ぶ骨こつな二に丁ちようの長ちよう銃じゆうだ。


　トンプソンＭ一九二一。通つう称しよう、トミーガン。またの名を「シカゴ・タイプライター」。ギャング御ご用よう達たしの短機関銃である。


「カーサ!?」


　ジローが叫さけんだが、カーサは聞いていなかった。両手に銃を構かまえるや、後方の吸血鬼たちに向け、喜々として発砲。タタタタタタッと、「タイプライター」の異い名みようを生んだ独どく特とくの金きん属ぞく音おんが響き、銃口から噴ふき出す火が、華はな々ばなしく明めい滅めつした。


　路地一面に銃弾がばら撒まかれ、着ちやく弾だんと跳ちよう弾だんで派は手でな火花が吹き荒れる。吸血鬼たちは泡あわを食くって退たい散さんした。逃にげ遅おくれた一人が、背せ中なかに食らって前のめりに転てん倒とう。いかに吸血鬼とはいえ、これを直ちよく撃げきされては堪たまったものではないだろう。


　カーサは陽気に笑っている。片足をシートの背もたれに乗せて、胸むねを張はっていた。助手席からハンドルに手を伸ばしながら、ジローは頭を抱かかえたくなった。


「何をしてるんですか、カーサ！」


「あははははっ」


「『あはは』じゃありませんっ！　わざわざ騒ぎを大きくしてどうするんです！」


「当たった！　二人目！」


「楽しまないで！」


　ジローのハンドリングで蛇だ行こうしつつも、キャデラックはなんとか路地を抜けた。四車線の広い道路に出る。「うん」と満足そうに、カーサがトミーガンを後部座席に放ほうり出した。


　シートに座すわり直し、ジローからハンドルを譲ゆずり受ける。酷こく薄はくな印いん象しようを与あたえる切れ長の翠みどりの瞳ひとみが、いまは浮うき浮きと輝いていた。


「素晴らしいワンダフル。車といい、このマシンガンといい、近頃人間どもの発明は、実に愉ゆ快かいだ。なあ、ジロー？」


「さりげなく同意を求めないで下さい」


「ついでだ。このままもぐり酒場スピークにでも寄よって行くか？」


「冗じよう談だんじゃありませんよ。第一あなた、密みつ造ぞう酒しゆは不ま味ずくて飲めないって言ってませんでしたか？」


「最近慣れた。あれはあれで味わいがある。特に、隠かくれて禁きんを破やぶるという、味わいが」


「…………」


　やれやれ、とジローは愛刀を抱だいたままシートでうなだれた。この手の脱だつ力りよく感かんというか、野や生せいの虎とらにテーブルマナーを説くような無力感も、かれこれ三十年以上味わい続けているものなのだ。


　ジローはちらりと横目に運転席を見た。


　葉は巻まきの煙けむりが軽かろやかに尾おを曳ひいている。整った白はく皙せきの横顔は、いつもと変わらぬ太ふて々ぶてしい――しかし美しい――微び笑しように彩いろどられていた。


　襟えりからこぼれるつややかな黒髪。銀色に染そめられたマフラーと好対照だ。トレンチコートは女性的とは言い難にくいデザインだが、ぴったりと身体に合わせているため、腰こしのくびれなどがかえって扇せん情じよう的てきなほどだった。


　艶あでやかな容よう貌ぼうと、それに見合う――いや、それを凌りよう駕がする実力。自分より遥はるか年長の同族を、ジローは知らず知らずじっと見つめていた。


　彼の視し線せんなど、とっくに気付いていたのだろう。カーサが前を見たまま言う。


「いまの連中……」


「ええ。お仲間のようです。この国に渡わたって、初めて出くわしましたね」


「どこの血けつ統とうだ？」


「すみません。答えませんでした」


　ジローの返答に、カーサは「ふむ」と小さく頷うなずいた。


「私たち同様、大陸から渡わたってきたのか……あるいは、この地で転化した『アメリカ生まれ』かな」


「アメリカ大陸には、ヨーロッパ人が移い住じゆうするより以前から住む先せん住じゆう民みんがいます。ということは、この地に古くから根ね付づく血統も存在するのではありませんか？」


「さあ。少なくとも、私は聞いたことがない。それに、さっきの連中はヨーロッパの者だろう。顔つきからして、そうだった」


「そういえば、言葉を交かわしたナイフの女には、少しドイツ語の訛なまりがあったように思います」


「ドイツか……」


　ジローの指し摘てきを聞いて、カーサは少々苦い顔をした。ドイツはいま荒こう廃はいしている。人の社会もそうだし、月下の血けつ族ぞく社会もそうだ。


「混こん乱らんを逃のがれ、海を渡わたってきたのでしょうか？」


「断だん言げんはできんな。それより、なんでお前にちょっかいを？　そっちの方が疑ぎ問もんだ」


「わかりません。他の血族に恨うらみを買うような覚えはないんですが」


　襲撃者たちの中に、見み覚おぼえのある顔はなかった。しかし、彼らはジローの正体を知った上で狙ねらいを定めてきた。なんの目的があってのことか、気にせずにはいられない。


「ふっ。まあ、いずれにせよ大した連中ではなかった。どこの血統だろうと、恐おそれるには足るまい。なあ？」


　カーサは目元を綻ほころばせ、わざとらしく尋たずねた。ジローが苦戦したのを承しよう知ちで言っているのだ。ジローは苦々しく口をつぐんだ。反はん論ろんしても喜ばせるだけだと、これまでの経けい験けんから学んでいる。この手の話題では、とにかくネチネチと絡からみたがるのだ。


　あるいは――とジローは考える。


　隣となりで陽気にハンドルを握にぎる美女こそが、原げん因いんなのではあるまいか？　冷静に考えて、その可か能のう性せいは高い気がする。もっとも、それを口に出して指摘することはできないジローだったが。


　――いや、待て。まさか……!?


　もうひとつの可能性に思い至いたり、ジローの顔が険けわしく引ひき締しまった。すると、彼の懸け念ねんを素す早ばやく察さつし、前方を向いたままのカーサが、独ひとり言ごとのように口を開けた。


「アリスのことは心配するな。いまはケインがついている」


「……はい」


　ジローは少し赤くなって、気持ちを落ち着けた。闇の母ナイト・マムのこととなると、どうにもセーブが利きかない。これは、三十年間成長しない点である。


「我わが君の様子は？」


「私が出たときは、相変わらずだった」


「そうですか」


　とジローは痛いたましげな息を落とす。


「お気の毒どくです。アメリカでの暮らしを、あんなに楽しみにされていたのに」


「新大陸こちらに渡ると言い出したのも、あいつだったしな」


「これまでも、日差しに当たりすぎて弱られることや、聖せい歌か隊たいと鉢はち合あわせして昏こん倒とうされたことはありました。ですが、まさかあんなにもお加か減げんを悪くされるなんて。都会の風が合わなかったのでしょうか。お労いたわしい」


「うん……まあ、お労しいというかなんというか……」


　大げさなほど真しん剣けんに憂うれえるジローに対し、カーサの反はん応のうはいささか複ふく雑ざつだ。なぜか白けた様子である。


「本当なら片かた時ときもお側そばを離はなれたくなかったのですよ？　なのに、つまらない調ちよう査さの仕事を回されて。我が君自みずからお命じになったのでなければ、ずっと看かん病びようしていましたのに」


「……誰かさんがいたんでは、好きに出歩くのもままならんからなあ」


「そうなのですっ。あの方はすぐにあちこち散さん策さくしたがる。本当に困こまったお方だ」


「うんうん。困ったやつだ……」


「あっ。む、むろん私としても、我が君が気まぐれの散策を望まれるなら、それを咎とがめたくなどありません。本意ではないのです。ですが、あえて苦言を呈ていするのも私の役目と自らに言い聞かせ――」


「うんうん役目だ役目だ……」


「ですよねっ？　そもそも私のあるべき本分とは――」


「うんうん本分だ本分だ……」


　ジローの台詞せりふに熱が入るのに反し、カーサの生返事はどんどんおざなりになっていった。さっきまで輝かがやいていた瞳が、すっかり半はん眼がんになっている。


　と、急にカーサがアクセルを踏み込み、車体が加速した。


　深夜ともなれば車道も空すいている。そこを、ぐんぐんスピードを上げて、風かぜを巻まきながらキャデラックが疾しつ走そうした。


「ジロー」


「は、はい？　どうしたんです、急に」


　まさかさっきの連中が追って来たのか？　ジローはミラー越しに後方をにらんだ。


　が、


「ビールとウィスキー、どっちがいい？」


「……はい？」


「気分を変える。一いつ杯ぱい引っかけて帰るから、君もつき合え。ちなみに、お薦すすめはビールだ。ジョー・マッセリアがシカゴのアル・カポネと同どう盟めいを組んでるそうでな。上じよう質しつのが店に入ってる」


「冗談でしょう!?　我が君が苦しんでいるというのに……！」


「あいつにも土産みやげを買って帰ればいいさ。あれでもイケル口なのは知ってるだろ？　景けい気きづけにはちょうど良い」


「ふざけないでくださいっ。それに、粗そ悪あくな密みつ造ぞう酒しゆを我が君に勧すすめるなど――」


「では、上じよう等とうなワインを出す店にするか。少し遠いが……飛とばすぞ！」


　加速がさらに伸び、ジローがシートに押し付けられた。カーサの乱らん暴ぼうな運転に、エンジンと同乗者が悲鳴を上げる。ぽつぽつと街灯がともる車道を、キャデラックは猛もうスピードで駆かけ抜ぬけていった。





２







　一九二九年。アメリカ合がつ衆しゆう国こくは、のちに「黄金の二十年代」と呼ばれる繁はん栄えいの絶ぜつ頂ちよう期きを迎むかえていた。


　きっかけとなったのは、第一次世界大戦である。大戦前、新しん興こう国こくアメリカは、ヨーロッパ諸しよ国こくから三十五億ドルという巨きよ額がくの借しやつ金きんを抱かかえた世界最大の債さい務む国こくだった。それが、大戦を境さかいにして、劇げき的てきな逆転を遂とげたのだ。


　第一次世界大戦は、近代社会が初めて経けい験けんする、国家と国家との総そう力りよく戦せんとなった。戦いが長期化するにつれ、欧おう州しゆう列れつ強きようは途と方ほうもない戦費――数世紀にわたって蓄えられてきた国こく富ふの大半――を一いつ挙きよに吐はき出し、戦争の勝敗にかかわらず、その国力を大きく衰すい退たいさせた。


　対してアメリカは、彼らの軍事力を支ささえる形で大量の物ぶつ資しを貸かし付つけた。工業生産力は全ヨーロッパを凌しのぐまでに成長し、輸出量も前世紀末の四倍近くまで跳はね上あがる。ついには、世界の金きん保ほ有ゆう率りつの半分近くを、アメリカが占しめるに至いたったのである。


　またアメリカは、戦後疲ひ弊へいしたヨーロッパを復ふつ興こうするため、大量の資し本ほんを投下した。中でも、敗戦国となり、到とう底てい支し払はらい不可能なほどの報ほう復ふくじみた賠ばい償しよう金きんを課せられたドイツは、経けい済ざい復興――というより、とにかく国を存そん続ぞくさせるために――大量のアメリカ資本を自国に招まねき入れた。結果として、大戦後アメリカは、実に百二十五億おくドルもの対たい外がい債さい権けんを有する世界最大の債権国へ変へん貌ぼうを遂とげてしまった。


　そして、アメリカが獲かく得とくした富とみは、アメリカに生きる者たちに、新たな時代の幕まく開あけをもたらした。


　たとえば、自動車文化。ヘンリー・フォードが導どう入にゆうしたベルトコンベア方式は、年間百万台のＴ型フォードを生産し、それまでは一部の富ふ裕ゆう階かい級きゆうの持ち物に過すぎなかった自動車を、一いつ般ぱん大たい衆しゆうの足へと変えた。他メーカーも価か格かく低下と新しん技ぎ術じゆつの投入、多様なデザインや斬ざん新しんなコンセプトでマーケットを開かい拓たくし、一九二九年にはアメリカ人の五人に一人が自動車を所有するまでになっていた。


　また、電話やラジオ、洗せん濯たく機きなどの電でん化か製せい品ひんの普ふ及きゆうも著いちじるしい。特にラジオ産業の成長は爆ばく発はつ的てきで、二十年代半ばの時点で放送局は五百を優ゆうに越こし、一九二九年になると全家庭の三分の一以上がラジオ放送を受信していた。そして、社会に行いき渡わたったラジオは、新たな広こう告こく媒ばい体たいとして次なる商品を宣せん伝でんしていくのである。


　ジャズが大衆音楽として認にん知ちされ楽しまれるようになったのも、ラジオ網もうの普ふ及きゆうによるところが大きい。ホームラン王ベーブ・ルースや、単たん独どく大たい西せい洋よう横おう断だん飛ひ行こうを成功させたチャールズ・リンドバーグ。ボクシング世界ヘビー級王者ジャック・デンプシーといった「大たい衆のヒーロー」が誕たん生じようしたのも、ラジオなくしては考えられなかったことだ。


　第三次産業の拡かく大だい。所得の相対的上じよう昇しよう。マス・メディアの発達。まったく新しい娯ご楽らくの、多た彩さいな萌ほう芽が。そうした変化こそ、アメリカ式生活様式の誕生、「大量消費社会」の始まりだった。人々はその華はなやかな変化を、少しばかりの驚おどろきと熱ねつ狂きよう的てきな興こう奮ふんをもって受け止め、歓かん迎げいしたのである。


　少なくとも、一九二九年の秋が終わりを告つげるまでは――
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　ギシ、と椅い子すを軋きしませて、ケイン・ウォーロックは夕ゆう刊かんをデスクに投げ出した。


　目を通したのは経けい済ざい欄らん。ここ数日のウォール街の動向――それを示しめす株かぶ価かの数すう値ちと、専せん門もん家かのコメントが載せられている。その専門家の見けん解かいによれば、まだまだ市場は強気であると鼻息が荒あらいのだが――


「……気に入らん」


　椅子の肘ひじ掛かけに肘を立て、がっしりしたあごを支ささえながら、ケインはつぶやいた。そして、しばらく黙もつ考こうしたのち、ペン立てからペンを取った。


　ペン先をインク瓶びんに浸ひたし、メッセージペーパーに細かい指し示じを書きつづっていく。取引所が開くのは、言うまでもなく日中である。だから、実じつ際さいの株の売買はトレイダーに仲ちゆう介かいを頼たのむことになる。書いているのは、彼らに向けての指示だった。


　途と中ちゆう立ち上がって壁かべ際ぎわのキャビネットに移い動どうし、分ぶ厚あつい帳ちよう簿ぼを開いて数字を確かく認にん。こちらにも変へん更こうを書き入れ、再びデスクに戻った。紙の端はしに計算式を書いて、得られた数字に「うむ」と頷うなずく。


　外見は無ぶ骨こつな大男ながら、実はこうした細かい事務作業が大の得意なのだ。経けい営えい面めんにも鋭するどいセンスを持っている。この『事じ務む所しよ』が目覚ましい収しゆう益えきを上げているのも、ほとんどケイン一人の手しゆ腕わんと言って過か言ごんではなかった。


　気配を感じたのは、そうした作業を一通り終えたときだった。


　彼が仕つかえる主あるじと、現在は『事務所』の『同どう僚りよう』である青年の気配。ケインは立ち上がり服の乱れを整えて、磨すりガラスの小こ窓まどが入ったドアの前に移動した。


　ほどなく窓に人ひと影かげが映うつり、ノックなしでドアが開かれる。ケインは背せ筋すじを伸のばし、慇いん懃ぎんに頭を下げた。


「お帰りなさいませ、カーサ様……と、そっちの若わか造ぞうはどうされました？」


「さあ。さっきからずっとこんな感じだ」


　肩を竦すくめるカーサの後ろでは、顔色をなくしたジローが口を押さえながら壁に寄りかかっていた。ケインはしばし二人を観かん察さつしたのち、ドアの前を空あけた。颯さつ爽そうと室内に入るカーサに続き、ジローもよろめきながら入口を通った。


「……なんなのだ。そのみっともない様ざまは」


「……車に酔よいました」


「情なさけない。貴き様さま、転化してもう三十年だぞ？」


「ふふふ……あなたもカーサの運転に同乗すればわかりますよ。断だん言げんしますが、そう遠い未来ではないはずです」


　冷ややかに見下ろすケインに対し、ジローは青ざめたままニヤリと笑った。不覚にも、薄うすら寒い何かが背せ筋すじを通っていく。


　一方のカーサはご機き嫌げんだ。持っていたワインボトルをデスクに置くと、帽ぼう子しとマフラーを踊おどるように外した。コートも脱ぬぎ、まとめてコート掛かけにかける。


「さて。お姫ひめ様さまの具ぐ合あいはどうだ、ケイン？　また抜ぬけ出だして、出歩いてるんじゃあるまいな」


　その台詞せりふが聞こえたのかどうか、折良くオフィスの隣りん室しつに繫つながるドアが開き、一人の女性が顔をのぞかせた。


　寝ね間ま着き姿すがたにカーディガンを羽は織おった女性だ。緩ゆるやかなウェーブのかかった長い金髪ブロンドに、吸い込まれそうな青い瞳ひとみが映はえている。妙みよう齢れいの美女なのだが、どこか幼おさなさを――あるいは無む邪じや気きさを残した印いん象しようがあった。ぼんやりとしていた瞳がカーサとジローに焦しよう点てんを合わせると、寝ね起おきの顔がパッと晴れやかに輝かがやいた。


「ジロー。カーサちゃん。お帰りなさい」


　まるで光が差し込んでくるような温あたたかい笑え顔がおだ。カーサは軽く柳りゆう眉びを持ち上げて返事をし、ジローはそれまでへばっていたのが噓うそのように表情を明るくした。そして、しっぽがあれば全力で振ふっていたに違いない足取りで、彼を吸血鬼へと転化した闇の母ナイト・マム、アリス・イヴの側に寄よった。


「我が君。その後お加か減げんはどうです？　少しは楽になりましたか？」


「ん……て、こら、ジロー。また『我が君』とか言ってる。違ちがうでしょ？　違うってもう、何回も何回も言ってるよね？」


「す、すみません。その……ア、アリス」


　幾いく分ぶん顔を赤くしながらジローがアリスの名を呼び直した。アリスは満足そうに頷うなずいたが、横で見ていたカーサはたちまち白けた顔になり、「ハッ」とこれ見よがしに肩を竦すくめた。


「そのやり取りも何百回目なんだか。いちいち赤くなってどもる前に、少しは物を覚えたらどうだ」


「よ、余よ計けいなお世話です！」


「そうだよ、カーサちゃん。ジローのそうゆう初うぶな反はん応のうが可愛かわいいんじゃない。んもうっ、こいつメ、って感じで」


「え？　そ、そうだったんですか？」


「鬱うつ陶とうしいだけじゃないか。箱入りの乙おと女めでもあるまいに」


「うふふ。男の子のカワユサがわからないようじゃあ、カーサちゃんもまだまだお子様だね」


「どうだかな」


「……あの、私はいま、からかわれているのでしょうか？」


　アリスはニヤニヤにやけながらジローの腕に両手を絡からませ、カーサは、つき合ってられん、と言いたげに首を振ふる。ジローは反応に困こまった様子で、自由な方の手を持ち上げ、頰ほおをかいていた。


　ケインはドアを閉しめ――本当は必要はないのだが――ストーブに火を点つけながら、三人の様子を眺ながめていた。この場合、意い識しきして発言を控ひかえている彼が、一番「大人」なのは間違いないだろう。込み上げそうになる苦く笑しようや呆あきれ顔がおを、慎しん重ちように隠かくしている点も含ふくめて。


　ケインは話題を変えるべく、老練な執しつ事じの口調で、


「今日は来客もありませんでしたし、賢けん者じや殿どのも静かにお休みになれたのではありませんか？」


「そうだね。あ、でも、ごめんね。お仕事、ケイン君にばかり任まかせちゃって。もちろん、ジローもカーサちゃんも。ぼくだけ何もできなくて申もうし訳わけないよ。ぼくが言い出しっぺなのに」


「とんでもない。『探たん偵てい事じ務む所しよの所長』なんてものは、どんと構かまえていてくださればいいのです」


　ケインの落ち着いた台詞せりふに、アリスはいくらか神しん妙みような顔つきになって頷うなずいた。


　アリスたち四人が大西洋を渡ったのは、いまから半年ほど前だ。そして、アメリカを訪おとずれたアリスがまず初めに希望したことは、「みんなで何か商売がしたい」ということだった。


　折しもアメリカはクーリッジ景気の最さい盛せい期きにあり、人々は、自らのビジネスに邁まい進しんしていた。新しいサービス、これまでになかった商売が現あらわれ、中にはたちまちにして輝かがやかしい成功と巨きよ額がくの富とみとをつかむ者もいたのである。淀よどんだ空気に包まれた欧州から来たアリスには、アメリカの活気に満ちた気風が、殊こと更さら眩まぶしく映うつったらしい。もちろんジローに反対意見のあるはずもなく、どさくさに紛まぎれて二人についてきたカーサと、彼女の守もり役として同行したケインも、アリスの提てい案あんに興きよう味みを覚えた。そこで、あれこれ話し合った結果、最終的にケインの提てい案あんで『探偵事務所』を開業してみたのだ。


　事務所の名前は『フルムーン探たん偵てい社しや』。命めい名めいはアリスだが、事務所の確かく保ほから事業の申しん請せい、探偵免めん許きよの獲かく得とくといった手配は、すべてケインが行った。視し線せんによる催さい眠みんなどの魔ま術じゆつも駆く使ししたとはいえ、表面上は正式な手続きを踏ふんでいる真っ当な探偵事務所だ。


「幸い当事務所の運営は順調です。安心してご静養下さい」


　ケインの台詞は噓うそではない。最近、地元のギャングとの間に利害関係の対立が生まれているが、そんなことは彼らにしてみれば、極きわめて些さ細さいなことである。


「ケインの言う通りです、アリス。あなたはまず、ご自身の体調を第一に考えなければ」


　ジローもそう言って、アリスの両手を手のひらで包んだ。


「無ぶ聊りようをかこっておられることは重々承しよう知ちしていたしておりますが、どうか我が慢まんしてください。早く良くなって――そうしたら、ニューヨークの街まちをのんびり見て回りましょう。私もお供ともしますよ。ここには、あなたが気に入りそうな、変わった場所がたくさんある。早くあなたに見せてあげたい」


「……ジロー」


　じっと目を見つめ、ジローが優やさしくほほえむと、今度はアリスが頰ほおを赤らめた。


　うつむき、「うん」と小さく頷うなずく。それからまた顔を上げ、自分を見つめるジローを瞬またたきもせずに見つめ返した。すでに、室内にいる他の二名のことなど、脳のう裏りにないらしい。


　ケインは小さく咳せき払ばらいをして、それとなく視し線せんを逸そらした。カーサは唇くちびるをへの字に曲まげて、むっつりとそっぽを向いた。そして、向いた先にあった物を見つけ、「そうそう」とデスクに近づいた。


　デスクの上に行ぎよう儀ぎ悪わるく腰こしをかけ、ワインボトルを左右に振ふる。


「アリス。土産を買ってきたぞ。なかなかの掘り出し物ものだ」


「え……あっ、ワイン！　美お味いしそ～」


　たちまちアリスがジローの手を放し、ふらふら～とカーサの方に吸すい寄せられた。


「どうしたのこれ？　この国って、お酒は禁きん止しなんでしょ」


「蛇じやの道みちは蛇へび。酒を抹まつ殺さつできた社会など、史上ひとつも存そん在ざいしない」


「でもでも法ほう律りつ違い反はんじゃない？」


「アリス。禁酒法とは人の法律であって、我われ々われの法ではない」


「だよねっ。カーサちゃん、イカしてるっ」


　アリスがぐっと親指を立て、カーサもクールに親指を立てる。四百年以上のつき合いだけに、この辺はあうんの呼こ吸きゆうだ。


「しかもワイン！　そんなのも売ってたんだね。ぼくが今日見つけたお店には、変なにおいのする蒸じよう留りゆう酒しゆしか置いてくなってさー。なんか胸むね焼やけしちゃったよ」


「お前、それ合成ウィスキーじゃないのか？　産業用のアルコールを元に、バスタブで作るような奴やつだろ。新顔だからって足あし下もと見られたんだよ。しかし、よくもぐり酒場スピーク・イージーなんて見つけられたな」


「えへへ。ぼく、食べ物関連のことには、すごく勘かんが働くの」


　カーサに褒ほめられ、機き嫌げん良よく胸を張はるアリス。「早くちょーだい」とねだる様子は、まるきり子こ供どもだ。


　と、独り取り残されていたジローが、


「……我わが君」


　とつぶやいた。


　短いが能のう弁べんな呼びかけだった。はしゃいでいたアリスが、しまった、というわかりやすい顔で固まった。


　恐おそる恐る振ふり返かえり、にぱっ、と笑え顔がおを浮かべる。さっきの温あたたかな笑顔とはひと味あじ違ちがう、笑って誤ご魔ま化かそうという意図が見え見えの笑顔である。ジローの視し線せんが白々と主に注がれた。


「ジ、ジローったら。『我が君』じゃないって――」


「我が君」


「う」


「また勝手に抜ぬけ出して、出歩いていたのですね。しかも一人で」


「ち、違うんだよ、ジロー。ほら。例の『血』の導みちびきというか、ご託せん宣たくがあって」


「『血』が、もぐり酒場に潜せん入にゆうせよ、と？」


「それは、その……ウッ!?　急に体調が！　頭が痛いよ。目眩めまいがするよ。あ、倒たおれそう。ゴホゴホ……！」


「……悪い酒を飲むからです」


「ジ、ジロォ～」


　冷たい我が子に母はみっともなく泣きついたが、ジローは態たい度どを崩くずさない。


「ほーら、アリス。美お味いしいワインの栓せんを開けるぞ？　悪わる酔よいなんか吹き飛ぶさ」


「う～……ジ、ジロー？」


「駄だ目めです」


「み、みんなで一緒に」


「いけません」


　ぴしゃりと言うジロー。一方カーサは鼻歌交まじりにコルク抜きを取り出している。アリスは両者の狭はざ間まで葛かつ藤とうし、「くわあ」とよくわからない嘆なげき声ごえをもらした。


　ケインは賢けん明めいにも、一連の光景に対して見て見ぬ振ふりをした。とはいえ、内心舌したを巻まいてもいる。いつの間に抜け出したのか、まったく気付かなかったのだ。さすが始し祖そ――と感心すべきかどうかは微び妙みような問題だが。


　それにしても――と、ケインは厳いかつい口元を、いつになく弛ゆるめていた。


　たわいもないやり取りだ。だが、本国では――いや、欧州では見ることのなかったやり取りである。特に、カーサについては。


　アリスはアメリカに来て体調を崩したが、カーサは逆に活いき活きとしていた。本来の彼女は陰いん気きな皮肉屋で、屈くつ折せつした冷笑家だ。それが、ニューヨークで探偵の真ま似ね事ごとを始めてからというもの、毎日陽よう気きに笑顔を見せている。実じつ際さい、彼女の下について長いケインも、こんなに風に羽はねを伸のばし、楽しそうに過すごす主を見るのは初めてのことだった。


　アメリカの自由な気風が肌はだにあったのもひとつの理由だろう。だが、それ以上に大きいのは、ここには他の血族がいない――血族社会が存在しないということではないかと、ケインは思っている。


　ケインとカーサは、『魔ま女じよモーガン』の血けつ統とうに属ぞくする、同じ血族の吸血鬼である。しかし、カーサは吸血鬼に転化する際さい、実験的に他の血統の血を混こん入にゆうして生み出された。それは、己おのれの血統を重じゆう視しする吸血鬼の習わしに照らし合わせれば、許ゆるし難がたい冒ぼう瀆とくなのである。故ゆえに彼女は、忌いむべき『混こん血けつ児じ』として、他の血族はもちろん、身内であるウォーロック家からも敬けい遠えんされ続けてきたのだ。


　大陸の闇やみを支し配はいする古いにしえからの因いん習しゆうと、それを重んじる長老たち。しかし、欧州から遠く離はなれた、このコンクリートと鋼鉄スチールの街では、そんなことを気にする者など誰だれ一人として存在しない。カーサが宿命的に背せ負おう『血』の重荷も、それを意い識しきすることがなくなる。彼女の笑顔が増ふえた理由は、そのあたりにあるのではないだろうか。


　そして、もうひとつ。カーサが笑みをもらすとき、決まって側そばにいるのは誰か。


　これまで、その誰かとはアリスだった。始祖でありながら、その内なる力を意のままに操あやつることのできない彼女を、カーサはいつも陰かげからサポートし、その気楽な言動に対して、呆あきれ、苦笑していた。


　しかしいま、その対象はアリスだけではなくなっていた。貶けなし、見下し、鼻であしらいつつも、自然とこぼれる笑顔を向けている者が、もう一人増ふえていた。いったいいつの間にそんな風になっていたのか。ケインが共にアメリカに渡り、大いに驚おどろいた事実である。意外であり、そして微笑ほほえましかった。正直、この主に対してそんな感情を抱いだくのは、初めてのことだった。


　いまもそうだ。口では思うまま悪あく態たいをつきながら、ケインの目には二人は気心の知れた姉弟のようだった。それも、要よう領りようの悪い真まっ直すぐな弟と、馬ば鹿かにしながらも目が離はなせずにいる姉のような。


　むろん、そんな単たん純じゆんな関係だけでないことはわかっている。カーサという人物の複ふく雑ざつさたるや、誰よりもよく弁わきまえているケインである。


　しかし、そうした関係がカーサの中に居い場ば所しよを確かく保ほしていることは、紛まぎれもない事実なのだ。あるいは、ほんのわずかな変化なのかもしれない。しかし、小なりといえど、お嬢じよう様さまは確かに変わられた。そう、ケインは思うのである。それこそ、跳はねっ返りの令れい嬢じように長年つきそうお目付役の心情で。


　と――


「おわっ!?」


　ケインが仰のけ反ぞった鼻先を、投とう擲てきされたコルク抜きが高速で通つう過か。背はい後ごの壁かべに突き立った。カーサだ。見れば、石ころを見るような冷ひややかな視線が、彼の額ひたいを貫かん通つうしている。


「……いまこの方角から極きわめて不ふ遜そんな何かを感じたのだが、気のせいか、ケイン？」


「……もちろんです、カーサ様」


　ときどき痛つう感かんするが、化ばけ物じみた勘かんの良さである。特に自分の悪口には。ケインは冷や汗あせをかきつつ、壁に刺ささったコルク抜きを抜いた。


　ちなみに、突とつ然ぜんの狼ろう藉ぜきに啞あ然ぜんとするジローに比くらべ、アリスはコルク抜きの行方ゆくえなど気にもせず、栓せんの開いたワインボトルを物もの欲ほしそうに見つめている。最近この国の若わかい女性たちは、古い道どう徳とく律りつを打ち破やぶり、自じ由ゆう奔ほん放ぽうな生き方を求めているらしいが――男たちの率そつ直ちよくな意見というものも、聞いておきたいところだ。


「まあいい。それよりケイン。また『経けい費ひ』を頼たのむ」


「なっ！　カ、カーサ様。先日給きゆう料りようを前まえ渡わたししたばかりですよ？」


「あんなものとっくに使ってしまったよ。なあ、ジロー？」


「ま、まあ」


「なんだと、ジロー。お前まで、いったいなんに使った？」


「株かぶを少々」


　平然として答えるジローに、ケインは「お前」と頭を抱かかえた。


「止やめておけとあれほど言ったろう？　今月に入って株式相場がどれだけバランスを失っているか、一昨日おととい説明したばかりだぞ。今日だって相当落ちた。しかもこれは、おそらくほんの前まえ触ぶれだ」


「平気ですよ。株の暴ぼう落らくはこれまでにもありましたが、いつも次の週にはそれまで以上の高たか値ねになって持ち直してきたではありませんか。それに、あなたに言われて、ゼネラル・モーターズとＵＳスチールは手て放ばなしました。いまはその分もつぎ込んで、ラジオ株一本です」


　ぐっと握にぎり拳こぶしでジローは言った。


　もともと経けい済ざいや株の投とう機きには疎うとかったジローだが、アメリカに来てからはケインに頭を下げて勉強し、これまでにかなりの金額を儲もうけている。その経けい験けんがあるためか、台詞せりふにもそこはかとない自信が見られた。


「ラジオは間違いなく来ます。すでに来ていますが、さらに上がります。専門家もそう言っています。鉄てつ板ぱんです」


「……お前な」


　ケインが憎にく々にくしげにジローをにらむ。ジロー以上に株には無知なアリスが、きょとんとして彼の袖そでを引ひっ張ぱった。


「ねえ、ジロー。それってお金儲けの話でしょ？　そんなにお金を儲けてどうするの？　何か欲ほしい物でもあるの？」


「え？　それは……」


　ジローが気まずそうに視線を泳がせた。アリスは「あー」と目を尖とがらせた。


「ぼくに言えないことなのー？　なに？　いったい何を買う気なの？」


「ですから……その……」


「後ろめたいことなんだ！」


「違いますよっ」


「じゃあ、言って。ほら！」


　アリスがぐいぐいとジローの袖を引っ張る。ジローは観念して、白はく状じようした。


「別べつ荘そうを買おうかと……」


「別荘？」


「はい。アメリカに来てから、我が――アリスも体調が優すぐれませんし。なら、どこか人のいない所に移うつり、二人で静かに暮くらすのもいいだろうと思ったので……」


「……え」


　思わぬ答えだったのか、アリスは思わず絶ぜつ句くする。ジローが照れてうつむくと、つられて頰ほおを赤らめた。


　一緒になって恥はずかしそうにうつむき、でも、袖をにぎる手は放さない。


「す、すみません。子こ供どもっぽいことを――」


「……ううん。それ……素す敵てき……」


「は、はあ」


　ジローとアリスは互たがいに顔を上げ、互いの顔を見つめ、もじもじしながら再びうつむいた。「……ハッ！」とカーサが盛せい大だいに鼻を鳴らした。それまでで一いち番ばん熱ねつ量りようの込こめられた声だった。気持ちはわからないでもない。


　またしても自分たちの世界に入ってしまった二人を無む視しし、鬱うつ憤ぷんを晴らすかのようにカーサはケインをねめつけた。


「とにかく金だ。ガソリンにせよ酒にせよ、この街はとかく物入りでな。マシンガンの弾たまもさっきで尽つきた。どうせ経費だ。ケチケチするなよ」


「お待ち下さい、カーサ様」


　ケインが口調を変えた。問い返す顔つきが真しん剣けんなものになった。


「さっきで尽きた？　それはどういう意味です」


　するとカーサも――そしてジローも――肝かん心じんな報ほう告こくを忘わすれていたことに気がついた。


「おっと、そうだった」


　とカーサは、彼女らしい怖おそれを知らぬ微び笑しようを見せる。


「忘れるところだった。実は事務所に帰る途と中ちゆうで、懐なつかしい人種と遭そう遇ぐうしてね――」
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　彼らの隠かくれ家がはニューヨーク郊こう外がいにあった。食堂と共同シャワー、それに部屋が八つ用意された、労働者相手の木き賃ちん宿やどだ。管理人を魔ま術じゆつで操あやつり、宿ごと買い取った建物である。いま彼らは食堂に集まり、深しん刻こくな話し合いを進めていた。


「やはり――」


　と一人の女が発言する。数時間前ジローを襲しゆう撃げきした、ナイフの女である。


「思った通りの手て練だれだった。長老たちの追っ手が、とうとうここまでやって来たのよ」


「だが、あの二人は余よ所その血族だ。少なくとも男の方は」


「本国も手が足りていないのは間違いないでしょ。他の血族にわたしたちの始末を依い頼らいしたとしてもおかしくはないわ」


「しかし、どこの血族が手を貸かす？　いまやすっかり没ぼつ落らくした、我われら『竜りゆう飼がい』の血けつ統とうに」


「……長老たちの何人かは、まだ他の血族に顔が利きく。古い連中は約束事を重んじるからね。かつての誓せい約やくなんかを持ち出せば、刺し客かくの一人や二人、都合をつける血族はいるんじゃない？」


　ナイフの女が自じ嘲ちよう混まじりに言うと、反はん論ろんしていた仲間も口を閉とざした。


　ジローとカーサが予想した通り、彼女らはドイツから海を渡わたって移い住じゆうしてきた若わかい吸血鬼たちだった。かつては欧州でも屈くつ指しの大血族として知られた『竜飼ウォルフ』の血統に連なる者たちだ。


　もっとも、彼女らが口にした通り、いまや『竜飼ウォルフ』の血族は、往おう時じの隆りゆう盛せいを失い、凋ちよう落らくの一いつ途とを辿たどっていた。いまから十五年前、欧州系けい血族たちの今後を議ぎ論ろんすべく開かい催さいされた『会議』の場で、それまで千年にわたって一族を率ひきいてきた大吸血鬼、ゲオルグ・フォン・ツェーゼルが暗殺されたためだ。暗殺を手引きしたのは、他ならぬ彼の腹ふく心しんたち――いまの長老たちだった。ゲオルグは、部下の謀む反ほんによって、その長い生に幕まくを下ろしたのである。


　新たな長老となり、ゾーネ公の地位を引き継ついだ腹心たちは、ゲオルグが固こ執しつしていた古いしきたりを破やぶり、人間社会との積せつ極きよく的てきな交渉を試みる。が、第一次世界大戦終しゆう決けつ間ま際ぎわの革かく命めいによってドイツ帝てい国こくが倒たおされると、秘ひ密みつ裏りに重ねていた皇こう室しつ関かん係けい者しやとの密みつ会かいが途と絶だえてしまった。彼らが人間社会との間に設もうけることができた唯ゆい一いつのパイプが切れたのである。そして、次なる方ほう針しんを打ち出すこともできない間に、血族内の結束が綻ほころびた。再び閉へい鎖さ主しゆ義ぎに戻もどる集しゆう団だんや、ドイツの新政府、もしくは他国の政府と接せつ触しよくを試みようとする集団。それぞれ、独どく自じの生き方を模も索さくする集団に分かれ、内ない部ぶ崩ほう壊かいをしていった。


　新たなゾーネ公には、千年に亘わたってゲオルグが発はつ揮きしてたような統とう率そつ力りよくはなかったのである。ここにいる者たちも、迷めい走そうする年寄りたちを見み限かぎり、新天地を求めて飛び出してきたのだ。


「国はそれどころではあるまいに。俺おれたちのような小物など、放っておけば良いものを！」


「……そうすれば、あとに続く者が少なからず現れる。血族内の統とう制せいを図るためにも、見せしめにする必要があると考えたのかもしれないわ」


　ナイフの女の見けん解かいに、仲間たちは忌いま々いましげな舌した打うちをした。


　共にアメリカに渡った仲間は六人。百年を生きた吸血鬼が珍めずらしくない『竜飼』の中で、転化後十年そこそこという未み熟じゆく者ものがほとんどだ。本国の長老たちが追っ手として選んだ腕うで利ききを返かえり討うちにできる者などいなかった。今日の奇き襲しゆうに失敗したからには、反はん撃げきのチャンスはさらに減げん少しようしたと言えるだろう。彼女らの表ひよう情じようが暗いのも無む理りからぬ状じよう況きようだった。


「本当に追っ手だったのか？」


　ぼそりと小声で尋たずねたのは、他の五人から離はなれた椅い子すに一人で座すわっていた男だった。


　外見は三十代後半。口元にひげを蓄たくわえた瘦そう身しんの男だ。着古びたドイツ軍の軍服を身に付け、腰には軍刀を提さげている。共に故こ国こくを出た六人の中では、唯ゆい一いつ四十年という時を生きた吸血鬼である。


「確たしかな証しよう拠こは何もないはずだ。向こうが我われ々われを発見していたとも思えん。勇いさみ足だったのではないか」


　軍服の男は苦々しく言った。彼は今日の襲撃には参加していない。そもそも、あの襲撃は、偶ぐう然ぜんジローが一人でいるところを見かけた仲間が、慌あわてて他の者たちに声をかけて行ったものだ。ろくに準じゆん備びも整わないまま、一か八かで仕し掛かけた襲撃だったのである。


「確かに、軽けい率そつだったことは否いなめないわね。でも、ここはニューヨークよ。この国に渡わたった同族が、わたしたち以外にそうそういるとは思えない。ましてや、あの二人のような力ある吸血鬼なら、なおさらね」


　基き本ほん的てきに、吸血鬼は自らの拠きよ点てんを移うつすことが少ない。欧州に生きる吸血鬼は特にそうで、仮かりに根ね城じろを変えたとしても、他国に移り住むことなどほとんど皆かい無むだ。それだけ、自みずからの生まれ育った土地に根付くという意い志しが強いのである。これは、年を経へた吸血鬼ほど強く見られる傾けい向こうだ。


「……それほど手て練だれだったのか？」


「男の方は全員でかかればあるいは……しかし、女の方は桁けた違ちがいだわ。下へ手たをすると、長老たちと同どう格かくの吸血鬼かもしれない」


「他に仲間は？　その二人組だけだったのか？」


「わからないわよ。奴やつらの潜せん伏ぷく先さきすらわかっていないんだから」


「そうか……」


　男は重々しく頷うなずくと、ガチャと腰の軍刀を鳴らし、椅子から立ち上がった。仲間たちの視線が、彼に集中した。


「だが、始めたからにはやるしかないな。また逃にげたところで、追ってくる」


「……そうね。いまさら後には引けない」


　ナイフの女が答えると、残る四人も立ち上がった。


　彼らは窮きゆう鼠そだが、牙きばを持つネズミだ。そして、いよいよとなれば牙を剝むくのが、牙を持つ者の性さがである。


「まずは情じよう報ほうだな。少なくとも、敵てきの数、それに居い場ば所しよを割わり出す必要がある」


　軍服の男の台詞に、ナイフの女も無言で頷く。


「でも……どうやって捜さがすんだよ？」


「知るかよ。虱しらみ潰つぶしにするしかないだろ」


　他の仲間の不安そうな問いに、もう一人が吐はき捨すてるように言った。ただでさえ人目につくことを避さけねばならない吸血鬼としては、楽な仕事ではない。


　と、突然彼らは全身を強こわ張ばらせた。


　車のエンジン音が聞こえたのだ。しかも、宿の表で停とまった。


　木き賃ちん宿やどの看かん板ばんは外してある。他にここを訪れる者などいないはずだ。なのに、停車した車から降りた足音は、建物のドアを開け、勝手に中に入ってきた。


　吸血鬼たちは鋭するどい目配せを交かわした。もっとも、不安よりは戸と惑まどいが強い。訪れたのは、明らかに人間の気け配はいだったからだ。


「――っと。こいつは驚おどろいた。明かりがないから留る守すだと思ったら、こんな真っ暗な中でなんの相談だい？」


　唐とう突とつに顔を出したのは、場にそぐわぬ図太い態たい度どの男だった。


　肩かたにかけたコートの下には、真新しいピンストライプのスーツがのぞいている。のりの利いたシャツにグレイのネクタイ。あみだに被かぶった中折れ帽フエドーラ。厚あつい唇くちびるは他人を小こ馬ば鹿かにするように歪ゆがめられ、軽けい薄はくな笑えみを浮うかべている。異い様ような風ふう体ていの六人を前にして、まったく動じる様子がなかった。


　右目の目ま蓋ぶたが不自然に垂たれており、その下からガラスのような瞳ひとみがのぞいていた。その場にいる誰よりも酷こく薄はくな瞳だ。


「捜さがしたぜ、あんたら。と言っても、ここに妙みような連中が住み着いてるって報告は、かなり前から受けちゃいたんだがよ」


「……何者なの」


「見りゃわかるだろ。ギャングさ。一応、ジョー・マッセリアの傘さん下かの者だ。チャールズって呼んでくれ」


　チャールズと名乗った男は、気さくな口くち振ぶりでそう言った。もっとも、彼の気さくな物言いたるや、かえって相手の警けい戒かい心しんを強める効こう果かしか出していなかった。吸血鬼たちも例外ではない。この胡う乱ろんな男を見る目つきは、露ろ骨こつな拒きよ絶ぜつに満ちていた。


「ここに何をしに来たのかしら。宿ならとっくに廃はい業ぎようしてるわ」


「わかってるって。いやなに。俺の部下が世話になったってんで、礼を言いに来たのさ。――おい。入れ」


　チャールズがあごを突つき出すと、もう一人スーツ姿の男が食堂に入ってきた。その顔を見た吸血鬼の一人が、スッと両目を細める。彼は襲撃の際さい、ライフルでジローを狙ねらった狙そ撃げき手しゆだ。スーツ姿の男に見覚えがあったのである。


「サムライだかなんだか知らねえが、東洋人の若わか造ぞう相手に、八人がかりで手も足も出ねえってんだからな。腕うでっ節ぷしが商売の俺たちにしてみりゃ、情けない話だよ。だが、とにかくあんたらのおかげで、こいつらは命いのち拾びろいした。恩おんにきるぜ。あんたらには借かりができちまった」


「……別にその人を助けるつもりだったわけじゃないわ。もういいから帰ってちょうだい。ギャングなんかと関わりを持つ気はないの」


　ナイフの女が硬かたい声で言った。「まあまあ」とチャールズが大げさな身み振ぶりで彼女をいなす。吸血鬼たちの不ぶ気き味みな存在感に部下は怯おびえを見せていたが、チャールズはそれも平然と無む視しして、一方的に話を進めた。


「俺がここに来たのは、礼のついでに、ちょっとした提てい案あんがあったからなのさ。どうだ？　あんたら、俺と手を組む気はないか？」


「手を？」


　チャールズの台詞に、ナイフの女が意外そうな顔をする。チャールズはここぞとばかりに、大きく頷いて見せた。


「そう。あんたらと利害は一いつ致ちすると思うんだが……俺も最近、ちょっとばかり目め障ざわりになってたのさ。あの探偵社の連中にはな」


「探偵社……ですって？」


「おや。知らなかったのか？」


　その瞬間、チャールズの瞳が狡こう猾かつな光を灯ともし――すぐに消えた。再び喋しやべり始めたが、声のトーンが微び妙みように変化している。相手の欲しい物がなんなのかを知り、それと引ひき替かえに何を引き出せるかよく理解している。そんな話し方になっていた。


「野や郎ろう二人に女二人って事務所だが……これが妙な連中でね。ちょうどあんたらと同じ、昼間は閉とじ籠こもって、夜だけ出歩いてる。そして部屋には明かりひとつ灯ともさない。ふふ。気になるよな。あんたたちこそ、いったい何者なんだか……とにかく、場所を変えねえかい？　計画は入念に練るのが、俺の好みでね」





３







　夕日が摩ま天てん楼ろうを染そめたあと、街はネオンに包まれた。


　人工の光に彩いろどられた人工の街。そこで暮くらす者たちの、これまでになかった新しん奇きな生活。


　ここには、一いつ寸すん先さきを閉ざす濃のう厚こうな闇やみがない。ロンドンでも、また欧州の主要都市でもそうだったが、ここマンハッタンではそれが際きわだっている。肉体を持ち、息をしているような古い時代の闇は、人工の都市では生きていけないのかもしれない。


　今後は、眼がん前ぜんの摩天楼のように、隅すみから隅まで人の手によって建けん造ぞうされた都市が増ふえていくのだろう。そんな街で生まれ、育ち、そして死んでいく人々の人生とは、いったいどんなものになるのか。また、そんな人々の背はい後ごで密ひそやかに暮らす夜の住人たちは、どんな変化を強しいられるのか。事務所から少し離はなれた、尖せん塔とうを持つタワーの上に立ち、見み慣なれぬネオンの海を眺ながめながら、ジローはそんなことを考えていた。


　たたずむジローの傍かたわらに、冷笑を含ふくむ軽やかな気配がした。次いで、質しつ感かんを伴ともなう何者かの気配が、音もなく出現した。隣のビルから尖塔への跳ちよう躍やく。ただそれだけの移い動どうでも、自分には真ま似ねできない力とキレが感じ取れる。


「何を黄昏たそがれてるんだ、ジロー」


「別に黄昏れてなどいませんよ。念のため、周囲を警けい戒かいしていただけです」


　昨日と同じ姿すがたで現れたカーサに、ジローは素そっ気けなく返事をした。


　ビル街の上だけあって、風が強い。カーサのマフラーと二人の黒髪、コートの裾すそが、風に長くたなびいている。もしどこかの屋上から尖塔を見た者がいれば、こんな場所に立つコート姿の人ひと影かげを見て目を丸くしただろう。


　夜空は曇くもっていたが、所々雲の切れ間から月がのぞいてた。硬こう質しつな灰はい色いろの街並みに、青白い色合いを落としている。


「機き嫌げんが悪いようだな。え？」


「別に……いつもと変わりません。私は」


「顔色も悪いようだが？」


「そ、それはそうですとも。何しろ我が君の体調は、相変わらず優すぐれないのですから」


　するとカーサは「ハッハッハ」とわざとらしい笑い声を立てた。


「ケインから聞いたぞ。案の定、今日の株かぶ価かは、いまだかつてないほど盛せい大だいに下落したそうじゃないか。暴ぼう落らくってやつだ。欲よくをかいた報むくいだな」


　図星だったので、ジローはつい唇を嚙かんだ。


「クッ……嬉うれしそうに」


「ん？　なんだって？　よく聞こえなかったが」


「安心して下さい。確たしかに今日は酷ひどかったが、逆に言えばこれ以上酷くはなりようがない。明日からは少しずつ持ち直してきますよ。これまでだって、そうだったんですから」


「本当かね。まあ、いずれにせよ、せっかくのスイート・ハウス購こう入にゆう計けい画かくが延えん期きしたことは間違いないな。可哀かわいそうに。心から同情するよ」


「……嬉しそうにっ」


「なんだって？」


「いいえ。なんでもありませんっ」


　ふて腐くされるジローを横目に、カーサは溜りゆう飲いんを下げる。昨夜のアリスとの絡からみが余よ程ほど気にくわなかったのか、顔にざまあみろと書いてあった。


「ま、あまり落おち込こむな。私の笑いが止まらなくなってしまうからな」


「ふん。私は何も、落ち込んでなどいません。第一、別荘のことは、私の勝手な計画だったのです。購入資し金きんが手に入ったところで、実じつ現げんはしなかったはずですよ」


「ほう」


　それは単なる負まけ惜おしみではなさそうだったので、カーサは興きよう味みを覚えた。「どういう意味だ」としつこく追つい及きゆうすると、ジローは渋しぶ々しぶ説明した。


「考えてみて下さい。我が君が一いつ箇か所しよに留とどまって何年もじっとしているなど、想そう像ぞうできないことでしょう？」


「それはそうだが……愛いとしのジローがお願いすれば、案あん外がい落ち着くんじゃないか？」


「有り得ません。我が君が世界中を旅して回るのは、彼女の『血』がそれを求めているからなんです。私にはまだよくわからない、この世界の、あるいは時代の流れのような何かを、『血』が追っているのです」


　茶化す風だったカーサが、その言葉を聞いて軽口を引っ込めた。そのことは、ジローが生まれる遥はるか以い前ぜんに、カーサがアリスと共に旅を続けていたときにも、幾いく度どか耳にしたことだった。


　吸血鬼の本ほん質しつとは、彼らが連れん綿めんと受うけ継つぐ『血』にある。親から子へと受け渡される『血』の連なり、すなわち血けつ統とうだ。吸血鬼個こ人じん個人で、そのパーソナリティーは異ことなるにせよ、実はそれは、ひとつの『血』の異なる面を司つかさどっているに過すぎない。極きよく端たんな言い方をすれば、吸血鬼とはその血統ごとの集しゆう団だん、つまり血族という単位でくくられる、一生命体と表現することもできるのだ。


　吸血鬼の特とく技ぎや弱点、その性せい質しつが血統ごとに異なっているのも、吸血鬼という存そん在ざいを『血』という単位で見てみれば当然のことなのがわかる。吸血鬼にとっての血統とは自らの正体に他ならず、血族とはまさしく己おのれの分身なのである。だからこそ、カーサの様な存在が、徹てつ底てい的てきに異い端たん視しされるのだ。


　そして『血』には、その血統ごとのパーソナリティー――もしくはそれに準じゆんずるものが存在する。吸血鬼たちが畏い敬けいを込めて、「『血』の導みちびき」と呼ぶ何かだ。それがなんなのかわかっているのは、血統の祖そたる始祖たちだけだった。いや、始祖たちですら、明めい確かくにはわかっていないのかもしれない。現に、始祖『賢けん者じやイヴ』たるアリスは、それが何かを口に出して説明することができずにいた。


　ただ、各おの々おのの血統の『血』の導きが失われるとき、その血統は絶たえると言われている。『竜飼ウォルフ』などは、その一例となりつつある血統といえるだろう。


「……我が君はただ気まぐれに旅を好まれる。しかし、それだけではないのです。ときには彼女自身自覚しないまま、世界の脈動のようなものを感じ取り、『血』の命ずるままその脈動が指さし示しめす地へと足を向けている。そんな気がしてならないのです」


「なるほどな……」


　彼女らしからぬ神しん妙みようさで、カーサは小さくささやいた。


　アリスは始祖だ。血統の『血』の源げん泉せんであり、その意い志しの体たい現げん者しやである。年とし経へた吸血鬼が旅を好むなど奇き異いなことだが、それが彼女、そしてジローたち『賢者イヴ』の宿命だとすれば――


　二人に、「安住の地」など訪おとずれるはずもない。


　そのことは、アリスにもわかっているだろう。昨夜彼女は、ジローの提てい案あんを「素す敵てき」と言った。きっと、本当に心の底から、そう思ったに違いない。


　叶かなわぬと知りながらそれでも願う想おもいほど、「素敵」なものは存在しないのだ。


「それに……実は、もうひとつ不安に思っていることがあります」


「……なんだ？」


「我が君が今回のように体調を崩されたことが、私が知る限かぎりでも一度ありました」


「いつ？」


「十五年前。ボスニアの……サラエヴォです」


　カーサが静かに目を剝むいた。


　さっきジローは、「アリスは世界の脈動が指す地へ足を向けている」と言った。そして十五年前――一九一四年の春、世界は間ま違ちがいなく、彼の地で大きな鼓こ動どうを刻きざんだ。その後の歴史の流れを左右する、決定的な、最初の一いつ拍ぱくを。


　それが、オーストリア皇太子夫妻の暗あん殺さつ。第一次世界大戦の引き金を引く直ちよく接せつの原げん因いんとなった、「サラエヴォ事件」だ。


「しかし……ここで？　アメリカのニューヨークだぞ？　街も、ここで暮くらす人間どもも、我が世の春を謳おう歌かしているじゃないか。当時のボスニアとは情じよう勢せいが違いすぎる。ここでいったい、何が始まると言うんだ？」


「わかりません。気のせい……あるいは、単なる偶ぐう然ぜんの一いつ致ちなら良いのですが……」


　ジローは歯を嚙かみしめるようにして言った。さすがのカーサもかける言葉がすぐに浮かばない。


　二人はそのまま押おし黙だまり、夜風に身を任まかせた。


　古代から中世に至いたるまで、夜の世界の有あり様さまは、人の世の移うつろいに影えい響きようを受けることがなかった。しかし、いまは違う。歴史は昼と夜の境きよう界かい線せんを乗り越え、よりダイナミックに動き始めている。前世紀末から始まった人の世の劇げき的てき変へん貌ぼうは、夜の世界をも否いや応おうなく巻き込んでいるのだ。


　しばらくして、カーサが遠方に視線を投げたまま、懐ふところから葉は巻まきを取り出した。マッチで火を点つけようとするが、風に邪じや魔まをされる。


　すると、横からジローが両手を差し向け、自分の分のマッチを擦すった。彼自身は喫きつ煙えんしないが、いつもマッチを持ち歩いている。まだ人間だった頃ころからの癖くせだった。


　カーサはちらっとジローを見たあと、葉巻をくわえたまま首を差し出した。


　ジローの手の中の小さな光が、カーサの横顔を照らし、葉巻の先に移うつる。その間、カーサは軽くまぶたを閉とじていた。


　自分がそんな無む防ぼう備びな姿を自然とさらしていることに、彼女は気がつかない。彼女がそのことに気付くのは、まだ少しあとのことである。


「別荘を買うときは……」


「え？」


「豪ごう華かなゲスト・ルームのあるやつにしろ。客用の寝しん室しつもついてるのにな」


「……はい」


　カーサのひと言に、ジローもようやく肩の力を抜いた。そこへ、二人に対し、ケインからの念話が送られてきた。


　ケインとしてはひどく狼ろう狽ばいした念話は、アリスが誘ゆう拐かいされた、と伝えるものだった。
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「気のせいかな」


　カーサは幾いく分ぶんうんざりと吐はき捨すてた。


「あいつは、ここぞというときに限かぎって、さらわれているような気がするのだが……」


「ふざけないで下さい！　我が君の一大事なんですよっ？」


「だったら君こそもう少しスピードを上げろ。置いていくぞ」


「これで全力なんです！」


　実際、ジローは疾しつ風ぷうのようにビルの外がい壁へきを走っていた。ただ、カーサが速すぎるのである。ジローが疾風なら、カーサは稲いな妻ずまだ。途と中ちゆうで幾いく度ども足を止めて、追いつくのを待たれている始し末まつだった。


　死にたいくらい不ふ甲が斐いないが、現実から目を逸そらすわけにはいかない。これがジローとカーサとの差だ。それを見み据すえ、追いかけ続けるのでなければ、自分はいつまで経っても彼女に並ぶことはできない。


「方向はこっちで合ってるんだな？」


「間違いありませんっ」


　ジローとアリスの間には共感能のう力りよくがある。安定した力ではないが、相手の居い場ば所しよや、そのときどきの感情が、なんとなく感じ取れるのである。だから、いまはまだアリスが無事だとわかっている。それだけがせめてもの慰なぐさめだった。


「とにかくだ。あまり焦あせる必要はない。いまニューヨークに、アリスを害がいせるような大物はいない。それは断だん言げんできる。人間など言うに及およばずだ」


「しかし、いま我が君は体調が――！」


「だから、こうして急いでいる。だが勘かん違ちがいするな。急ぐのと焦るのは、まったく別だ」


「…………」


　悔くやしそうに唇を嚙むジローに、カーサはやれやれと柳りゆう眉びを動かした。


　口では冷静なカーサだが、ジローが焦る理由は承しよう知ちしているらしい。ジローの胸中では、ついさっき自分が口にしたことが過よぎった。ここで何かが――ひょっとすると、歴史的な何かが――起ころうとしているかもしれない。その何かに、アリスが取り込まれてしまうことを案じているのである。


　ちなみにケインは、カーサから情じよう報ほう収しゆう拾しゆうを命じられていた。この三人の中では、彼がもっとも人間社会全ぜん般ぱんに対するアンテナの範囲が広い。いまごろは、アリスの行方ゆくえ、誘拐犯の正体を調べると同時に、ニューヨークで起ころうとしている「何か」とやらの兆ちよう候こうにも、目を光らせているはずだ。


　まだまだ不明な点は多い。それを計算に入れた上で、カーサは状じよう況きよう全体を見み渡わたし、必要と判はん断だんした行動を取っているのである。


「とにかく、君はアリスのことになると熱くなり過すぎる。それがあいつを守る上でプラスとなるかマイナスとなるかも、わからないのか？　一方的に励はげましと同情を受けるだけなら、さっさと消えてしまう方が、まだしもあいつのためになるぞ」


　殊こと更さら薄はく情じような物言いで、カーサはジローに告げた。ジローは言い返せなかった。カーサの指し摘てきは客観的で、百パーセント事実なのだ。


「にしても、『身み柄がらを預あずかった』と電話で告げるだけで、なんの要求もなしか。ぷんぷんにおうな。どんな裏うらがあるのやら」


「――！　カーサっ」


「ん？　ああ……話が早いじゃないか。どうやらさっそく『裏』が表に出てきたようだ」


　高速で移い動どうする二人を、わずかに遅おくれて追つい尾びする気配が現れた。複ふく数すうだ。まだ姿は見えないが、昨夜襲撃を仕し掛かけたのと同じ連中に違いない。


「今日はマシンガンも弾たま切ぎれだ。連中には災さい難なんなことだな」


　まるで他ひ人と事ごとのように、素そっ気けない口調でカーサは言った。月光が刃やいばを滑すべり落ちるように、冷笑が美び貌ぼうを通り抜けて行く。


　今度はお遊び抜きで相手をする、と言っているのだ。彼女がその気になれば、昨日襲おそって来た程てい度どの同族など、捕ほ獲かくし、力ちから尽ずくで情報を引き出すことも難むずかしくない。


　しかし、


「……先に行って下さい」


「なに？」


「我が君の安全を優ゆう先せんしたい。私が相手をします。どうか、我が君のことを」


　ビル壁を走りながら、カーサは意表を突つかれた表情で後方のジローを横目に見た。


　敵てきが複数いる以上、アリスの側にもいると考えるのは妥だ当とうである。また、ある程度近づけば、カーサもアリスの気配を捜さがすことは可能だ。そして、ジローがアリスのもとに辿たどり着つき、その側にいる敵を倒すとの、カーサが同じ事をするのなら、後者の方が間違いなく早い。また、確かく実じつだ。


　ただ――


「いいのか？　お姫ひめ様さまはナイトの登場を期待していると思うがね」


「……大事なのは我が君の安全です。そのために尽つくすのが、私の役目です」


　ジローは奥おく歯ばを嚙みしめ、断言した。


　悔くやしさを隠かくそうとせず、誤ご魔ま化かそうともしていない。カーサは小気味よく牙を見せた。ジローとは対照的な、晴れやかな微び笑しようを閃ひらめかせた。


「甲か斐い性しようなしめ！」


「わかってますよ！　どうせ私は未み熟じゆく者ものの甲斐性なしです！」


「ジローっ」


「なんですか！」


「アリスを連れて、すぐ戻もどる。そのままもぐり酒場スピークに行くからお前が奢おごれ。いいな！」


「……謹つつしんで」


　カーサが振り向き、ジローと目を合わせる。二人は一いつ瞬しゆん火ひ花ばなのような笑みを交かわし、二手に分かれた。


　全力を出したカーサが、ビルの外がい壁へきを蹴け破やぶる勢いきおいで走り去る。その背せ中なかを見送ることなく、ジローは踵きびすを返した。


　時を置かず、敵が姿を見せた。やはり昨日きのうの連れん中ちゆうだ。ジローの熱が発火点を超こえ、猛もう火かとなって燃もえ上がる。ジローは携たずさえてきた愛刀を、強く握にぎり締しめた。双そう眸ぼうが激はげしい光を放ち、牙きばが唇を割わって伸のびた。


　眼がん下かをネオン、眼前を月光が照らしている。でこぼこと乱らん雑ざつに林立する高こう層そうビルの群むれ。地上から遥はるか上空に向かってそびえ立つそれらは、この街以前には世界のどこにも存在しなかった光景だ。まるで、お伽とぎの国のようである。その、深い渓けい谷こくにも似にた狭はざ間まから、点のように小さな人影がぐんぐんジローに向かい、近づいてきた。


　遠方で、パッと小さな火が見えた。と思う間もなく、空中をライフル弾だんが飛来する。ジローは避よけなかった。真まっ直すぐ飛び込んで来る銃弾を、思念の力で正面から受け止めた。


　約束した以上、カーサは必ずアリスを助け出し、加か勢せいしに戻ってくるだろう。だが、ジローにそれを待つつもりはなかった。


「いざっ。勝負！」


　異い国こくの地の上空で、ジローの剣が涼すずやかに鞘さや走ばしった。
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　連れてこられた木賃宿の食堂で、アリスはぼんやりと椅い子すに座すわっていた。


　秘ひ密みつの散歩でよく買い求めた、とても美お味いしいホットドックの屋台。いつもサービスしてくれる気のいい店てん主しゆに声をかけられ、見知らぬ車に乗ったのだが……どうやら自分は悪い人間に誘ゆう拐かいされてしまったらしい。アリスは「んー」と額ひたいにしわを寄せ、握にぎっていたホットドックにぱくりと嚙かみ付ついた。


　もぐもぐ咀そ嚼しやくしながら、ぼんやり思う。車から降りるとき、店主は申し訳なさそうにこちらを見ていた。たぶん脅おどされていたのだと思う。ただでホットドックもくれた。ちゃんと帰してもらえたのだろうか。少し心配だった。


　心配と言えば、ジローたちもだ。カーサやケインも。いまごろきっと、自分を捜さがすために躍やつ起きになっているに違ちがいない。申し訳わけないと反はん省せいする。また怒おこられるなと、少ししょんぼりする。


　でも、そんなことよりもずっと、頭がぼんやりして仕方がなかった。


　昨日もそうだったが、みんなの前では普ふ段だん通りに振ふる舞まえた。しかし、独ひとりになると意い識しきがぼんやりぼやけてしまう。鈍どん痛つうが頭の奥おくに居い座すわっていた。身体からだに流れる血が、ずっとざわめき続けている。まるで徐じよ々じよに徐々に移りゆく気き圧あつの変化を、敏びん感かんに感じ取っているように。


　やだなあ、とアリスは思った。


　嫌いやなのに、なぜか離はなれられなかった。


　アリスはもうひと口、ホットドックを囓かじった。大好きなホットドックなのに、味がよくわからない。もぐもぐ咀嚼し、ごくんとのみ込んでも、やっぱり味がわからなかった。頭に霞かすみがかかっている。少し熱っぽく、身体がふわふわしているようだ。


　ただ、そんな風なのに、妙みような感覚だけが不思議なほど冴さえ渡わたっていた。その気なれば、マンハッタンにいるすべての人間たちの心しん臓ぞうの音すら聞き分けられる気がする。息づかいが、体温が、手に取るようにわかる気がするのだ。もちろん、人間だけでなく、吸血鬼たちのそれも。


　たとえば、ほら。またあの悪戯いたずら者ものが来ている――悪戯者って誰だろう。大陸を離れてこんなところまで、いったい何を企たくらんでいるのか――企むって何を？　しかし、彼はこの脈動には関係ない。いまは気に留とめる必要はない――脈動？　脈動って？　駄だ目めだ。よくわからない。頭が痛い。


「困こまったな」


　自分でも知らないうちに、アリスはぽつんとつぶやいた。いや、別に困る必要はない。自分はただ、見み届とどけるだけだ。見届けるだけ。でも、それは――


「こんなにひどいのは初めてだよ」


　自分は何を口にしているのだろう。そして、何を待っているのだろう。こんなにも神しん経けいを尖とがらせ、じっと身じろぎもしないまま。逃にげ出だそうと思えばできるのに、自分からは動き出す気になれない。


　ぼんやりとした頭で、アリスはふと思う。


　ジローはどこにいるのだろう。


　ジローに会いたかった。
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　アリスを誘ゆう拐かいした犯はん人にんたちは、食堂の出入り口に見み張はりを立て、残りは宿のフロントに集合していた。スーツにコートを着た、粗そ野やな振る舞いのギャングたちである。


「えらい美人ですね、あの女。おつむの方は、ちょっと足りてないみたいですが」


「…………」


　鼻の下を伸のばす部下を、チャールズは完かん璧ぺきに黙もく殺さつした。椅子に座って足を組み、口元に指を当てて何かを黙もつ考こうしている。


　表情は険けわしい。彼が滅めつ多たに見せないほど険しかった。昨夜、この宿を訪れたときに見せていた、おどけたところが微み塵じんもない。そして、この狷けん介かいな様相こそが、彼の本ほん性しようなのである。


　同行する部下は、全部で五人。ジローを待まち伏ぶせした中で、怪け我がの軽かった者たちだ。


　彼らはさらに何度か話しかけたが、チャールズはぴくりとも反はん応のうを示しめさなかった。石せつ膏こう像ぞうにでもなったかのように、じっと虚こ空くうを凝ぎよう視ししている。そのうち部下たちも肩かたを竦すくめて、彼を放ほうっておくことにした。


　チャールズは強運の持ち主である。ギャンブルにはめっぽう強く、際どい修しゆ羅ら場ばを幾いく度ども乗り越えて来た。彼の右のまぶたが垂たれ下さがっているのは、ナイフで刺さされた後こう遺い症しようだ。瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負ったが、そのときも彼は死ななかった。


　ただ、彼は自らの強運だけで、今日の地位に昇のぼり詰つめたわけではない。


「……あの女」


「え？　なんですか？」


「気にくわん……」


　独ひとり言ごとのような台詞せりふに、部下たちは顔を見合わせた。


　チャールズは彼らの反はん応のうを見ていなかった。もとより、彼は自分以外の何者の判断をも重じゆう視ししない。彼は彼自身の頭ず脳のうで思考し、彼自身の責せき任にんで動くことをモットーとしているのだ。


　チャールズは自分が何に対して気にくわないのか、深く、慎しん重ちように、考察していた。正せい確かくには、気にくわないのではない。不気味なのだ。もっといえば、恐おそろしい。それも、何か宗しゆう教きようじみた観かん念ねん的てき恐きよう怖ふを感じる。こんなことは初めてだった。ナイフや鉛なまり玉だまとは異ことなる次元の恐怖。それに対たい抗こうする術すべを、チャールズは持っていない。


　手を引くべきではないだろうか。誘拐に成功した直後とは思えない、そんな考えさえ脳のう裏りに浮かんだ。だが、この仕事はボスであるジョー・マッセリア直々の命令だ。ボスがこだわる理由も知っている。この件は、ボスよりもさらに上から、降りてきた指し令れいなのだった。チャールズの立場では、普通に拒きよ否ひすることは難むずかしい。


「……吸血鬼、ねえ」


　ぼそりとつぶやいた言葉に、部下が怪け訝げんな顔をした。チャールズは舌した打うちして、ようやく身体を動かした。


　椅子から立ち上がり、宿の出口に向かう。


「ボス？」


「のどが渇かわいた。酒を買ってくる」


「それなら俺が――」


「見み張はりを続けろ」


　そう言い残して、チャールズは単身宿から離はなれた。ここでも彼は、持って生まれた強運に身を救われたのである。


　トレンチコートを翻ひるがえし、カーサが到着したのは、そのわずか二分後だった。
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　強きよう敵てきが一人加わっていた。


　ドイツ軍の軍服を着た男。他の者は自分より若いとはっきりわかるが、その男だけは、あるいは自分より年を経へた吸血鬼かもしれない。何より、剣けん技ぎが見事だ。軍隊式のものではないから、おそらく何らかの剣けん術じゆつを習得しているに違いない。


　が、ならばこそ、剣で後れを取るつもりは、毛頭なかった。


「チェアアアッ！」


「クッ」


　ジローの一いち撃げきを受け止めた男が、顔を歪ゆがませて衝しよう撃げきを流そうとする。操あやつる剣や流りゆう派はは違えど、人体の構こう造ぞうと力学は共通だ。が、ジローは常じよう道どうをあえて無む視しし、強引に剣を振り抜いた。刃と刃が火花を散ちらし、足場となった壁が砕くだけ散ちった。


　敵が堪たまらずに後こう退たいする。ぴたりと張り付くように間合いを詰つめる。闘とう志しでは絶対に負けない。その闘志を一刀一刀に乗せて、剣を縦じゆう横おうに閃ひらめかせる。


　剣けん戟げきはあっという間に数十合に及およんだ。


　男のテクニカルな攻こう撃げきは、何度もジローを切きり裂さいている。だが、ジローの全身から発する力は、吸血鬼として年長であろう男をも圧あつ倒とうをしていた。ジローの剣は「火」の剣だ。カーサという心強い味方が後こう顧この憂うれいを断たってくれたいま、ジローの剣には迷まよいがない。敵を砕くだかんという一心で、獰どう猛もうに吼ほえている。


　両者入いり乱みだれての剣けん戟げきは、敵が持つ数の優ゆう位いを無む効こう化かする。しかし、敵も指をくわえてはいなかった。背はい後ごに近づきナイフを突き出してきたのは、昨日の女だ。攻撃を躱かわして軍刀の男と距きよ離りが離はなれれば、たちまちライフルが襲おそってくる。敵の数はどうやら六人。六対一の戦いだ。しかしジローは怯ひるまない。多少の傷きずは仕方がないと割り切り、まず目の前の軍刀の男に狙ねらいを定めて、執しつ拗ように追い立てる。


　上空から地上へ。ビルの外壁を落下するように駆かけ下おりて追つい撃げき。こんなアクロバティックな戦場は初めて味わった。入いれ替かわる体たい勢せいと身体にかかる重力が、ジローを未知の感覚で刺し激げきする。


　しかし、条じよう件けんは敵も同じだ。実じつ際さい、未み熟じゆくな敵の何人かは、ジローの足運びについてこられず、幾いく度ども外がい壁へきから落下しそうになった。


「う、お、お、おっ！」


　ダン、ダンと壁を踏み割わり、眼がん下かで構える軍刀の男に斬きり込こむ。甲かん高だかい刃音が跳はねる。


　背後で銃じゆう声せい。敵の拳けん銃じゆうが火を噴ふいた。ジローの背せ中なかに着ちやく弾だんし、コートが弾はじけ、血が飛び散った。ジローは無視。一瞬笑った軍刀の男が、ぎょっとして身み構がまえた。そこへ、一いちの太た刀ちを叩たたき込む。


　横よこ薙なぎに胴どうを狙った渾こん身しんの一刀を、男は軍刀を立てて受け止めた。しかし、ジローが全身を乗せるように放った一撃は、男の軍刀を半なかばからへし折った。


　切っ先が男を切り裂き、空中に血ち飛沫しぶきが飛ぶ。男が牙きばを剝むき出だしにして悲鳴を嚙かみ殺す。まだだ。ジローが刀身を鋭するどく返した。再び銃声。今度はライフル。肩に鉄てつ杭くいを打ち込まれたような、ガツンという衝しよう撃げきが来た。


　思わず体勢が前のめりに崩くずれる。熱と痛いたみが身体の内側を駆かけ抜ぬけた。しかしジローは、その熱と痛みを素す手ででつかみ、自らの剣に練り込むようにして、日本刀を握にぎり締しめた。


　崩くずれた体勢のままギリギリのところでバランスを取る。ジローはさらに、前方へと跳ちよう躍やく。軍刀の男の頭上から、渾身の一刀を振り下ろした。


　男の肩が割われ、胸が裂さけた。赤い血が夜空に迸ほとばしった。血と共に、男の全身から力が抜ける。折れた軍刀が手を離れて、遥はるか地上へと落下していった。


　それでも、ジローは止まらない。鬼き神しんの如ごとき形相で、血に濡ぬれた日本刀を頭上にかざした。そこへ、牽けん制せいしていたナイフの女が割り込み、意識を失って自らも落下しかけていた軍刀の男を抱だき止めた。


　敵てきの吸血鬼たちが、仲間を救おうと一いつ斉せいに駆かけ寄ってくる。その総すべてが隙すきだらけだ。白熱したジローの頭ず脳のうは、瞬しゆん時じに全員を叩き斬る剣けん筋すじを割り出した。そしてジローは、躊ちゆう躇ちよなく、そのイメージのままに動こうとした。が……





　――止めなさい！





　突とつ風ぷうのような「意い志し」が吹ふきつけた。


　集中の極きよく地ちにあったジローから戦意と殺意が吹き飛ばされ、敵の吸血鬼から恐きよう怖ふと敵意が引ひっ剝ぱがされる。魂たましいに響ひびくような「意志」。念話だ。それも、これは――


「我が君!?」


　ジローが顔を上げた。


　前方のビルの屋上に、カーサに連れられたアリスが立っていた。普段の彼女とは違う、凜りんとした表情をこちらに向けている。距きよ離りこそ離れているが、彼女の放つ神こう々ごうしい波動が、はっきりと感じ取れた。





　――止めなさい。いま、ここでの戦いを、私は望のぞみません。





　もう一度念話が――嵐あらしのような念話が――吹き荒れた。ジローはただちに剣を収おさめ、己おのれの負ふ傷しようも忘わすれて、片かた膝ひざをついた。


　吸血鬼たちも同様だった。突とつ然ぜんの念話に啞あ然ぜんとしていたが、誰からともなくアリスに向かって跪ひざまずいていた。


　届とどけられた念話の、圧あつ倒とう的てきな力を感じたのだ。そして何よりも、彼ら自身の『竜りゆう飼がい』の血が、いますぐ這はいつくばって自らの不ふ敬けいを詫わびろと絶ぜつ叫きようしているのである。


　幼い血たちの乱らん闘とうは、アリスの一いつ喝かつでただちに鎮しずめられた。すると、戦いが終わるのを確認した途と端たん、アリスはフッと目を閉とじ、崩れ落ちた。後ろにいたカーサが、慌あわてて彼女を抱だきかかえる。ジローも息を呑のみ、さっきまで死し闘とうを演えんじていた相手に背せ中なかを向けて、二人のもとへと走り寄った。


「カーサっ。我が君は!?」


「……参った。本当に悪いらしいな。無む理りをさせてしまったかもしれん」


　カーサが苦々しく言った。ジローはアリスの顔をのぞき込む。苦しそう――とまではいかないが、顔色は悪い。


「何かあったのですか？　まさか、連れ去られた先で――」


「いや、それはあるまい。何しろ、こいつを見み張はってたのは、昨日のギャングどもだったぐらいだ」


「人間が？」


　驚おどろくジローに、カーサは首しゆ肯こうした。側にいたのが人間ならば、アリスとていつでも逃にげ出せたはずだ。何しろ、彼女の逃げ足は一級品なのである。


　しかし、アリスはそうはせず、カーサが来るまでぼうっと椅い子すに座すわっていたらしい。ジローの危き機きを告げるとわずかだけ正気付いた様子になり、ここまで連れてこられたのだという。


「しかしさっきは……」


「ああ。久ひさ々びさに始祖様の顔つきになってたな。『いま、ここでの戦い』を望まない、か。なんとも意味深な台詞せりふを残してくれるじゃないか」


　アリスは別べつ段だん二重人格というわけではない。ただ、彼女の中の『血』が彼女を始祖として振る舞わせるとき、日ひ頃ごろ操あやつることのできない強大な力を、解かい放ほうしてしまうことがある。逆に、心身の調子を損そこなうこともあるのだ。そもそも、吸血鬼の本ほん質しつが『血』であり、始祖がその体たい現げん者しやとするならば、始祖の言動を人の尺しやく度どで測はかることが間ま違ちがっているのかもしれないが。


「それにしても、いったいなんなんだ、今回の騒さわぎは。残っていたギャングは何も知らなかったし……まったく、訳わけがわからん」


「……わたしたちが、説明します」


　ジローが鋭するどく、カーサがゆっくりと迫はく力りよくを込めて顔を向けた。


　二人の視線が向いた先で、ナイフの女は武ぶ器きを捨すて、仲間共とも々ども両手を上げて降こう伏ふくの意い志しを示しめしていた。





４







「では、勘かん違ちがいで襲しゆう撃げきを仕掛けたというのか？　その上、賢けん者じや殿どのの誘ゆう拐かいまで？」


　ケインは怒おこるべきか呆あきれるべきか迷まよった末、中ちゆう途と半はん端ぱな表ひよう情じようになって吸血鬼たち――『竜飼ウォルフ』の若わかき血族たちをにらみつけた。にらみつけられた男たちは、顔を上げることもできない。ただただ平へい伏ふくするばかりだ。


　いま一同が集まっているのは、探たん偵てい社しやの事じ務む所しよである。


『竜飼』の吸血鬼たちは、すでに負ふ傷しようから回復していた。ジローに斬きられた軍刀の男も、まだ包ほう帯たいを巻まいているが意い識しきははっきりしている。それなりに年を重かさねた吸血鬼だけあって、傷きずの治ち癒ゆ能のう力りよくは尋じん常じようではないのである。


　だが、戦せん闘とうの傷きず跡あととは関係なく、彼らは一様に顔色をなくしていた。


　何しろ、カーサとケインという年とし経へた強力な吸血鬼と同席しているだけで、震ふるえ上がっている。しかも非ひが自分たちにあることは明らかだった。さらに、あろうことか自分たちのせいで体調を崩し、意識を失った始祖が、隣りん室しつで休んでいるのだ。噂うわさでのみ耳にしたことのある、『賢者イヴ』その人が。卒そつ倒とうしないだけマシといえるだろう。


「誘拐の方はギャングの入れ知ぢ恵えらしいぞ。どちらかというと、そっちの方が気になるな」


「まさか我々やこやつらの正体を知っていたと？　ただのちんぴらたちでしょう？」


「少なくとも、アリスに張はり付ついていた下したっ端ぱは、何も知らされていなかったようだ。しかし、こいつらの言う、チャールズという男はどうだろうな。捜さがし出して息いきの根ねを止めておくのが無ぶ難なんかもしれん」


　カーサはさらりと物ぶつ騒そうなことを言う。とはいえ、実はケインも、もしその男が吸血鬼の存そん在ざいを知っているのなら、抹まつ殺さつする必要があるのではないかと考えていた。ここにいるのがウォーロック家の者だけなら、その結けつ論ろんに落ち着いたはずだ。


　ただ、


「……止やめておきましょう。賢者殿のお側です」


「ふん。アリス誘拐の犯人だ。ジローの奴やつを焚たき付つければ、辻つじ斬ぎりぐらいはしてくれそうだがな」


　そのジローは、隣室で眠るアリスにずっと付つき添そっている。襲撃の理由を知ったときは、さすがに激げつ昂こうしたが、彼女にきっぱりと止められた以上、吸血鬼たちを撫なで切ぎりにするつもりはないらしい。


「とにかく、いくら詫わびても許ゆるされることではないと、わたしたちも承しよう知ちしております。どんな罰ばつでもお受けます。いかようにもご裁さい断だん下さい」


　完全に観念した様子で、一同を代表し、ナイフの女が繰くり返した。


　とはいえ、そんな風に首を差し出されても、扱あつかいに困こまるのが本音である。カーサなどは、いっそ後あと腐くされなく灰はいにしてしまいたいところだが、チャールズのときと同じ理由でそれもできない。


「面めん倒どうだな」


　と、にべもなく言った。


　しかしケインは異ことなる興きよう味みを覚えたようだった。


「本国のやり方に反発して、自分たちだけで血族を抜ぬけてきたと言ったな？　どうしてアメリカへ？」


「それはもちろん、少しでも本国から遠くに逃げたかったからです。ここなら長老たちの目も届かない」


「しかし、ここには他の血族もいないぞ。我らの社会そのものが存在しないのだ」


「はい。でもそれは、私たちにすれば、かえって好こう都つ合ごうでした。もとより、他の血族を頼たよることなど考えてはいなかったし……客分としてならともかく、私たちのような若じやく輩はい者ものに便べん宜ぎを図はかってくれる血族などいませんからね。それどころか、身内の若わかい衆しゆうに悪あく影えい響きようを及およぼしかねないと、本国に突つき返かえされていたかもしれない。ここに来てよくわかりましたが、欧州の血族社会には、古くからの不ふ文ぶん律りつが厳げん然ぜんとしてあるのです。それに刃は向むかえば、どこにも居場所はなくなってしまう。ならばいっそ、何もない新天地で一から自分たちの居場所を作る方がずっといい。この地なら、それができるのです」


「……『自由』の国、か」


「はい」


　そう答えた瞬間、沈しずんでいた女の表情が、わずかに輝かがやきを取り戻した。それは、夢ゆめと希き望ぼうだけを抱いだいて新大陸に渡わたった開かい拓たく者しやの顔に見えた。


「『自由』の国。わたしは、こうして血族のもとを離はなれるまで、その意味を理り解かいしていなかった。その素す晴ばらしさも。この国には、欧州にない物がたくさんあるけど、一番素晴らしいのは、『自由』だと思っています」


　彼女の青あお臭くさい台詞せりふに、ケインはどこかむず痒がゆいような様子で、黙だまって耳を貸かしていた。


　彼女の抱いだく感情は、長く生きれば生きるほど、どうしても失われていく感情であろう。ケインも例外ではない。本人には言わないが、たとえばジローを見ていてハッとさせられることが、ケインにも少なからずあった。


「今後は、わたしたちの有り様も変わっていくはずです」


　女の台詞は続く。カーサやケインに対する恐怖も忘れたのか、いつしか声に熱がこもっていた。


「わたしたちは、自らの血統が傾かたむく様さまを、目の前で見てきました。その一方で、様々な血族が以前と違う生き方を模も索さくしていることも知りました。わたしたちがそうしたように、人間の大都市に単たん身しん紛まぎれ込こむ者だって増ふえているんです。失礼ながら、あなた方『魔ま女じよモーガン』の血統も、同じでしょう」


　その通りだったのでケインは肩を竦すくめた。ウォーロック家こそ、産業革命というきっかけを経へて、人間社会とのつき合い方をいち早く変へん革かくした、開拓者であるのだ。そして、それ故ゆえに、他の血族から非ひ難なんややっかみを買っているのである。


「いま月下の世界では、それぞれの血族が、それぞれに相応ふさわしい、新時代への対たい応おうを求められていると思うのです。いや、何も血族にこだわる必要すらない。血統の誇ほこりを捨て去るのではなく、個こ人じん個こ人じんの意い志しと、自分たちなりの誇りを持って、行動すればいいのです。またそうでなければ、今後月下の住人は、人間たちに生きる場所を奪うばい尽つくされてしまうでしょう。だから私たちは海を渡わたった。そんな生き方を選ぶ『自由』を得るために」


　女は強い声で告げた。それから自分の置かれた立場を思い出したのか、一いつ瞬しゆん紅こう潮ちようし、ついで青ざめながら視し線せんを床ゆかに落とした。ケインは思わず苦く笑しようした。


　気付かれないよう、カーサの反はん応のうをうかがってみる。彼の主あるじは、さっきまで面めん倒どうがっていた瞳に新しん鮮せんな興きよう味みを浮かべ、「へえ」とでも言いたそうな顔で、若わかき吸血鬼たちを見つめていた。


「……『自由』ね」


　ケインはうっすらとほほえんだ。


「お前たちはひとつ忘れているな。この国は、ただで『自由』をくれる訳ではない。考えてもみろ。ここに来たからといって、お前たちは本当に『自由』だったか？　追おい詰つめられ、ろくに確かく信しんも持てないまま我われ々われを襲ったのはどうしてだ？」


　ケインに指摘されると、女はうつむいたまま奥おく歯ばを嚙かんだ。


　自由を獲かく得とくするには、自由を守るだけの力が必要になる。ましてや吸血鬼にとっては、単なる戦せん闘とうの優ゆう劣れつを超こえた、様々な種類の力が求められる。血族の内側でその恩おん恵けいを受けている間は、決してわからないことだ。


　もっとも、嘲あざけるようなニュアンスとは裏うら腹はらに、ケインが若者たちを見る視線は、厳きびしくも寛かん容ようだった。


　実じつ際さい、ケインは、彼女らの主しゆ張ちようにも一理あると思っている。血族社会の変へん容ようは、前世紀末から留まることがない。大戦後はさらに拍はく車しやがかかっている。この若者たちのような吸血鬼は、今後も絶ぜつ対たいに出てくるはずだ。いかに長老が押さえつけようとしても、世の趨すう勢せいは変わりはしない。


　ケインはもう一度カーサの様子をうかがった。彼女は彼の視し線せんに気付かない。ケインたちのやり取りをどう受け取ったのか、静かに物思いにふけっている。


「……カーサ様」


「ん？」


「いかがでしょう。こやつらを我われ々われの下で働かせるというのは？」


　カーサが返事をする前に、吸血鬼たちが驚おどろいてケインを見た。


「最近人手が欲ほしかったところだ。我々よりニューヨークも長いそうだし、転化したばかりのひよっ子というわけでもない。手て勢ぜいというには物足りないが、雑ざつ務むを任まかせるには手て頃ごろな駒こまかと思います」


「…………」


　カーサが翠みどりの瞳を細めて、探さぐるような視線をケインに向けた。


　口にした台詞は傲ごう慢まんな言い方だったが、要は彼らを救済し、独どく立りつの手助けをしてやろうという提てい案あんである。虫がいい。仮かりにも牙きばを剝むいた敵なのだから、カーサの常じよう識しきからすれば手ぬるすぎる決着といえる。


　しかし、


「自由の国……新しい社会……」


　カーサが、ぽつぽつつぶやいた。


　視線がケインから吸血鬼たちに移うつる。吸血鬼たちは蒼そう白はくになって、カーサの視線に晒さらされた。


　ケインも横から、吸血鬼たちを眺ながめた。彼女たちの中には、自分たちを遥はるかに凌りよう駕がするカーサへの、恐怖の念ねんが根を張っている。だが、ケインの眼がん力りきをもってしても、そこに侮ぶ蔑べつは見られなかった。嫌けん悪おもだ。


　カーサのことを知らないのか、あるいは知っていても、『混こん血けつ』の意味がピンと来ないのか。いずれにせよ、これから登場してくる吸血鬼――過か去このしがらみから自由な吸血鬼とは、こんな風なのかもしれない。


　カーサは長い間黙だまっていた。ケインは彼女を促うながすようなことは言わなかった。


　やがて、


「……いいだろう。使ってやる」


　とカーサはつぶやいた。


　画かつ期き的てき瞬しゆん間かんだな、とケインは胸むねの奥でほくそ笑む。


　確かに時代は変わりつつあるのかもしれない。そして、新しい時代でなら、彼の主ももう少し笑顔を見せてくれるかもしれない、と。





　ただ、彼もまた、完全にはわかっていなかった。


　時代の変化は、もはや何者にも止められない。ただし、その変化が良い方向に向かうなど、それこそ誰だれにも保ほ証しようできないのだ。
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「……ん」


　と吐と息いきをもらし、むずがるように顔をしかめたあと、美しいジローの主は、ベッドの上で目を覚ました。


　透すき通るブルーの寝ねぼけ眼まなこが、薄うすく開いた目ま蓋ぶたの下でぼんやりと天てん井じようを見つめる。それからきょろきょろと周りを見回し、捜さがしていたものを見つけてにっこりほほえんだ。


「……ジロー」


「お早うございます、アリス。お加か減げんはいかがですか？」


「うん……て、こら、ジロー。また『我が君』とか言って……なかったね」


「ご満足ですか？」


「……微び妙みように不満」


　ジローが苦く笑しようする。アリスもつられて、もう一度笑った。


　もうとっくに夜は明けていた。寝しん室しつの窓まどは板で塞ふさがれているが、塞いだ隙すき間まから、糸のように細い陽よう光こうが差し込んでいる。


　夜通しがやがやと話し合っていた隣室も、いまは静まっていた。いつもはカーサもこの部屋で休むのだが、今日は気を利きかせたのかやってこなかった。おそらくケインと同じように近くのホテルに宿を取ったのだろう。『竜飼ウォルフ』の血統だという吸血鬼たちも、一度住すみ処かに帰ったらしかった。いま事務所にいるのは、ジローとアリスだけだ。


「よかった」


「え？」


「だいぶ顔色が良くなっています。昨日きのうは本当に、どうなることかと」


「そう……ごめんね。心配かけちゃった」


「いいえ。私こそ、すぐにお救いできず、それどころか無理をさせてしまった」


「ううん。そんなこと……フフ。ぼくたち、謝あやまってばかりだね」


「そうですね」


「じゃあ、おあいこにしよう」


「いいえ」


「あれ？」


「最初に外を出歩いたのは、あくまでも、我が君です」


「う。ズルい……」


　じっ、とジローは厳きびしい目でアリスを叱しかる。もっとも唇くちびるがどうしようもなく笑っていた。


「どうやら本当に終わったようですね。今度は何事もなくて良かった」


「何が？」


「あなたが仰おつしやっていたことですよ。世界の脈動、でしたか？　またサラエヴォのようなことになるのかと……」


「うん」


「え？」


「なるよ。今度はね。前よりずっとひどいみたい」


　アリスは天てん井じようを見ながら言った。


　彼女の美び貌ぼうが泣き笑いのような表ひよう情じようを浮かべている。天井を――いや、世界を見み据すえる青い瞳に、底知れぬ力が息づいていた。


　ジローはとっさに主あるじの言う意味がわからなかった。


「し、しかし、あのときのような事じ件けんは何も……それとも、これから起こるのですか？　昨日ケインが調しらべてくれましたが、この国に戦争や政せい変へんの兆きざしは――」


「違う。違うよ、ジロー。もうずっと前から、始まっていたの。兆ちよう候こうは、あったんだ。ただ、みんなにはそれが見えていなかっただけ。見えた者も、信じなかっただけ。でも、もう終わる。変化が来たわ。みんなの前に、変化が現あらわれる」


　そう言って、アリスはシーツの中から腕うでを出した。視線は頭上に向けたまま、すがるように右手をジローに差し向けた。


「ジロー。お願い。手を握にぎっていて」


「我が君っ。どうしました？　いったい……」


　ジローが両手でアリスの手を握り締める。アリスはベッドに横たわったまま、ジローの手を握り返した。


　左手がきゅっととシーツをつかみ、しわを作る。微かすかに震ふるえている。怯おびえるように。


「始まった」


「――！」


　ジローは全身を強こわ張ばらせて、四方八方に感覚を飛ばした。いかなる形の害悪であれ、闇の母ナイト・マムに近づけぬよう眼がん光こうを鋭するどくする。


　しかし、わからなかった。


　静かな、穏おだやかな朝だ。巨きよ大だいな危き機きが迫せまっているとは到とう底てい思えない。息が詰つまりそうな緊きん張ちよう感かんの中、時間がゆっくりと過すぎていく。わからない。アリスの言う変化がどこに現れているのか、判はん断だんできない。焦しよう燥そうだけが募つのっていく。


「今日は、木曜日だね」


　アリスが言った。そう言って、アリスはようやく目を閉とじた。閉ざされた目ま蓋ぶたの端はしから、真しん珠じゆのような涙なみだが一いつ滴てき、白い頰ほおを滑すべり落ちた。


「ジロー……ああ、ジロー。私は、哀しい」


「我が……君……」


　わからない。彼一人が取り残されているようだ。


　――ジロー！


　――ケインっ？


　突とつ然ぜん、ジローの頭にケインの念話が割り込んできた。同時に彼の気配を捉える。彼は、日中だというのに外に出て、この事務所を目指していた。人目を可か能のうな限り避けながら、高速で近づいてくる。


　――よかった！　ケイン。いま我が君が――


　――待て。もう着く。


　そう告げたジャスト一分後、ケインは事務所に到とう着ちやくした。すでに来らい訪ほうを告つげていたので、ノックなしで寝しん室しつに入る。


　ジローは彼を見て驚おどろいた。ベッドで横になるアリスよりも、さらに顔色が悪かったのだ。血の気がない。こんなケインを見るのは、ジローが転化した十九世紀末のロンドン以来だ。


「な、何があったのです？」


「……ウォール街がいが墜ちた」


「は？」


　意味がわからずジローが聞き返す。冗じよう談だんを言っているとは、とても思えなかった。事実、冗談事ではなかった。


「株かぶ価かが、暴ぼう落らくした。いや、暴落では収おさまるまいな。これは、恐きよう慌こうになる」


「……そ、それが？　それがどうしたというのですか？」


　幾いく分ぶん呆あつ気けにとられた口調でジローが尋たずねた。すると、ケインは突とつ然ぜん笑い出した。ぎょっとするジローを余よ所そに、力なく笑い続けた。ケインのそんな弱々しい笑い声は初めて耳にした。


「カーサ様と同じだな。お前にもわからんか？　これがいったい、どういうことか」


「それは……大きな損そん失しつがでるということはわかりますよ？　しかし、何もそれほど取り乱みだすことなど」


　ジローの態たい度どに、ケインは目を伏ふせた。「いずれわかる」と告つげ、それからジローではなくアリスに目を向けた。


「これが、そうなのですね」


　アリスは答えなかった。ただ目を閉ざしたまま微かすかに頷うなずいた。


　ケインはあごを嚙かみしめた。アリスに深く頭を下げると、なんとか冷静さを取り戻した態度になり、寝室を出て、ドアを閉めた。


　ジローは困こん惑わくしきっていた。為なす術すべもなく、彼の手を握るアリスの手を、ただ握り返していた。





５







　一九二九年十月二十四日。のちに「暗黒の木曜日ブラツク・サーズデイ」と呼ばれることになるその日、ニューヨークの株かぶ式しき市し場じようは、前日の暴落がまったく話にならないほどの、空くう前ぜん絶ぜつ後ごの下さげ幅はばを記き録ろくした。


　取引開始直後から、株価は下がり、下がり続け、加か速そくして下がり続け、さらに加速して下がり続け、一時間が経けい過かしたときには、もはや誰にも追いつけない猛もう烈れつな速度で、ただ、ただ、下がり続けていた。「崩ほう壊かい」としか呼よびようのない、息を呑のむ下落が展てん開かいされた。


　この、前例のない驚きよう異い的てきな下落に、仲ちゆう介かい人にんたちは驚きよう愕がくと困こん惑わくを見せた。これほど莫ばく大だいな量の「売り」が、いったいどこから来ているのか理り解かいできなかった。


　それは、アメリカが戦後十年間にわたって膨ふくらませ続けた「虚きよ構こう」が、自じ壊かいした瞬間だった。過か剰じようなまでに「買われ」続けた「栄光」が、ついにその虚きよ偽ぎの重みに耐たえきれず「売られ」始めたのだ。


　戦後のアメリカは、光の中に在あり続けていた。右みぎ肩かた上あがりの産業。鰻うなぎ登のぼりの需じゆ要よう。潤じゆん沢たくに、目まぐるしく、次から次へと循じゆん環かんしていた豊ほう富ふな資し金きん。あらゆる業種の、すべての企き業ぎようが、そしてあまねく人々が、好景気に浮かれていた。一人残らず。


　だが、そんなことが現実にありえるだろうか？


　そうではなかった。彼らは現実を見ていたのではなかった。彼らは酔よっていたのである。自みずからの夢と希望に。自分たちの成功に。だからこそ、彼らは挑ちよう戦せんを続けたのだ。未来の富とみを信じて。人々は――どの階かい層そうの人々も例外なく――早く、手軽に、裕ゆう福ふくになることを、当たり前のように望んでいた。


　そして、そんな群ぐん衆しゆうの夢を叶かなえる象しよう徴ちようこそが、株だった。


　十年前、取引所は一日に百ひやく万まん株かぶを越す取引が行われるようなら、大おお慌あわてで対たい応おうに追われねばならなかった。それが十年後、一日に取引される株は、千数百万株に達している。しかもこの間の株価は、多少の起き伏ふくこそあれ、基き本ほん的てきに上がり続けてきたのだ。


　人々は値ね上あがりする株価に狂きよう喜きし、さらに大量の株を購こう入にゆうした。信しん用よう貸がしが過か剰じように横おう行こうし、逆ぎやくに実じつ業ぎよう界かいが停てい滞たいするのを見ながら、それでも人々は株を買かった。買って買って買いまくった。そして得えた利り益えきを、さらに株へと費やし続けた。国内の余よ剰じよう資し本ほんは、次々投機に吸すい尽つくされていった。


　現状の危き険けん性せいに気付いた者がいなかったわけではない。連れん邦ぽう準じゆん備び銀ぎん行こうは、この狂きよう乱らんの投とう機熱を覚ますべく、様々な方策を打ち出した。また、一部の経けい済ざい学がく者しやや予測家たちは、何度も何度も、声を嗄からして、身近に迫せまる破は滅めつを訴うつたえた。だが、その悉ことごとくは目立った成果を上げることがなかった。ついには、冷静であるべき専門家やプロの金きん融ゆう業ぎよう者しやすら、世よ論ろんにのみ込まれ、市場に蔓はび延こる信しん仰こう的てきなまでの「強つよ気き」と「楽らつ観かん」に平ひれ伏ふしていったのだ。


　そして、運命の日を迎むかえた。


　取引所の混こん乱らんは、間を置かず恐きよう怖ふになった。


　取引所の恐怖は、速すみやかに全国に伝でん播ぱした。


　株価の崩ほう壊かいを支ささえるものは、それが銀行であれ、投資家であれ、もはや何もない。あるのは、下落。天国の底が抜けたような、徹てつ底てい的てきな下落だけだ。


　下した敷じきになる前に逃げ延びようと、狂気の潰かい走そうが始まった。相そう場ば表ひよう示じ器きが取引を示す数すう値ちを表示する間にも、それを遥はるかに上回る売り注文が殺さつ到とうした。表示器の値はあっという間に過か去このものとなり、以後用を為なさなくなった。電話回線など真っ先にパンクした。株取引の機き構こうとそれを運営する組そ織しきそのものが、絶ぜつ望ぼう的てき非ひ常じよう事じ態たいに麻ま痺ひしていた。情報が遮しや断だんされ、真実を求める人々がウォール街を埋うめ尽つくした。パニックは、面おも白しろいように拡かく大だいした。


　それでも、勇気と見けん識しき、そして度ど胸きようを兼かね備そなえた幾いく人にんかの銀行家たちは、この未み曾ぞ有うの事態に対たい処しよすべく手を打った。互たがいに集まって会合を持ち、必要な情報を必要なだけ公式に開かい示じした。信しん頼らいできる専せん門もん家かを呼び寄せ、自らの資金を操って、株を的てき確かくに――その手しゆ腕わんは名人芸と言ってもよかった――買い支ささえてみせた。この英えい断だんが功を奏そうし、取引が終了するころには、株は底を打ちつつも動きを止めていた。間かん一いつ髪ぱつ、完全な崩壊だけは、食い止めることに成功したのである。


　が、それも長くは続かなかった。


　金曜と土曜には、市場はわずかながら好転の兆きざしを見せた。それが月曜日に総そう崩くずれした。人々がなんの疑ぎ問もんもなく交わしてきた信用投機のメッキが剝がれたため、日曜のうちに全国の仲ちゆう介かい人にんたちが追加証しよう拠こ金きんを要求したのだ。人々がその資金を捻ねん出しゆつするには、結局手持ちの株を――それでどれだけの損そんをしようと――売るしかなかった。強きよう制せいされた売りが月曜の取引を直ちよく撃げきし、雪崩なだれのようにさらなる売りを呼び込んだのである。絵に描いたような暴ぼう落らくの再さい来らいだ。共同で立ち上がった銀行家たちも、合がつ衆しゆう国こく全ぜん土どから押し寄せる怒ど濤とうの清せい算さんの前には無力だった。結局、月曜の総取引数は、先週木曜のそれを凌りよう駕がした。


　そして、一九二九年十月二十九日。「悲劇の火曜日トラジリー・チユーズデイ」が訪れる。


　その日、取引所では開始早々、いまだかつてない最大級の嵐あらしが、俗ぞく界かいの人々を嘲あざ笑わらうかのように全力で猛もう威いを振ふるった。啞あ然ぜんとするほどの大量の株が、まるで紙クズのように市場に投げ出された。いくらでもいいから売ってくれという清算を度ど外がい視しした売り注文が、堰せきを切って訪れたのである。


　取引所の大ホールは、文字通り戦場と化した。そしてそれは、ウォール街に留とどまらず、他の市場に飛び火した。地方取引所。穀こく物もつ市場。外がい国こく為替かわせ市場。経済に関わるあらゆるマーケットが戦せん渦かに巻き込まれた。アメリカ経済が炎えん上じようし、もはや取引所を閉鎖することさえできない状態になった。無む邪じや気きで無知な人々は、夢を託たくした株と、思い描いた未来が、無む惨ざんに死に絶たえてゆく過か程ていを見守ることしかできなかった。


　しかも、こうした大暴落は、悲ひ劇げきの『始まり』に過すぎなかった。


　アメリカを揺ゆるがす大暴落が終わったあと、人々は損そん失しつを埋うめるべく、考えつくあらゆる場所から資し金きんを引き上げ始めた。


　工場が閉へい鎖さされ、失業者が街に溢あふれた。口こう座ざの預よ金きんが残らず引き出され、銀行の倒とう産さんが相次いだ。資し金きん繰ぐりの利きかなくなった企き業ぎようが、銀行もろとも破は産さんした。まるでドミノ倒しのように、経済が連れん鎖さ的てきに「壊こわれて」いった。


　壊かい滅めつの危き機きに陥おちいったアメリカの大銀行は、他国に対する短たん期き融ゆう資しの引き上げを開始する。当時のアメリカは世界最大の債さい権けん国こくである。その莫ばく大だいな債権が、容よう赦しやなく引き上げられた。


　そうして、アメリカで発生した嵐が、その規き模ぼを拡かく大だいして海を渡り、欧おう州しゆうを襲おそった。第一次大戦で疲ひ弊へいし、アメリカ経済に依い存ぞんすることで辛かろうじて成り立っていた欧州諸国の経済を。


　ひと溜たまりもなかった。





　これが、「世界恐慌ザ・ワールド・クライシス」として歴史に刻きざまれた、一いち連れんの「脈動」だ。


　これより以降、各国の対たい応おうは二つに分かれる。


　ひとつは、アメリカやイギリス、フランスの打った対応。それらの国々は政せい治じ介かい入にゆうによって経済ブロックを確かく保ほし、他国の通つう貨かを閉しめ出して自給自足の経済活動を展てん開かいした。広い国土や植民地、それに、自国だけで生きていける資し源げんを有する大国のみが、この政せい策さくを実じつ施しできた。


　対して、もうひとつの対応とは、ドイツやイタリア、日本といった、持もたざる国の対応だった。それらの国々は経済ブロックにより対たい外がい貿ぼう易えきを妨ぼう害がいされ、さらなる打だ撃げきを受けることになった。そして、深しん刻こくな状況から、足あ搔がき、脱だつ出しゆつするために、「外」へ目を向けるようになる。


　失業者救済のための軍ぐん需じゆ産業の拡かく大だいに、軍隊の増ぞう強きよう。彼らは、他国への侵しん略りやくによる領りよう土ど拡大に、生せい存ぞんの可か能のう性せいを見み出いだしたのである。


　世界は再び、風雲の時代を迎むかえようとしていた。


　それも、前大戦を上回る、史上最大の規き模ぼで。
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　客人がリムジンで帰るのを確かく認にんし、ジョー・マッセリアは深々とため息をついた。


　ソファに座すわり込こみ、葉巻に火を点つける。肉付きのいい丸顔には、疲ひ労ろうと苛いら立だちが混まじっていた。「くそっ」と悪あく態たいが口を突ついて出た。


「どうしてくれるんだ、ルチアーノ。テメエのせいで取引が台無しだぜ。もう少しで、政せい財ざい界かいに強力なパイプができるところだったんだぞ」


　そう吐はき捨すてて、ジョーは傍かたわらに立つ腹ふく心しんをにらんだ。


「この大だい恐きよう慌こうでも、フォワード家はびくともしてねえ。そんな大物と手が組めるチャンスを、テメエはみすみす潰つぶしやがったんだ。この落とし前、どうつける。ああ？」


　組織のボスは焼やきごてのような視線を叩たたき付けていた。しかし、それを受ける部下は、思いの外冷静だ。ポーカーフェイスを浮かべ、冷たくボスを見返した。


「……ボス。この件は破は談だんで正せい解かいでしたよ。フォワード家はただの大だい富ふ豪ごうじゃない。ちょっと底が知れません。仮かりに手を結むすんだとしても、奴らに組織ごと吸きゆう収しゆうされるのがオチだった」


「言い訳わけはよしな。テメエは俺おれが任まかせた仕し事ごとをしくじった。俺は、そのことを言ってるんだ」


「その点についてはお詫わびします。力及およばず面めん目ぼくの次し第だいもありません」


　そう言って、チャールズ・ルチアーノは素す直なおに自らのミスを認みとめた。


　もっとも、恐きよう縮しゆくする素そ振ぶりはない。目はガラス玉のように酷こく薄はくに、自分が仕つかえるボスの怒いかりを見つめていた。


「ですが、吸血鬼なんてものに関わるのは、決して得とく策さくじゃありません。薄うす気き味みの悪いオカルトなんか、金持ちの余よ興きようでしょう。ご機き嫌げん取とりにしたって趣しゆ味みが悪いですよ」


「ふざけんな！　フォワード家の財力があれば、このニューヨークからマランツァノの一味を追い出すことだってできたんだっ」


　ジョーの憤いきどおりは冷めない。再び「くそっ」と盛せい大だいに吐はき捨すて、まだ吸いかけの葉巻を二つにへし折った。


　そんなボスの態度を、チャールズは冷れい徹てつに観かん察さつしている。彼はジョーに、事のすべてを報告したわけではなかった。というより、報告のほとんどは出任せだ。


　フォワード家の要求は、生きた吸血鬼の捕ほ獲かくというものだった。しかし彼は、あえて二組の吸血鬼たちを争わせ、「吸血鬼」という連れん中ちゆうがどういう生物なのか見み極きわめようとした。そして、その企たくらみの半なかばでリスクの許きよ容よう量りようを超こえたと感じ、手を引いたのである。


　もし彼に組織の命令を忠ちゆう実じつに実行する気があれば、より危き険けんなにおいのしていた探偵社には手出しせず、ドイツから来たという吸血鬼たちだけを騙だまして、フォワード家に引き渡すこともできただろう。


　だが、チャールズはそうしなかった。さっき彼がジョーに述べた意見は噓うそではない。フォワード家と手を結んでも益えきはないと判断したのだ。


　組織に、ではなく、彼自身に。


「どうしても、と言うのでしたら……」


　チャールズはわずかに笑いながら言った。


「もう一度奴らの捕ほ獲かくに動いてみますか？　もっとも俺は自信がありません。現場の指し揮きは、他の誰かに命じて下さい」


　ジョーはチャールズをにらみつけたが、口に出しては何も答えなかった。


　組織でチャールズ以上に有ゆう能のうな人間はいない。彼に不ふ可か能のうだった仕事は、他の誰にも不可能だ。そのことは、ジョーにもわかっているのである。


「……いいだろう。この件はまた後日話そう。下がれ」


　ボスの命令に、チャールズは頭を下げ、部屋から出て行った。


　暗い廊ろう下かを歩きながら、チャールズは冷笑を浮かべていた。


　フォワード家との取引。魅み力りよく的てきなのはわかる。しかし物事には順じゆん序じよというものがある。


「まずはあんたの椅い子すが先だよ、ジョー」


　チャールズ・ルチアーノ――通つう称しようラッキー・ルチアーノ。数年後、ニューヨークの闇やみに君くん臨りんし、アメリカの裏社会に初めて巨きよ大だい犯はん罪ざいシンジケートを築きずき上げる希き代たいの悪あく党とうは、自らの野や心しんを着々と育てていた。
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「……所しよ詮せんはギャングか。過か剰じような期待だったかもしれんな」


　広い車内の静せい寂じやくは、最高級のエンジンとサスペンションの賜たまものだった。高級リムジンの後部座席に腰こしを下ろし、フォワード家当主は感かん情じようの交まじらない声でつぶやいた。


「吸血鬼というのは実に魅み力りよく的てきな存そん在ざいだが、なかなか思うようにいかん。やはり本場ヨーロツパに手回しするしかなさそうだな」


　取引は失敗に終わったが、当主に落らく胆たんした様子はなかった。謎なぞは手て強ごわいほど面おも白しろい。むしろ、あんなギャング風ふ情ぜいに獲かく得とくできる程てい度どのものなら、彼の吸血鬼に対する興味は冷めていたかもしれなかった。


「ご主人様」


　と運転席の老人が、苦々しい声で口を挟はさんだ。


「どうか、あまり入れ込まれませんように。このような場所にお一人で乗り込まれるなど、役員連中に知れたらなんと言われるか」


「一人ではあるまい。お前がいた」


「私など物の数には入りませんよ」


　主とは、彼が十代の時からのつき合いだ。そんな資し格かくはないと自重しつつも、無茶を目まの当たりにしては、ついつい咎とがめてしまう。


「そもそも、あの男も信頼できません。いつもいつも、前置きなく現れては消えていく。奴こそ吸血鬼なのではありませんか？」


「ミスター・シューズか？　当たらずとも遠からず、といったところかもしれんな。まだ屋や敷しきにいるのか？」


「いえ。昨日発たたれたそうです。次はドイツに行くんだとか」


「ほう。物好きだな。これからドイツは本ほん格かく的てきに崩ほう壊かいするぞ。いや、だからこそか？　滅ほろびと再生は表と裏うら。時間に埋うもれた古いにしえの魔ま術じゆつも、こういう時代にこそ、現げん世せに現れるのかもしれん」


　楽しげな当主に、運転手の老人はいよいよ渋じゆう面めんになった。


　まったく、困こまった趣しゆ味みを持たれたものだと思う。これさえなくば、彼の主は、理想的な実業家だというのに。


「ところで、せっかくお忍しのびで外出したんだ。どこかのもぐり酒場スピークに寄っていかないか？」


「面おも白しろくない冗じよう談だんですな。屋や敷しきで奥様がお待ちですよ」


「今け朝さもまだぴんぴんしてた。当分は生まれまい」


「臨りん月げつは十一月のはずだったのですから、もういつお生まれになってもおかしくありません。老ろう婆ば心しんで言わせていただきますが、ご出しゆつ産さんに立ち会わないと、ご主人様は生しよう涯がい奥様にそのことで責せめられるでしょう。それを見るのは、わたくしも忍びない」


「やれやれ。わかったよ。ではせめて、帰ったらいつぞやのワインを開けてくれ。今日は祝しゆく杯はいとはいかんが……次なる手立てに向けて、景けい気きづけだ」


　そうして、巨大なリムジンは、大だい不ふ況きようの足音に怯おびえるニューヨークの街を、悠ゆう然ぜんと走っていった。


　フォワード家に待望の跡あと継つぎが生まれるのは、その三日後のことである。






あとがき







　ミミコが『カンパニー』の制せい服ふくを着て活かつ躍やくする姿も、これが見み納おさめとなります（笑）。


　第六話など、冬のボーナス――ああ、まさにこの時じ期きだ――に浮うかれる彼女を読み直すと、なんともやるせない気持ちに（笑）。


　短編集第三弾、『ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ[image: ]３』。


　名な残ごり惜おしいですね？（笑）。
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　ともあれ、まずは時じ系けい列れつのご説明から。


　本作に収おさめられているのは、本ほん編ぺん第一部から第二部の間――文庫本でいう『ＢＢＢ３』から『ＢＢＢ５』の間の一年間を描えがいた、連載第三期の短たん編ぺん群ぐんです。本作だと三人での生活にも慣なれてきてるので、相あい変かわらずドタバタしつつも、普段は結構和なごんでる感じがします。大変なようでいて、まだまだ平和だったんですよねえ……この頃は。


　あと、本編で登場していた特とつ区くの主しゆ要ようキャラクターたちも、結構顔を出すようになりました。前回はセイがゲームをしてましたが、今回はケインとゼルマン、それにサユカが、それぞれゲストキャラとしてミミコたちと絡からんでいます。


　中でも筆ひつ者しや的てきにお薦すすめというか見み所どころになっているのは、サユカとミミコのエピソード。実じつ際さい、このエピソードを読んでいるかどうかで、本編での彼女の見方も変わってくるような気がします。考えてみると、第一部ではサユカとミミコは、ろくに会かい話わもしていませんでした。それが第二部になって、互たがいに対する態度が微び妙みように変化しているのは、二人の間でこうしたやり取りが幾いく度どかあったからなのです。この二人のやり取りは、今後刊かん行こうされる短編集でも、もう少しご紹介できます。楽しみにしていて下さいませ。


　ちなみに、この一年間のエピソードは今回まとめた分でひとまず終わりで、次の短編集からは新しん展てん開かいになっています。（ほら。本編五巻で、あんなことになっちゃったから！）


　ですので、次の短編集『ＢＢＢ[image: ]４』は、『ＢＢＢ５』と『ＢＢＢ６』の間の半年間のエピソードになります。発売まで、もう少々お待ち下さい。





　あと、番外編ＣＨＲＯＮＩＣＬＥについても少々。


　思えば前回の「古こ城じようの一いち夜や」も筆者の趣しゆ味みが先せん行こう気ぎ味みで地じ味みな話になっていましたが、今回の「失しつ墜ついの摩ま天てん楼ろう」もまた、負けず劣おとらず地味な作りになっております。


　敵とか弱いし（笑）。ジローなんか、いてもいなくても大たい差さない、みたいな（笑）。


　ただ、このシリーズでは、二十世紀における吸血鬼社会の変へん遷せんみたいなものをテーマのひとつにしておりまして、それを主人公たちの目を通して書いていくつもりなのです。なもので、歴史上の主要な――あるいはちょっとした――事件に焦しよう点てんを当てて書いてみました。もちろん他にも狙ねらいはあるので、少し他とは毛け色いろが違っていても、読んで頂ければ幸さいわいです。


　ん？　それでもやっぱり、事件のチョイスが地味ですか？


　いやまあ、世界恐きよう慌こうを選んだ理由の半分ぐらいは、中折れ帽フエドーラとトミーガンとキャデラックとカーサの組み合わせを書いてみたかったからなんですが。（好きなんです……）
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　そしてアニメ『ＢＢＢ』のお話。


　『ＢＢＢ』のアニメは地ち域いきによって放映時期のばらつきがあるので、これを読んでいる方の中には、先月最終話を見たよ、という方から、これからいよいよいクライマックスですっ、という方までいらっしゃるかと思います。感想はいかがですか？　楽しんでもらえたらいいなと、心の底そこから思っておりますが。


　筆者にとってメディアミックスというのは、これが初めての体たい験けんです。アニメ放映前から放映中においては、やれイベントだ、やれサイン会だ、やれアフレコだ、やれインタビューだと、「初はつ挑ちよう戦せん」が次から次へとやって来ました。基き本ほんのほほんな日常を送る筆者としては、それはもう目が回るようで。まあ、アフレコやイベントに残らず全部出て行く必ひつ要ようはなかったはずなのですが……じっとしていられなかったので（笑）。


　アニメそのものに関してですと、筆者が一番強く感じたことは、関わってくれたスタッフや声せい優ゆうの皆さんが、本当に誠せい意いをもってこの作品を作ってくれたということでしょう。正しよう直じき、こちらが畏かしこまるぐらいの熱意を見せてくれました。始まる前は、もっと事じ務む的てきだろうと勝手に思い込んでいただけに、頭の下がる思いでした。ほんと、感謝しきりです。


　この本が出るころには、ＤＶＤの一巻目も発売されているはずです。草河さんの描き下ろしアウターケース――一巻はジロー、以後各キャラが登場します！――付き。特とく典てんで、「倫ロン敦ドン舞曲ロンド」のドラマＣＤも入ってます。また、いいんだこれが！　文庫本と違い少々お高い品ですが、気持ちとお財布に余裕のある方は、ぜひ買って下さいね。（笑顔で）


　あ、他にも色々――せっかくだから、ここでまとめて紹介させてもらうと、





●BLACK BLOOD BROTHERS TV Animation Original Sound Track


　佐さ橋はし俊とし彦ひこさんによる、テレビアニメのサントラ盤。アニメのＯＰ、ＥＤ曲や、筆者感かん涙るいの名曲が揃そろっています。いくつかの曲タイトルは筆者が付けさせてもらいました。発売中。





●高橋美佳子と植田佳奈のこちらオーダー・コフィン・カンパニートークＣＤ＋


　AN'S ALL STARS THEME SONG


　ネットラジオ「こちらオーダー・コフィン・カンパニー」総そう集しゆう編へん。高橋美佳子さん（ヒバリ役）と植田佳奈さん（スワン役）の楽しいお喋しやべりに加くわえ、豪ごう華かゲストが盛りだくさんな内容。筆者もちょっと出てます。そして、担当Ｋ嬢キヤサリンの美び声せいが聞けます！　発売中。





●BLACK BLOOD BROTHERS　ドラマＣＤ　vol.1＋vol.2


　短編のドラマＣＤ。ネット上で放ほう送そうされた話のみならず、ＣＤにだけ収録された話もあります。ちなみに、今回の第六話も入ってますよ～。07年１月24日と２月21日発売。





●ブラック・ブラッド・ブラザーズ・マニュアル　―Bang-up Background Book―


　『ＢＢＢ』解説本。草河さんの貴き重ちようなラフや、書き下ろし短編「特区の休日」が収しゆう録ろくされています。大おお判ばんだから、見応えありますよ？　07年１月発売予定。





●『BBB』コミック版公式アンソロジー　BLACK BLOOD BROTHERS ver.C


　『ドラゴンエイジ』で連れん載さいされた、フジノ明あき亜つぐさん＋米よね倉くらサトルさんのコミック版。他にも、アンソロジー風の楽しい作りになっています。07年２月１日発売予定。





　いっぱいだー（笑）


　ともあれ、何か気きに入いったアイテムがありましたら、手にとって楽しんでみて下さい。『ＢＢＢ』ワールドが広がるかと思います。筆者も嬉うれしいしね！（笑）
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　それでは、この辺へんで。メディアミックスを一緒に頑がん張ばってくれた、草くさ河かさんとキャサリン、他たくさんのスタッフに、心からお礼れいを。もちろん、読者の皆さまにも。『ＢＢＢ』はまだまだ続きますので、今後もどうぞお付き合い下さい！


　それでは～。




二〇〇六年　十一月　あざの耕平





初　出





月刊ドラゴンマガジン二〇〇五年九月号～二〇〇六年二月号




※本書は連載原稿を加筆したものです。







書き下ろし


インターミッション１～６／BLACK BLOOD CHRONICLE
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―ブラック・ブラッド・ブラザーズ短編集―





あざの耕こう平へい
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